


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: れでぃ×ばと！（7）]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──そして神社の境けい内だいに、魔ま法ほう少女の声が響ひびき渡った！

「胸いっぱいの愛の力で一投必殺！　『仁義撲滅旋風弾ラブリースマツシユ！』」

　叫ぶのと同時に、妙みようちくりんなレオタード姿すがたの少女は持っていたステッキをくるくるっと回し、先せん端たんのステッキのハンマー部分で『これでもかぁ───！』と言わんばかりに狛こま犬いぬの石像を殴なぐりつけ、問答無用でぶっ飛ばす！

　猛もうスピードの狛犬アタックだ。無む垢くな子供なら泣き出しそうな状況だけど、少女と対たい峙じしていた着流しの男は硬く引き締まった表情を変えずに、

「お嬢じよう……当たらねぇと言いやしたぜ」

「それはどうかなっ!?　──ほぉらっ、急カーブだよ！」

「なっ、そのコースはっ…………ぐおぁっ!?」

　慌あわてた様子の男は、どーいうわけか自分から石像ぶち当たりにいった。当然ながら、ゴロゴロとみっともなく境内の上を転がっていく。

　普通なら『あ、ヤバ。殺やっちまったかも』と冷や汗あせを流しそうになる一いち撃げきを食らって、それでも男はふるふると体を震ふるわせながら何とか顔を上げた。

「ぐっ…………ま、まさか、組長から貰もらい受けた車を殺とりにくるたぁ……！」

「誰よりもパパに恩義と仁義を感じているあなたなら絶対に身を挺ていしてでも庇かばうと思ったわ。さっすがわたし、賢いねっ☆」

「…………ふ……ふふっ……流石さすがはお嬢、組長に劣らぬ外げ道どうっぷりで……ごはっ」

　末まつ期ごのセリフを言い終わり、がくっと頭を落として男は気絶。

　すると少女はステッキを振り回して「ぃえーい！」と喜びに浸る勝利のダンスを踊おどる。気絶した男の背中の上で。

　軽く息切れするくらいジャンプしてよーやく満足したのか、にっこりと笑った少女は男の上からどいてあげた。それから、ステッキをくるりと一回し。

　すると眩まばゆい光が全身を包んで……それが弾はじけて消えた次の瞬しゆん間かんには、妙みようなレオタード姿から制服姿に戻っていた。

　──そんな様子を、神社の本ほん殿でんに隠かくれつつバッチリ見ていた人影が。

「…………そんなっ……恋れん子こちゃんが、マジカルディーバだっただなんて……！」

　衝しよう撃げきの真実に、中学生らしき少女は唇くちびるを震わせて──




『ついにマジカルディーバの正体が紅葉もみじにばれてしまった！　友情と任務の間で板挟ばさみになる紅葉、そうとは知らず呑のん気きな恋子。そんな時に開かれた授業参観で、小梅組の組長自ら来るとなったからさぁ大変！　変身した二人の戦い、そして授業参観の結末や如い何かに!?

　次回、「騒そう然ぜん、授業参観日！　ハンマー少女達は紅くれないに舞う!?」をお楽しみにっ!!』




　──でかでかとスクリーンに映る予告映像が終わり、ブツッと途と切ぎれるように画面が真っ暗になった。

「……うーん、やっぱり二期はいいですねー。コメディパートだけじゃなくて、バトルシーンもパワーアップしてますし。何より新キャラが可愛かわいいですし〜」

「妾わらわは一期のような無む軌き道どうシナリオも好きじゃが。その意味でも、先週から続いた『黒鰻うなぎのリュウ』との戦いはかなりぐっと来るものがあったのじゃ」

　ゆっくりと明かりが灯ともる中、しみじみと語る二人の言葉に対し、日ひ野の秋あき晴はるは、

「…………そうなのか」

　そんな感想しか言えず、深く息を吐はいた。

　三人で見ていたのは映画──じゃなくて、アニメのＤＶＤ上映会だった。理事長だからってことで、映画上映も出来る多目的ホールを超個人的な理由で使った企画立案者の天てん壌じよう慈じ楓かえでは、満足げな様子でしきりに頷うなずいていやがるし、その隣となりにいる中等部生のピナも楽しげなご様子。

　そこにちっとも溶とけ込めない秋晴は、若じやつ干かんの気まずさを感じつつも首を捻ひねって、

「あのリュウっつーのに攻こう撃げきが当たらないから、ハンマーで殴なぐる時に回転をかけられるように特訓したんだろ？　なのに避よけられて、結局は大事な車を狙ねらうって……前半の特訓の意味は、なんだったんだ？」

「ぬぅ、アキハルは小こ理屈を並べよる。アニメは真まっ直すぐに見て楽しむものじゃ、それが礼れい儀ぎじゃぞ？」

「そうですよー、マジカルディーバは頭を空っぽにして素直に楽しむのが基本ですよ〜？」

　二人からのダメ出しに、秋晴は何も言えなくなる。なんでだろう、こっちは割と当たり前に疑問をぶつけただけなのに、あの困った子を見るような目を向けられると自分が悪いみたいな気分になる。空気読めなくてすみませんって謝るべきなのか、これは？

　まあ、でも、謝る謝らないはともかくとして。

「滅め茶ちや苦く茶ちやな上に子供が見るにはどうなんだって思うところはあったけど……意外と、面白かったな」

　秋晴が率直な感想を口にすると、どうやらそのコメントがピナのお気に召めしたらしく、満面の笑みを浮かべると、

「うむ！　マジカルディーバはとても面白いのじゃ！」

「ですよですよー。先生も一期を見て感動して、えいっとスポンサーに名乗りを上げたくらいですから〜」

「ぬぅ、そう言えばそのような噂うわさも耳にしたのじゃ。二期になってから露出が多方面に渡るようになったのは、天壌慈家の力であったか」

「ふふー、それだけじゃないのですよ。スポンサー権限で、ライバル役に先生をモチーフにした新キャラを投入して貰もらいましたから〜！」

「そこっ、大人おとなげないにも程ほどがあるぞ!?」

　……こんな我が儘ままな金の使い方する金持ち、初めて見た。

　突っ込むだけ突っ込んで、こんなのが理事長で大丈夫なのかと秋あき晴はるは本気で心配になる。深み閑かんがいなけりゃ本当に酷ひどいことになってそうだ。

　はぁ〜〜〜、と深くため息を吐ついて、秋晴はそれから自分の隣となりにいる少女の横顔をまじまじと見た。

　銀色の長い髪かみをツインテールでまとめた猫ねこっぽい大きな目の王女様、ピナ＝スフォルムクラン＝エストーという長い名前の下級生にそろそろ訊きいておかないといけないことがある。

「それで、なんでまた急に上映会に誘ってきたんだ？　いや暇ひまだから別にいいけど、こんな広い所を借りておいて三人だけっていうのはどういうことだ？」

「アキハルを誘おうと決めたのは妾わらわじゃが、ここを使用すると決めたのはカエデじゃ」

「実はですねー、さっき見たのは最新話で、放送されるのは明後日あさつてなのですよ。スポンサーである先生のところにはチェック用にＤＶＤに焼かれたものが届いたのです」

「へぇ……？」

「だから、それを自じ慢まんしたくって！」

「それだけかよ!?　つーか俺おれには何の自慢なのかもイマイチ分からな……って、ピナ?!　お前、そんな噛かみつきそうな顔をする程羨うらやましいのか!?」

「う、う、羨ましくなんかないのじゃっ!?　ぬぅぅ、今に見ておれよカエデ。数年後にはスフォル王国の国力をもってしてハイクオリティなアニメを作りまくり、黒船の如ごとく日本アニメ界に衝しよう撃げきを与えて──」

「だからお前等は権力と財力をそっち方面に全力投球してんじゃねぇ！　特にピナっ、お前の国は民主制じゃないから実現の可能性があって本気でヤバそうだからなっ?!」

　知り合ってから彼女の国のことを少しだけとはいえ調べた秋晴の言葉に、ピナは不満そうに頬ほおを膨ふくらませる。なにその反抗期面づら。この小こ娘むすめめ、上下関係の厳しさというものを一から叩たたき込んでやったろーか。

　……まあ、流石さすがに今のは勢いだけの冗じよう談だんだろ。そうでないと困るし。主にスフォル王国の国民が。

　秋晴が一国の将来に不安を感じていると、朗ほがらか笑顔な理事長が「ほふぅ……」と小さく息を吐いてからゆっくりと立ち上がった。

「──さてさて、アニメ自慢も終わりましたし、先生はここで失礼させて貰もらいますね〜。後のことはエストーさんにお任せしましたので、頑がん張ばって下さいー」

「うむ、託たくされたのじゃ。カエデも例の件、努ゆめ々ゆめ忘れぬようにな」

　……何やら密談臭くさい雰ふん囲い気きが。

　二人が何か企たくらむっていうのは、まあ別におかしくないのかもしれない。楓かえでは突発イベントを起こして深み閑かんを含めて周囲を巻き込み驚かすのが好きだし、ピナは見た目も中身もやんちゃな子供だし。

　小学生のようにパタパタと手を振って多目的ホールから去って行く姿すがたを見送ってから、秋あき晴はるは残ったピナに問い質ただした。

「それで、どうして上映会なんか開いたんだ？　このアニメの面白さを皆に伝えたいっつーなら、それこそ理事長の職権乱用をして、全体集会みたいなイベントにすれば良かっただろ？」

「うむ、それはまたいずれするとして、じゃ」

「……いやまたもいずれも無しでいいから。冗じよう談だんで言っただけだから」

「ぬぅ、何を言うか。マジカルディーバの面白さ、アキハルも一片なりと感じ取ったであろう？　そしてかく言う妾わらわも先の連休にカエデとＤＶＤを一期から見直して、胸に灯ともるものがあったのじゃ……そう、火が点ついた、とでも言うべきかもしれんの」

「ふむ……？」

　耳に付けた安全ピンを触さわりながら、秋晴は小さく唸うなる。

　目をキラキラさせながら薄うすっぺらい胸に手を当てる王女様の姿は、何だか夢と希望に溢あふれているようにも見えた。あれだ、次から次へとお金が出てくる手品を見て『このマジックグッズがあればお金持ちになれる！』と思い込んじゃった子供みたいだ。

　急に青春真っ盛りモードに入ったピナは勢いよく立ち上がって、しかもそれだけじゃ満足出来ないのか座席の上に飛び乗った。

「妾は決めたのじゃ──」

「……何を？」




「マジカルディーバで、同人誌デビューをするのじゃ！」




　ビシィ、と効果音がつきそうな感じで、ピナは宣言した。
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　それを聞いた秋晴は、とりあえず一つ頷うなずいてみてから、

「…………で、同人誌って何だ？」

「ぬぬっ!?　知らぬのか、アキハル!?」

「あー、いや、何となく聞いたことはあるな。確かあれだ、自費出版の文芸誌みたいなヤツだったっけ？」

「それとこれとは同じようで別物じゃ！」

　いや何を言っているのかさっぱり意味不明だから。

「確かにアキハルの言っておるのが元々の意味では正しいはずじゃが……妾が言っておるのは漫まん画がのことじゃ」

「……んん？　漫画でもある、のか？」

「つまりじゃな、個人もしくは同好の士が集つどって漫まん画がを作るのじゃ。無論、小説や解説本という種の同人誌もあるのじゃが、妾わらわが作るのは漫画の方なのじゃ」

　そこまで説明されれば、この手の話に疎うとい秋あき晴はるでも理解出来た。

　つまりこの、期待と興奮に充みち満ちた目をこっちに向けている某ぼう国こく王女サマがさっきした宣言っていうのは、

「マジカルディーバの漫画を描かく、のか？」

「……そうじゃ！　いよいよ、野望の実現に向けて第一歩を踏み出す時が来たというわけなのじゃ！」

「へー……んで、漫画を描くのは分かったが、俺おれを呼んだのは何でだ？」

「うむ。この上映会で、そなたにもマジカルディーバの良さが伝わったじゃろう。まだ染み込んで無いというのであれば、一期から最新話までのＤＶＤを全巻見させるのじゃが」

　……それは、人によっては洗脳って言わないだろーか？

「なんとなく面白いっつーのは伝わったが……まさか、お前」

「うむ、察しがいいの。アキハルも一緒に同人誌を作るのじゃ」

　ごく自然の流れみたいな感じで、ピナはあっさりそんなことを言い出した。

　秋晴も途と中ちゆうからそんな展開になるんじゃないかと予測は出来ていたので、そこまで驚きはしない……けど、賛同するかどうかはまた別の話だ。

　そもそも、

「手伝うくらいなら構わないが、なんでお前と理事長の二人でやらないんだ？　こういうのって、その作品が好きな奴やつ等らがつるんでやるもんだろ？」

「ぬぅ、正論じゃな。しかしな、アキハル。世の中は正論だけで回るわけではないのじゃ」

　眉まゆを顰ひそめたピナは、そう言って腕うで組ぐみをし、

「……妾わらわは絵が下へ手たで、カエデは消費オンリーで作り手に回る気が無いのじゃ」

「いやお前、それって根本的に駄だ目めってことだろ。なんでそれで同人誌作ろうって話に行けたんだよ」

「それは情熱の炎ほのおが渦うず巻まいているからじゃ！　そもそも、己の欲求に従い『好きだから』という単純原理で同人活動は行われるものじゃ。無論、タダでは無い以上素人しろうとの作品とはいえ商品となり、市場が広がった故に経済効果へ重きを置いて活動する者達もおることにはおる……が、やはり基本はやりたいからやるという熱意よ」

「……相あい方かたにはその熱意が無いんだろ？」

　放送前のアニメを見せて悦えつに浸って帰って行ったところをみたので、本人に確認するまでもないはずだ。大体あの人、企画はしても、自分中心で引っ張っていくタイプじゃないし。

　まあそんなわけで、理事長はいつも通り積極的には関わって来ないんだろうなと秋あき晴はるが半ば決めつけていると、意外な言葉が返ってきた。

「カエデはイベント自体を手がける方に回るのじゃ。テンジョウジのスタッフならば行き届いた運営も可能であろう」

「……また深み閑かんが駆かり出される展開か」

　日頃から教えを受けている身としては、流石さすがに深閑が不ふ憫びんだ。あの人、優秀過ぎるからきっとこなせるんだろうけど、またストレス溜ため込むことになるのか。おまけにそーいうイベントでメイド服姿っていうのは、どれだけ精神的にくるんだろーか、秋晴にはちょっと想像が付かない領域だ。

「──ともかく、じゃ」

　仕切り直すように言ってイスから飛び降りたピナは、両手を腰こしに当てて大きく胸を張りつつ秋晴の方へと向き直り、

「妾は決めた。マジカルディーバの同人誌を作ると、そう決めたのじゃ。無論、初めてのことじゃから失敗の可能性も大いにあり得るが、挑戦の価値はある。むしろ情熱の炎ほのおが消えぬ内は、幾度失敗があろうと厭いとわぬ覚かく悟ごじゃ」

　その気概は大したもんだと秋晴が思った矢先、ピナの表情が僅わずかに曇る。

「先に言った通り、カエデは創作サイドには回らん。妾一人でやろうかとも思ったのじゃが……アキハルは手伝ってくれぬのか？」

「ん……」

　漫まん画がを描かくっていうのは未知のことだし、何をどう手伝えばいいのか分からないので、秋あき晴はるは即答を避けた。

　……でも、結局答えは変わりそうもなかった。

　目の前で、不安の色を隠かくそうとしているけど見事に失敗している下級生の姿すがたを見てしまうと、そう思わざるを得ない。ただでさえ年下にはキツく当たれない性格だし、あんな不安そうな、縋すがりたい気持ちを押し込めたような目をされるとなぁ。

　仕方ない、これはもう端はなから負けゲーム確定だ。覆くつがえすには生まれ直してまるで違う人生歩むくらいしないと、たぶんどうしようもない。

　自分の思考に苦笑して、それから秋晴は白旗を揚げる気持ちでピナに言った。

「オッケー、手伝うよ。大したことは出来ないけどな」

「そうかっ！　それはとても嬉うれしいのじゃ！」

　しかもこんな風に喜ばれると、もう無理も押して何とかするしかなくなるって話だよ。尻尾しつぽとかあったらわさわさと振りまくってそうな勢いだし。

「で、俺おれは何をすればいいんだ？」

「うむ。まず訊きくが、そなた絵は描ける口か？」

　それは当然の問いなので、秋晴も訊かれるだろうと予想していた。

　だから余よ裕ゆうをもって口くち端はを緩ゆるませて笑い、

「……中学一年の時のことだ。美術の授業の一環で動物園に行って、そこで制限時間内に気に入った動物の絵を描けという課題があった。そして俺はアフリカ象を描くことにした」

「ふむぅ……？」

「苦心してようやく完成した絵を見た美術教師は、こう言った──『あの、日ひ野の君？　動物園の絵でプランクトンを描くのはどうかと思うよ？』、と……」

　遠くを仰あおぎ見るような感じで、秋晴は懐なつかしい思い出に浸る。三年近く前のことだけど、建築デザイナーをやっていた父親があの絵を発見した時の、そっと見て見ぬ振りをした表情が未だに忘れられないなー。

　そして話し聞かせたピナの反応はというと、

「……………………」

　今までにないくらい、労いたわりと思いやりに満ちた目をしてくれていやがりました。……うん、それはそれでなんかむかつく。

「だから、まあ、あれだ。いくらピナの絵が下へ手ただと言っても、俺よりはマシだと思うぞ。それなりに練習はしてるんだろ？」

「う、うむ……しかし、子供のラクガキよりはまだ、というレベルじゃ」

「それでも作りたいんだろ？　なら、そこまで出来の良さに拘こだわらなくてもいいと思うんだが」

「ぬ……それはそうかもしれん。しかしどうせ作るなら少しでも良い物を作りたい、というのが正直な気持ちじゃ。無論、同好の士と共に作り上げるというのも大事なのじゃが」

　そりゃそうだ。秋あき晴はるが誘われたのも、絵がどうこうよりも『一緒にやってくれそうな気の置けない相手』っていう理由のはず。

　……まあでも、漫まん画がを描かくに当たって自分に手伝えることなんてたかが知れている以上、他ほかのアプローチで協力した方が良さそうだった。

　さてどうしたもんかと秋晴は腕うで組ぐみをして、多目的ホールの高い天てん井じようをしばし見上げ……

　──不意に、神が降りてきたかのようなアイデアが思いついた。

　そうだ、自分が役に立たないなら、役に立つ人間を連れて来ればいい。それも漫画やアニメに興味があって、創作そのものにも関心がある人物を。

　脳のう裏りに小さな先せん輩ぱいの姿を思い浮かべながら、秋晴はピナに問い掛けた。

「……なあ、メンバーはまだ増やして大丈夫か？」

「ぬ？　それは別に構わぬが……誰か良きあてがあるのか？」

「おう、一人だけな。桜おう沢さわみみなって先輩、知ってるか？　ピナと同じくらいのサイズだが、俺より歳としも学年も上の人なんだけど」

「勿もち論ろん知っておる、が……まさかアキハル、ミミナを誘って……！」

「おう、そのまさかだ」

　にやりと笑って頷うなずいてみせると、両手をグーにしたピナが、

「ミミナに──マジカルディーバのコスプレをさせるのじゃなっ！」

　興奮しまくりでえらいことを言い出した王女様に、秋晴は、

「そうだ。制作を頑がん張ばるのは勿もち論ろんだけど、そっちから攻せめるのも良い案だろ？」

　我が意を得たりと、親指を立てて返す。

　あのちっこい先輩なら、きっと魔ま法ほう少女の格好も似合うはず。前にピナが着ていたのを見たことがあるし……うん、間違いない。

「売り子は派は手でな方が良いって、なんかのテレビ番組で言ってたしな。ピナも並んで売れば完かん璧ぺきだろ」

「うむっ。妾わらわも賛成じゃ！」

「ついでにお前もやったらどうだ？　ライバルキャラがいたから、二人並んで立ったら相当目立つ！」

「うむうむ……なんだか、やれそうな感じがしてきたのじゃ！」

　浮かれ気味なピナの言葉に秋晴も全面的に同意で、大きく頷うなずいてみせる。

　ただ、問題は──すっかりメンバーに組み込む計画を立てちゃったものの、あの小さな先輩の同意はまるで得られていないということだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　翌日の日曜日、秋あき晴はるは早速勧誘に動くことにした。

　電話での連絡がつかなかったので寮にいないと判断した秋晴は、少し頭を働かせてみた。

　かなり人見知りで引きこもりっぽい節ふしのあるみみなのことだから、休みの日でも白はく麗れい陵りようから出ることはないはず。……ということは、また美術館か図書館裏にいる可能性が高い。

　自分でも割と強引な推理だなー、と思いはしたものの他ほかに当てはなかったのでとりあえず動いてみたところ、バッチリ的中だったのか運が良かったのか、丁ちよう度ど目め星ぼしにしていたポイントへ行く岐き路ろになる辺りで見つけることが出来た。

　道みち端ばたで何やらお話し中な雰ふん囲い気きの二人の女生徒のうち、頭一つ小さい方がみみなだと、すぐに分かった。

　ちょっと予定外ではあるけど、すぐに見つかって良かった。ただし会話の邪じや魔まをするのはどうかなーと思いもするので、さり気なく近付いて行く。長引きそうなら用があることを伝えて、一時撤てつ退たいするのも有りだし。

「……まあでも、その必要はない、か……？」

　近付くにつれて二人の表情が読み取れるようになって、秋晴はぽつりと呟つぶやいた。

　胸に抱いだくようにしてスケッチブックを持っているみみなは、どうも落ち着きがないような気がする。そわそわと、苦手な教師でも前にしているような感じで。

「──ですから、桜おう沢さわさん？　少し考えてみてくれませんか？」

　一方、向かい合っている相手はというと、秋晴の初めて見る顔だった。一年生なら最低でも見覚えがあるはずだから、たぶん上級生だ。

　やや傾いた陽ひ射ざしを受けているせいか、赤味がかった柔やわらかそうな髪かみを肩かたより少し長く伸ばした彼女は、ちょっと自己主張の強そうな目をしていた。ただし物もの腰ごしは柔らかで、如い何かにも上育科の生徒って感じがする。

　……これでもし同級生で、実は初対面でもなかったら対応に困るなぁ。執事って客や取引相手の顔をしっかり覚えていないと仕事にならないらしいから、また深み閑かんに説教された挙げ句に三時間くらいモンタージュ神経衰弱をやらされるかも。

　秋晴が悪夢のような過去の光景を振り払うべく頭を振っていると、動いているのが目め端はしに留まったのか、二人の視線がこちらに向いた。

　これは……邪じや魔まするつもりは無かっただけに、なんか非常に気まずい。知らない方の子なんて、友好的とは真ま逆ぎやくの目でこっちを見てるし。

　居心地の悪さはかなりのものだけど、いきなり背を向けて逃げたらそれこそ不審者だ。

「……よ、よう先せん輩ぱい。今日も相変わらずスケッチか？」

　何はともあれまずは挨あい拶さつだと、気を紛まぎらわせる為ためにも秋あき晴はるは軽く手をあげてみた。

　それだけなのに、二人の反応はかなり違う。みみなはどことなくほっとしたような顔で小さく頭を下げたのに対し、見知らぬ女の子は一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせて、警戒度を上げたらしく一歩後ろに下がる。その微び妙みように上げた右手は、あれですか？　ひょっとして攻こう撃げきされるとでも思ってますか、ちくしょうめ。

　慣れたつもりでもしっかり負ったダメージに思わず捻ひねくれた目になってしまったけど、もう彼女は自分を見ていなかったので、セーフ。

　やや取り乱したのが恥ずかしかったのか、誤ご魔ま化かすように上げた右手で髪かみを撫なでる仕種しぐさをした彼女はみみなへ向けて、

「──それでは桜おう沢さわさん、この話はまた明日あしたにでも」

「う、うん……」

「良い返事を期待してますね」

　そう言ってぺこりと頭を下げると、女生徒はそそくさと去って行ってしまう。面白いなぁ、まるで逃げるみたいだよ。怖いものなんて何もないってのに…………本当に、どうにかしないとまずいのかなー……

　二学期に入る前に考えて、やっぱり止やめることにした『黒髪に戻して安全ピンも取っちまえ計画』の再検討の必要性を秋晴が強く感じていると、

「あ、あの……その、ありがと」

　いつの間にか側そばに来ていたみみなが袖そでを引っ張りながら、何な故ぜか感謝の言葉を。

　これは一体何に対する礼なんだろうと秋晴は眉まゆを顰ひそめ、

「……あー。邪じや魔ましたかと思ったんだけど、そうでもなかったのか？」

「うー……そう、かも……」

　煮え切らない返事だけど、納得した。そりゃあ『やはー、あのオンナうざくってねー』なんて直球なこと言うような人じゃないよな。白はく麗れい陵りようの中ではかなり一般人に近い常識の持ち主なんだし。

　秋晴が思っていることが伝わったのか、みみなは慌あわてた風に左手をパタパタと振って、

「あ、やっ、違うよ?!　その、阿あ部べ井いさんが嫌きらいとかじゃなくてっ」

「いやそんな言い方するとドツボだぞ？　気持ちは分かるが」

　顔を赤くしてスケッチブックで口元を隠かくしながら「う〜……」と唸うなるみみなに、秋晴は出来るだけさり気ないよう装って、

「それで今の……阿部井さんっていうのは、先せん輩ぱいの同級生か？」

「う、うん。同じクラスの……」

　よし、やっぱり上級生だった。いくら話が出来ないというか近くで向き合うだけで逃げられるか卒そつ倒とうされるかのほぼ二に択たくなことばかりとはいえ、同級生の判別も出来ないという駄だ目めっ子この烙らく印いんは押されずに済んだ。やー、良かった良かった。

　気が楽になったところで、秋あき晴はるはさくっと本題に入ることにした。こういうのは勢いが大事だし。

「ちょっと話があって先せん輩ぱいを探してたんだ。今、大丈夫か？」

「え……キミも、みみなに……？」

　不安そうに自分を見上げてくる先輩の姿に、なんとなくピンと来るものがあった。

「つーことは、さっきの同級生も？」

「そ、そうだよ。阿あ部べ井いさんも、みみなにお願いがあるって、それで……」

　伏し目がちにそう言って、みみなは表情を曇らせた。

　それを見て、秋晴はどう切り出せばいいのか迷ってしまう。良くは分からないけど、阿部井という同級生の用件はあんまりいい話じゃなかったらしい。

　こんな時に『一緒に同人活動しないか？』なんて誘いを掛けるのはちょっと空気が読めてないような気がする。

　起き死し回かい生せいで先輩の機き嫌げんを良くするナイスな手段はないだろうかと考えた秋晴は、ポケットを探って目当ての物を取り出した。

「……先輩。とりあえず、これ」

「う？　……な、なんで、飴あめを？」

「いやほら、喜ぶかなー、って。……こう、元気溌はつ剌らつになってくれるかと」

「あっ、飴一つでそんな風にならないもんっ。もうっ、失礼だよ、キミは！」

　プリプリと怒りながら、それでもみみなは渡した飴を突き返して来ないので、一応は作戦成功と言えるのかも。沈んでいるよりは怒っている方がまだやりやすしい。やはり勝因はミルク味だったところだろーか。

　早速もごもごと飴を舐なめ始めた先輩の様子にホッとしつつ、今のうちに軽いところから切り出していこうと、秋晴は言葉を選んで話し始める。

「あーっと、あれだ。先輩は漫まん画がとかゲームとかいける方か？」

「う？　……う、うん。たぶん、人並みくらいには」

「じゃ、アニメは？　最近は深夜とかケーブルテレビとかで色々とやってるらしいが」

　本当はもっと興味をそそる訊きき方をするべきなんだろうけど、自分の知識だとこれが限界だ。昨日きのう、ピナから散々地上波ではどうとかＤＶＤでの修正がどうとか熱弁されたものの、異国の言葉でも聞いているみたいにさっぱり頭に入らなかった。話しているのが銀ぎん髪ぱつのやや赤い目をした北ほく欧おう少女だから、余計にそんな感じがしたし。

　果たしてこの先輩はあの会話が魔ま法ほうの言語ではなくちゃんと翻ほん訳やく出来るタイプの人間だろーかと考えながら秋晴が反応を待つと、

「…………………………み、見てないよ？」

　みみなは微び妙みように視線を逸そらして、もじもじと靴くつの先で地面を弄いじりだす。

　……ぶっちゃけ、物凄すごく怪しかった。

　これは、と思った秋あき晴はるは「へぇ……」とややわざとらしい声をあげて、

「そうかそうか、先せん輩ぱいはアニメを見ないのか」

「ほ、本当だよ？　みみなはもう大人おとなだから、アニメなんて見てないんだからね？」

「あーいやいや見てないならそれでいいんだ。でもそうか、アニメ関係で耳寄りな情報があったんだけど、見てないんなら言っても仕方ないなー」

　こちらの言葉にみみなはパッと顔を上げて……もごもごと口を動かしながら次第に顔を赤くしていく。

　おまけに自分の靴先とこっちの顔との間で視線を往復させて──明らかに興味津しん々しんなご様子だった。

　こうも分かり易やすすぎる反応をされてしまうと、ついついからかってしまいたくなり、秋晴は出来るだけ残念そうに装った口く調ちようで、

「興味のない人間に話しても退屈なだけだしなぁ。他ほかに誰か、好きそうなヤツを捉つかまえるとするよ」

「…………そ、そう……でも……」

「やー、残念だな。先輩なら話が通じるかとも思ったんだが、無理なら仕方ないなぁ」

「…………っ、………………ぁの……」

「ん？　どうしたよ、先輩？」

「その、ね。お話ししたいんだったら、みみなが聞いてあげるよ？」

　──よし、食いついてきた。

「いや、わざわざ先輩に聞かせる程ほどでもない話だから。気を遣つかわせて悪いな」

「ぁ、う…………でも……あのっ、みみながアニメ好きなお友達に話してあげるからっ」

「ほー……」

　あーやっぱりそうきたか、と秋晴は内心で笑みを深くしつつ、

「そうか？　それなら、まあ……」

「うんっ。ちゃんと、伝えてあげるから」

「そうかそうか。──でもやっぱりあれだな、こういうのは本人に直接教えてあげたいから、その知り合いを紹しよう介かいしてくれよ」

「………………ぁぅ……」

　綻ほころんだ顔が一転、みるみるうちに曇っていって、

「というか、先輩にそんな風に話出来る知り合いっているのか？」

「……それはっ…………、………………う〜……」

　必死に名前を出そうとしているんだろうけど、小さな口はハッキリとは動かないままだ。適当にでっち上げて言えばいいのに、この先せん輩ぱいは要領が悪いのか素直過ぎるのか。恐らくは両方当たりなんだろうな。

　さて、本音を出せずにいるみみなをからかうのはかなり楽しい行為だけど、じわじわと泣きそうな顔になってきたからもう潮しお時どきだ。

　冗じよう談だんだとアピールするべく、秋あき晴はるは小さめな小学生くらいの位置にあるみみなの頭へと手をやって、軽く髪かみを掻かき乱すように撫なでた。

「悪い悪い、冗談が過ぎた。先輩が知りたがってるならちゃんと教えるって」

「みっ、みみなは、その、別にっ……」

「いやもう興味津しん々しんだって分かってるから。別にいいだろ、アニメ見てるくらい」

「良くないよっ。来年で二は十た歳ちになる大人おとななのに、まだアニメ見てるなんて良くないのっ」

「それを言うならとっくに二十歳過ぎてる理事長だって見てるぞ？　まああの人の場合、若じやつ干かん大人げが無さ過ぎるが」

　あと、どちらかというとどう見ても十歳さい前後のみみなが来年で二十歳っていう事実の方が間違っているよーな気がするし。この先輩が来年には成人するっていうのが、知り合ってしばらく経たった今でも信じがたいなぁ。

　恥ずかしそうに頬ほおを膨ふくらませて外見年ねん齢れいが一ひと桁けたになっているみみなに、秋晴は怒りを解きほぐすように笑いかけて、それからようやくで本題に入った。

「理事長がな、アニメ番組のスポンサーをしてるってことで、テレビ放送前のＤＶＤを持ってるんだよ。マジカルディーバっていう、火曜の深夜にやってる番組なんだが……先輩は知ってるか？」

「あ……うん。眠ねむくて起きていられないから、録画して見てるよ」

「上育科の寮には──というか、個人の部屋にテレビもビデオデッキもあるのか？」

「そうだよ。ビデオじゃなくて、ＨＤＤ内蔵のＤＶＤレコーダーだけど」

　さらりとみみなは言うものの、秋晴は知らない単語だった。たぶんビデオデッキの代わりになる最新機器なんじゃないかなー、と予測はつくものの、その手の電化製品知識はかなりヤバいことになっている。大だい地ちほどじゃないけど、それでもパソコンの使い方がイマイチ分からないってレベルだから、カリキュラムが進んで授業で使うことになる日がきたらちょいとまずいことになりそうだ。

「そうか……ちなみに訊きくが、そういうのって個人的に持ち込むのか？」

「それも出来るみたいだけど、欲しい物があったらカタログに丸をして申しん請せいするの。そうしたら、試し供きよう品ひんが貰もらえるんだよ」

「…………試供品て」

　明らかにお嬢じよう様さま連中に好印象を与える目的の、大人の裏事情が見え隠かくれというか半分くらい見えちゃってる感じだ。

　まあ、上育科の生徒からしたら、タダでも金を払うでも大差ないに違いない。小こ金持ちレベルじゃ入れない学校だし。まあ、その意味でも特別なみみなにとっては、ラッキーなのかもしれない。

「あの、そんなことより、理事長先生が放映前の回のＤＶＤを持ってるの？　見せてくれるのかな……？」

「ああ、それは問題ないっつーか、自じ慢まんも出来るし渡りに船って感じだろうな」

　件くだんのアニメを知っていて、しかも感かん触しよくは悪く無さそうときた。

　もう第一関門どころか第二関門も突破している状態と、これはかなりいけそうな気がして、秋あき晴はるは死力を尽くして最大限に親しみやすい感じの笑みを浮かべ、

「実はな、そのマジカルディーバの同人誌を作りたいって言うヤツがいるんだ」

「う……？　どうじん、し？」

「ああ。中等部の、ピナっていう銀ぎん髪ぱつのちびっ子なんだが。知ってるか？」

「う、うん……知ってる、けど……」

　さっきまで結構いい具合に食いついていたみみなの表情に、若じやつ干かんの陰かげりが。

　急に第三者の名前を出したせいだろうかと秋晴が考えていると、

「その……『どうじんし』って、何？」

　そっちの専門じゃない自分には説明の厳しい質問がきた。

「あー、えーっとだな……確か、個人か、仲間数人かで、サークルを作るんだ、よ……？　それで漫まん画がを描かいたり小説を書いたりして、本を作って、それを売る……らしい」

「……マジカルディーバで漫画を描かくの？　あの、印刷とかはどうするの？」

「……さぁ、どうすんだろうな……？」

　そういえばその辺りのことは全然聞かされてなかった。

「まあ、たぶん大丈夫なんだろ。あいつあれでも一国の王女様だし、おまけにバックには理事長がいることだし。今問題なのはそーいうことより、一緒にやるメンバーが少ないってことなんだよ」

「う……それで、みみなに？」

「ああ。朋とも美みやセルニアにも声を掛けようかと思ったんだけど、あいつらそういうのには興味なさそうだから止やめたんだ。んで、先せん輩ぱいなら丁ちよう度ど当てはまりそうだと思ったから」

　言った後で、正直に話しすぎたかもと少しばかり後悔する。先に目め星ぼしをつけた相手がいました──なんて言い方されても嬉うれしくないだろうし。

　気分を悪くさせたかなぁ、と心配しながら秋晴は目の前にいる小さな先輩の様子を窺うかがい……結果、首を傾かしげたくなった。

　どうしてこの先輩はイベント場の舞台裏に迷い込んだら着ぐるみヒーローの脱ぎかけ姿すがたとご対面しちゃった子供みたいな風になっているんだろうな？

「あーっと……だから、あれだ。ピナはかなりマジでやるつもりみたいだが、とりあえずは軽い気持ちで参加なり見学なりしてみてくれたら、俺おれとしては助かる。マジカル暴力アクションの神しん髄ずいってヤツは俺にはまだ理解出来ないだろうし」

　次の連休明けまでに一期のＤＶＤを全部見ておけと言われてその為ための再生機器まで渡されてしまったので、遠からず片へん鱗りんくらいは掴つかめるんだろうけど。

　何にせよ、あの猫ねこ系王女も友達が増えるのは嬉うれしいに違いない。外見年ねん齢れいも似たようなもんだし、先せん輩ぱいは他ほかのお嬢じよう様さま連中と少し毛並みが違うから、意外と馬も合うかもしれないし。

　秋あき晴はるとしては是ぜ非ひともみみなに参加して貰もらいたいところだが、だからって無理強じいはしたくない。趣旨はちゃんと分かっているつもりだ。

「あくまでも、もし暇ひまがあってその気になったら……って話だな。ピナ曰いわく同人誌ってのは自己表現と創作意欲を満たしつつコミュニケーションを形成するもんらしいから、遊び感覚でも悪くないと思うんだ」

「う……ん…………言いたいことは、分かったよ。でも、みみな……」

「何かあるのか？　そういや、さっき同級生から何か頼まれてたっけか？」

　またも表情を沈ませるみみなに、不ぶ躾しつけとは思いつつ秋晴は訊たずねてみた。

　具体的な用件は全然分からなかったけど、みみなを暗く重く沈ませている原因かもしれないと思えば、当然気になる。こう、保護者魂だましいが揺さぶられるわけだよ。

　プレッシャーをかけるのはちょいと良心が痛むものの、自発的に話してくれるのをただ待つだけだと口を開く前に逃げられてしまいそうなので、秋晴はじっとみみなを見続ける。

　視線を受けて気まずさは鰻うなぎ登りらしく、小さな先輩は地面に靴くつ先さきでのの字を書くようにしながらちらちらとこちらを見上げ、

「う〜……その、ね。阿あ部べ井いさんのお父とうさんが、新しく絵画コンクールを作るって」

「ふむ？」

「良く分からないんだけど、凄すごいコンクールにするんだって。だからみみなにも、出来るなら出品して欲しいって……」

「なるほどなー……そういう話か」

　外見が小学生みたいだからついつい忘れがちになるけど、そういや世界レベルで注目されている画家なんだった。コンクールとか絵画展とか、そういう話が舞い込んで来てもおかしくないのか。

　でも、確か前に聞いた話だと──

「先輩が白はく麗れい陵りように来たのって、その手の誘いがうざいからじゃなかったっけか？」

「う、うざいなんて酷ひどい言い方はしてないよっ。……ただ、心配してくれた理事長先生が便べん宜ぎを図ってくれて、それで……」

「どうにしろ嫌いやだったんだよな。なのに出品するかどうか迷ってると？」

　秋あき晴はるならきっとコンマ二秒で断っている。

　けれどみみなは困ったような顔をして、

「だって、阿あ部べ井いさんは同じクラスだし……その……」

「んなこと一々気にすんなって。その感じだと、出したくないんだろ？」

「お、大人おとなには色々あるのっ。そう簡単にはいかないんだよ」

「大人って……いやまあ、そうか」

　いつもみたく『こう見えても立派なレディなんです』発言なのかと思って反射的に突っ込みそうになったものの、ふと思い直して秋晴は同意することにした。

　年ねん齢れいもそうだけど、この先せん輩ぱいは他ほかの上育科生とも一般的な高校生とも違う人生経験を積んでいる。心臓の病気で苦労して入院も長かったっていうし、そこに加え好きだった絵の才能を見出されてしまって有名人にもなって。

　自分より三年ばかり長く生きているってだけじゃなくて、普通なら見ることのない世界やしたくもない経験があるのかもしれなかった。そう考えると、みみなの言葉を頭ごなしに否定するのは無理だ。

　……しかし、この小さな人が大人の事情っていうと、なんだかピンとこないなぁ。

　とはいえみみなの言い分は多少なりとも理解出来たので、秋晴は言葉に困ってしまった。

「コンクール、なぁ……それに実際出るかどうかはともかく、悩んでいる時にアニメ見たり漫まん画が売ったりする気にはなれないか」

「あ、ぅ……で、でもっ、みみながいないと困っちゃうんじゃないの？」

「ん？　そりゃあ、まあ」

　先輩がいないとなると、ピナ一人でコスプレする羽は目めになりそうだ。となると、ちょっと浮きそうで、あの意外とチキンな部分のある王女様が耐えられるかどうか、少し不安が残るかもしれない。

　だけど、

「同人誌作りって、要はアレだ、学祭で出店やるような感覚なんじゃないか？　作ることと完成させることに意義があるんだと思うぞ。あくまで俺おれの意見だけどな」

　楓かえでならそれに同意してくれそうだ。ピナは、どうだろう。ちょっと微び妙みようかもしれない。ただ、朋とも美みなら間違いなく真まっ向こうから言い争いになるな。あいつ商業主義な面も、完かん璧ぺき主義な部分もあるから。

「だから最悪、俺とピナだけでも何とかなるっちゃなるはずだ。俺は完璧に門もん外がい漢かんだから、大したことは出来ないだろうが」

「…………あの、二人だけでやるの？　あの子と、二人だけで？」

　念を押すように訊きかれたので、秋晴は頷うなずきで返した。理事長のやる気の無さっぷりを先輩にも見せてやりたい。

　……で、どうしてこの先せん輩ぱいは、不ふ機き嫌げんそうにこっちを見上げてるんだろうな？　今の短いやり取りに機嫌を損ねる要素なんて無かっただろうに。

　言葉で機嫌を取るような真ま似ねは、当然のように出来ない。そんな便利スキルがあるなら、そもそもみみながどうしてこんなむくれた顔になってしまったのかもちゃんと分かるはずだし。切り札になりえた飴あめ玉だま賄わい賂ろは既すでにやっちまった後だ。

　さてどうしたもんかと秋あき晴はるが考えているうちに、みみなの方が先に動いた。

　持っていたスケッチブックを背中側に回して、またもじもじと靴くつ先さきで地面を弄いじりながら、

「……あのね。ちょっと、考えさせて欲しいの」

「参加を、か？　考こう慮りよしてくれるのは嬉うれしいけど……いいのか？」

「うん。ちょっと、ちょっとだけだけどね、やってみたいなーって思ったから」




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──翌日、月曜日の夜。

　現状報告の為に秋晴はピナと落ち合って、昨日きのうの出来事を掻かい摘つまんで話すことにした。ちなみに場所は因いん縁ねんのある、林に囲まれた湖だ。もう十月なので、そろそろ涼しいを通り越して肌はだ寒い。

　薄うす手でとはいえ長袖そでのパーカーを着た秋晴でもそう思うのに、ピナは中等部の夏用制服のまま元気に湖こ畔はんを行ったり来たりして、

「ぬぅ……つまり、協力者は得られなんだ、ということじゃな」

「ああ、悪い。一番前向きな答えをくれた先輩でも、さっき言った通り保留だと」

　みみなの後に何人か声をかけてみたものの、良い返事はゼロ。人望の無さを実感ですよ。

「それは構わぬ。そなたは良くやってくれておるのじゃ」

　おお、なんか上に立つ人間っぽい。初めてピナに王女様らしい威厳が──

「妾わらわならそなた以外だとトモミに声を掛けただけで打ち止めじゃ。他ほかに知ち己きなどおらぬ故ゆえ、間違いないのじゃ」

　……違う、友達のいない人間の開き直りだった。威厳とかそんな大層なものはどこにもありませんでした。

　しかしそんなことを胸を張って言うものだから、秋晴は思わず口の中で笑ってしまう。それを隠かくすように顔に手をやりながら、

「じゃ、あれだな。もし先輩が手伝えないとしても、今度話し掛けてみろよ。少なくとも一つ、共通の話題があるって分かったことだし」

「ぬぅ……そうじゃな、考えておく。それにしても、良い人物に目をつけたものじゃ」

「あ、やっぱそう思うか？」

「うむ。上級生ながらあの体たい躯く、マスコットキャラとしては完かん璧ぺきじゃ。しかもマジカルディーバの面白さが理解出来る。ミミナは文句なしの女子おなごじゃな」

　池沿いの岩に胡座あぐらを掻かいて座り、腕うで組ぐみをしたピナはしきりに頷うなずいていた。

　秋あき晴はるもそれにはほぼ同意見だったが、ちょっと気になることもある。

「そういやお前、上級生も先生も名前で呼び捨てるんだな」

「うむ、妾わらわなりの親愛の証あかしなのじゃ。前に、白はく麗れい陵りようの生徒でいる間は身分を忘れて良いという旨むねのことを言うたじゃろ？」

「あー、あったな、そういや」

　この目の前の発育不良系北ほく欧おう少女が王女様だと自己紹しよう介かいしていた時、そーいう感じのことを言っていた気がする。

　だが、そうだとすると、

「なら年長者には敬語を使うべきなんじゃないのか？　いや俺おれが言うのもかなりアレだが」

「それは出来ぬ」

　思いの外ハッキリとした拒絶の返事がきて、秋晴は眉まゆを顰ひそめてピナを見た。顔つきはいつもよりやや真ま面じ目めで──このまま大人おとなになれば美人になるんだろうなー、と何となく思ってしまう。

　今の会話とは全く関係ないけど、ふとそんなことが浮かぶくらい、ピナの表情は澄んだ貫かん禄ろくを感じさせた。なんか初めて、ちゃんとした王女様っぽく見える。

「こう言うと語ご弊へいがあるかもしれぬが、やはり妾と他ほかの者では格が違うのじゃ。トモミがいくら世界に名だたるサイキョウの家の息そく女じよであろうと、外で妾と対等の口く調ちようで会話をしているのを見られればどれだけの不評を買うか分からぬ。年ねん齢れい差さなど問題外じゃ。白麗陵の中ですら、唯一、カエデだけしか格の釣つり合う者がおらぬ」

「先せん輩ぱいでもか？　家柄はともかく、かなりの有名人なんだろ、あの人」

　前にみみなから聞いたところによると、父親は海外から家具を輸入して販売する会社のお偉いさんで母親は専業主婦という、本来なら白麗陵に入学は出来ない資産レベルと家柄なのだとか。なので、いくら前理事長が自ら編入を勧めたとはいえ、他ほかの生徒達の間で反発が出ないっていうのは、かなりその才能と実績が認められているってことになる。

　それでも、ピナは首を横に振った。

「あと数年経たてば分からぬが、今はまだ無理じゃ。芸術家は生しよう涯がいを終えてからようやく公に認められる──と言うのは大おお袈げ裟さじゃが、勲くん章しようの一つや二つ得て貰もらわねば足りぬ。妾達が積み重ねてきた国と血の歴史に個人の才能だけで並ぶというのは、やはり難しいのじゃ」

「なるほどなぁ……」

「アキハル以外は己と妾の立場の差を良く理解しておる以上、語らうとしても上うわ辺べだけの会話が精々じゃな。妾はそのような付き合いは求めておらぬが。しかも一国の王女である手前、数少ない腹を割って話せる者にも軽々に言葉を砕くだくことは憚はばかられるのが現実なのじゃ」

　……なんというか、面めん倒どう臭くさい話だった。

　それが選よりに選ってピナの口から語られるんだから、余計に現実味無く感じてしまう。

「……なら俺おれを家来にするとかどうとか言ったのはまずいんじゃないのか？」

「おお、なかなか良いところを突くの。じゃが、あれは公衆の面前で大々的に発表したのではない、謂いわばただの口約束じゃ。恐らく、本気にしておる者はおらぬ」

「ん……なら、まあ、平気か」

「うむ、平気じゃ。そなたも、仲間内でいらぬ上下関係など作りたくないであろ？」

　そう言われて、秋あき晴はるは同じ従育科の面々の顔を思い浮かべてみる。轟とどろきは全く気にしなさそうだけど……大だい地ちや三さん家けは良識派っぽいから、もしかしたらちょっと遠えん慮りよしてしまうかもしれない。そこまで親しくない女子連中となれば尚なお更さらだ。

　それにしても──ピナがそこまで考えていたなんて。正直、セルニア以上に勢いだけで突っ走るぶちかまし型の子だと思ってました。

　秋晴は心の中で一通り謝罪の言葉を並べ、それから改めてピナへと問いかける。

「それで、親愛の証あかしに名前で呼んで、効果の程ほどはどうなんだ？」

「ぬぐっ!?　…………ええと、その、あれじゃ」

「いやどれだよ？」

「じゃから……………………………………そなた等以外にまともに話せる者がおらぬ故ゆえ、わからんのじゃ」

「……………………おおっと……」

　ヤバイ、地じ雷らいを踏んだっぽい。取り繕つくろおうにも助けを呼ぼうにも、気まずくて身動き取れないもの。

　いつの間にか胡座あぐらから体育座りに変わっているピナの姿が、またこっちの罪悪感を誘いまくるし。このチビ姫ひめ、明るい時と沈んでる時の差が激しすぎる。もっとこう、感情のギアを細かく設定して欲しい。

　明らかに自分の言葉が原因なので、秋晴はどうにかしなきゃなと、しばし考え込み……

　ややあってから、ポケットに手を突っ込んで目的の物を取り出すと、それを体育座りに移行した王女様の目の前へと差し出した。

「ピナ、何も言わずにこれを受け取れ」

「……ぬ？　なんなのじゃ、これは……？」

「繊せん細さいな思春期の女子を傷つけてしまったことへの詫わびだ。ほら」

　──みみなも絶賛、子供の大好きな飴あめ玉だまだった。

「………………、…………そなたは……あれか……」

「ん、どうした？　何な故ぜ受け取らない？」

「……妾わらわが飴あめ玉だま一つで機き嫌げんを直すとでも思っておるのか─────!?」

　予想外なことに、ピナは飛び上がりかねない勢いでご立腹なされてしまった。

　この展開に、秋あき晴はるは思わず首を捻ひねって、

「…………おかしい、ミルク味なのに……」

「ミルク味だったらどうだというのじゃ?!　妾わらわが大喜びかっ!?」

「え、だってお前、辛からいのも苦にがいのも無理だろ？　前にメンソール入りのガム噛かんだら涙なみだ目めになってたし」

「そっ、そのことは疾とく忘れよ！　ええいっ、ろくでもないことばかり考えよる頭などこうしてくれるのじゃっ！」

「うわ馬鹿っ、水辺にいんのに飛び技わざ仕掛けてくるなっての！」

　──結局、ピナの機き嫌げんはそのまま不安定飛行を続けてしまい。

　息が荒れるまで騒いだ挙げ句、苔こけで足を滑すべらせつるっ転んだピナが半泣きで走り帰ってしまったので、その日の会議はそれで終了になった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　そして、翌日。

　秋晴はカフェテラスで奉仕活動をする当番だったので、放課後になるとすぐに仕事場へと向かった。午後の座学を空気椅い子すで受けるというなんですかその軍隊めいた嫌いやがらせはと言いたくなるような授業の後だったので、やや足下がふらついてはいたけれど。

　一応、濡ぬらしたタオルで汗あせを拭ふいて。インナーを替えて、服や髪かみもセットし直して、執事仕事改めウエイター仕事をするのに万全の準備を整え、秋晴はカフェテラスの担当エリアでビシッと決めて──

「…………でもやっぱり客はいないのなー……」

　意識して張っていた背中を丸め、思わずため息を吐ついてしまった。

　まあうん、よくあることだ。日常茶さ飯はん事じと言っても過言じゃない。朋とも美みやセルニアが来てくれない時は、大抵誰の相手もせずに勤務時間終了になる。気にしてくれていたのか、初めのうちは大だい地ち達や従育科女子連中が来てくれていたけど、二学期になってからは茶を飲むという真まっ当とうな用件が無い限りは来なくなった。

　薄はく情じような、と思わなくもない。でもそれは見当違いな言い掛かりだとも分かっているから、秋晴は自分の中でもやもやした気分を消化する。

「……今日は、誰も来ないかもなぁ……」

　朋美は他ほかのクラスの友人との約束があると言っていたし、セルニアは鳳フオウと買い物に出かけているし。従育科連中は、あんな授業の後にわざわざカフェで優ゆう雅がなティータイムなんて求めないだろうし。ただ紅茶を飲むだけなら寮のロビーで飲めるしなぁ。

　知り合い以外の客は絶望的なので、そうなると自動的に今日は誰も──

「………………お？」

「…………ぅ……？」

　諦あきらめの気持ちに支配されつつぼんやりとカフェテラスの前を見ていた秋あき晴はるは、たぶん偶ぐう然ぜん通りかかったんだろうみみなの姿すがたに声を上げ、向こうもそれに反応し、

「…………」

「…………」

　なんとなく、目が合ったまま互いに硬直。さてここからどうしたものかと悩んでしまう。

　カフェを囲むように植うえ垣がきがあるから良くは見えないけど、みみなが手に持っているのはいつものスケッチブックだ。きっとお気に入りの図書館裏うらに行って一人静かに絵を描かこうというつもりなんだろう。

　──それはつまり、違う視点で見れば、暇ひまってことだ。

　ついでに向こうからはこっちがどんな風に映っているかというと、これもすぐに分かる。メイドさんのいるエリアには客が数組固まっているのに、自分の所には一人もおらずガランとしているという、実に寂さびしい状況だもの。しかも目が合った時、相当に情けないオーラを醸かもし出していた自信があるし。

　みみなはちらちらと手元のスケッチブックと図書館のある方へと視線をやっていたものの、それでもこちらの惨さん状じようを見捨てては行けなかったのか、躊躇ためらいがちにカフェテラスの中に入って来た。

　そしてこちらの、閑かん散さんとしたエリアの端はし側がわの席を選んで、ちょこんと座った。

　良く知らない親しん戚せきの家に来た内気な子って感じではあるけど、だからこそみみなの気配りに秋晴は感動する。……というか、この状況を見て見ぬ振りを出来ないお人好しな上に気も弱いから、白はく麗れい陵りように来ることになったんだろうなぁ。納得だ。

　そんなことをグラスとミネラルウォーター入りの瓶びんを用意しながら考えた後、秋晴は所しよ作さに気を付けながらみみなの前にメニューと水を差し出した。

　目を合わせずに「うー……お、オレンジジュースかアイスミルク……」と注文を取る側にはやや厳しめなオーダーをされたので、少し考えてから『今日はやや気温が低いから』という理由で選択し、

「お待たせしました。オレンジジュースにしましたが、宜よろしかったでしょうか？」

「ぅ、うん…………いいけど……」

「何か問題がありましたでしょうか？」

「うー……あのね。その喋しやべり方、嫌いやかも。似合ってないし……」

　もごもごとした口く調ちようで、バッサリ切られた。

　先せん輩ぱいは申し訳なさそうな目をしているけど、責任はこっちにあるからそんなに気にしなくても……というか気にするくらいなら言わないで欲しかったのですが。

　これが似合ってないのは秋あき晴はる自身も十分に理解している──とはいえ、だ。

「……あのな、先輩。これ、一応仕事だから」

　隣となりのエリアにいる本職のメイドさんに聞こえないよう、こそっと小声で弁解っぽく話す。

　するとみみなはやや唇くちびるを尖とがらせて、
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「……だって、普段はあんなに乱暴な喋しやべり方してるのに。違和感しかないよ」

「それは、」

　先輩がそれで良いって言ったから──という言葉を飲み込んで、代わりに、

「仕事で使っている間に、普段の口調の方も礼儀正しく丁てい寧ねいになっていくものなんだよ。……たぶん」

「うー……」

　両手で持ったオレンジジュースのグラスを口元にやり、不満たっぷりな表情のままこくこくと飲む。納得なんてしません、という意思表示か、これは。この人、やっぱり小学生なんじゃないんだろーか。

　さてどうしたもんかと、秋晴は右耳の安全ピンを触さわ──ろうとしたものの、仕事中なので既すんでで我が慢まん。行く場所を無くした指を何となく擦こすり合わせていると、グラスをテーブルに置いたみみなが顔を上げて、

「……あの、ね。昨日きのうの話、なんだけど……」

「お……？」

　一いつ瞬しゆん、先せん輩ぱいが何のことを言っているのか分からなかった秋あき晴はるは眉まゆを顰ひそめ、

「…………あ、あー。漫まん画がのアレか」

「うん、それだよ。その、みみなね、あれから一晩考えたんだけど──」

　意外に早く出た答えに、秋晴は心の準備が出来ないまま聞こうとして……結果、それは見事に叶かなわなかった。

「──あら？　桜おう沢さわさん、そこにいらしたのね」

「ふぇっ……!?　ぅ、あ、阿あ部べ井いさん……」

　声のする方に視線をやれば、植うえ垣がきの向こうの、さっきみみながいた辺りに昨日も見かけた上級生が。

　口振りから察するにどうやらみみなを探していたらしく、阿部井という二年生はカフェテラスに入って来ると席には着かずみみなの横に立って、優ゆう雅がに会え釈しやく。

　それを傍そばから見ながら、秋晴は対応に困ってしまう。みみなもやや困り顔になっているけど、こっちはそれ以上だ。客がテーブルに着くつもりがない時のマニュアルなんて無いし、下へ手たに話し掛けるのも違う気がするし。

　ぼけっと立ち尽くすしかない秋晴の存在に阿部井さんとやらも気付いているようで、こっちをちらりとだけ見て、すぐにみみなに視線を戻した。やっぱりというか、道みち端ばたで座り込んでいる不良を努つとめて視界に入れないような対応だった。

「探しましたよ。選択している授業が同じならこんな手間もいらなかったのですけど……今いま更さらそのようなことを言っても仕方ありませんわね。こうして無事に見つけられたことに感謝しなければ」

「ぅ……あの、やっぱり……？」

「ええ、コンクールの件です。少しは考えて頂けました？」

　そう訊たずねる阿部井先輩の顔には断られるなんて微み塵じんも考えていない純度の高い微笑が浮かんでいて、それを向けられているみみなは気まずそうに視線をテーブルに落としていた。

　これはかなりやり難にくい。あの反応からすると受けるつもりはなさそうだけど、かといってあんな風に微笑ほほえんでいる相手に拒絶の意思を伝えるのは、ハムスター並みに心臓の小さい先輩には辛つらかろうて。

　仕事中なので見ていることしか出来ない秋晴が見つめる中、みみなは僅わずかに睫まつ毛げを震ふるわせつつ顔を上げて、返答を心待ちにしていますと言わんばかりの表情の阿部井さんへ向けて、

「……あの、ね。コンクールは、出したくないの」

　かなり小さな声ではあったけれど、ちゃんと言った。

　もっと婉えん曲きよくな断り方をするかと思っていた秋晴にとって、これは意外な展開だ。上う手まい言い訳が見つからなかっただけかもしれないけど、そうだとしても立派だ。あんな、申し訳なさそうに小さくなっている姿すがたを見れば、余計にそう思う。

　……ただし断られた方はというと、大きく開いた目を何度かパチクリとさせてから、ゆっくりと首を傾かしげた。なんというか、初めてどぎつく訛なまった方言を聞いた外国の人みたいな感じのリアクションだよ。

「……ごめんなさい。私、良く聞こえなくて……ええ、聞き間違えですよね？　コンクールへの出品を、断るだなんて」

「う…………ま、間違って、ない……」

「…………本当に、出さないんですか？」

「………………うん」

　再確認も無事に終了。でも流れる空気は『良かった良かった』と拍手するような種類じゃなくて、むしろ心地良く飛んでいる蝶ちようも落ちてしまいそうなくらいに重い。

　第三者の秋晴でも『あっ、急用を思い出した！』とか言ってこの場から遠ざかりたくなる、この気まずさ。

　二人共しばし固まっていたものの、先に動いたのは文字通り我が耳を疑っていた阿あ部べ井い先せん輩ぱいだった。

「──どうしてです？　桜おう沢さわさんにとっても、悪くない話のはずですよっ!?」

「っ…………でも、その、みみな……しばらくはどこにも出さないって、決めてたから……」

「そのしばらくというのはどれくらいの期間です？　桜沢さんが白はく麗れい陵りように編入してから──いいえ、それよりも前から個展は開かずコンクールにも出さず、沈黙が続いているじゃないですか。絵は、勿もち論ろん続けているのでしょう?!」

「それは、うん、続けてるけど……」

「ならば未発表作品がいくらでもあるのでは？　その中から一つ、ご自身で出来の良いと思われた物を出して頂ければいいというだけの話なのに……どうしてですかっ？」

「……………………その……」

　興奮気味に捲まくし立てられて、みみなは頬ほおを赤くしたまま俯うつむいてしまった。

　──仕方ない。この期ごに及んで、立場がどうとか奉ほう仕し活動中だからとか言ってられない。

　深み閑かんには後でキッチリ怒られようと腹を括くくって、秋あき晴はるは一歩進み出た。

　それだけで二人の視線はこちらへ向いてくれたので、存在をアピールするように右手を挙げてから、

「あー、話し込んでいるところ悪い」

「……な、なんです？　従育科の人には、関係ないでしょうっ」

　あからさまに警戒しまくりな対応をしてくれる阿部井さんに、秋晴は内心で『そうだよなー』と思ってしまう。確かに、これは二人の問題だし。

　でも、まあ、一度突っ込んだ首を引っ込める気は全くないので、

「や、関係無くもない。その小さい先せん輩ぱい、今度俺おれを含めて何人かと一緒に漫まん画が作ることになったから。悪いが、そっちは諦あきらめてくれ」

「ふぇっ……!?」

「なんですって……?!」

　勢いのまま、勝手に宣言。

　二人が固まっている間に行けるところまでいっちまおうと、秋あき晴はるは脳内でそれっぽい設定を組み立てながら捲まくし立てた。

「だから、あれだ。気が向くまでコンクールとかには出さずに、こう……自分の可能性を広げてみる、みたいなことらしいぞ？」

「そんなっ……漫画、漫画だなんて！　お父とう様さまのコンクールは二十八カ国で応募を募つのっていて、美術界の重じゆう鎮ちんにも挙げられる方々が審査をする、とても権威のあるものになると今でも十分に話題になっていて……出品をすれば、間違いなく桜おう沢さわさんの為ためになりますのに……」

　小刻みに肩かたが震ふるえているのは、怒っているのか、それとも名状し難い感情が溢あふれそうになっているのか。まあどちらにしても、好意的な解釈は出来そうにないな、これは。

　ただし、秋晴だってこの阿あ部べ井いという先輩の言葉に良い感情を持てないから、ある意味お互い様だ。

「先輩の為になるかどうかは本人が決めればいいことだろ。まだ学生なんだし、やりたいことをやらせてやれって」

　……まあ、同人誌制作に協力してくれるって言質げんちはまだ取ってないけども。しかもやらせることはコスプレって。いや漫画制作の方も少しは手伝って貰もらうつもりだけども。

　余計なお節せつ介かいだとは思うが、秋晴としてもここまで首を突っ込んでおいてさくっと退ひく訳にもいかない。……やー、我ながら勝手だなぁ。

　自分の行動に少し呆あきれていると、阿部井先輩が鋭い視線をこちらへと向けてきた。

「あなたには……従育科の生徒なんかには分からないのかもしれないけど、これは遊びの誘いとは訳が違うんですよっ!?　桜沢さんの栄はえある将来に関わる──」

「いやだから、それを他人が無理に介かい入にゆうしないでも」

「口出しもしたくなります！　桜沢さんが、選よりに選って漫画などに現うつつを抜かして、折せつ角かくの才能をふいにするのを黙って見ているだなんて──！」

　展開について来れてないっぽいみみなを他よ所そに、阿部井さんは首筋がほんのり赤く染まるくらいヒートアップ。

　それにつられて自分の声も大きくなってしまっているのを秋晴も自覚しているものの、理性では落ち着けと呼びかけていても昂たかぶってしまった感情が制せい御ぎよしきれない。

　さらに問題なのは──落としどころが掴つかめないってことだ。

「……もうっ、これだから従育科は！　あなたでは話になりませんわっ」

　唾つばを飛ばしかねない勢いで苛いら立だたしげに吐はかれた言葉に、秋あき晴はるは殆ほとんど反射的に言葉を返そうとして、




「──ならば妾わらわが代わろう！」




　突然の展開に、言葉ごと息を呑のみ込むことになった。

　全く予期していなかった声が響ひびいたけど、秋晴がそれに驚いている暇ひまはない。

　なんせ一いち陣じんの風のように颯さつ爽そうと現れた人影が、すぐ間近の空いたテーブルに飛び乗るという目が丸くなるようなことが起きたので。

　秋晴だけでなく、みみなも、阿あ部べ井い先せん輩ぱいも、カフェにいる全員の視線がテーブルの上で腰こしに手を当てて堂々と胸を張る少女へと集まっている。

　そんな中で、中等部の制服を着た彼女は溌はつ剌らつとした笑みを満面に浮かべて、

「従育科の生徒では不足とあらば、このピナ＝スフォルムクラン＝エストーが見事アキハルの代わりを務めるのじゃ！」

　高らかに声を上げ、『ビシィ』って音が聞こえそうな感じで阿部井さんを指差した。

　指された方はあからさまに動揺の表情を浮かべて、

「ど、どうして、ここでエストーさんが……?!」

「ふふん、決まっておろう。アキハルが言うておった同人誌作りを主導しているのは、何を隠かくそうこの妾じゃ！　然らば、手足となって動いているアキハルが対処しきれぬ事態になった時、妾が矢や面おもてに立つのは道理のはずじゃ！」

　その言葉に、阿部井先輩は両手を口元に寄せて驚く。

　ナイスなリアクションを見たピナは、もう勝ったかのような笑みを浮かべて、満足げに目を閉じた。

　とはいえ、ようやくショックから抜けた秋晴が近付いて行くと、足音と気配で察したのかすぐに目を開けてこちらを向き、

「おおっ、アキハル！　ほれほれ、存分に妾を褒ほめて良いのじゃぞ!?」

「誰が褒めるかっ！　いいからさっさとそこから降りろ、仮にも王女がそんなはしたないことしてんじゃねぇっ」

「ぬぅっ、ピンチの場面に颯さつ爽そうと登場したにも拘かかわらず罵ば詈り雑ぞう言ごんじゃと?!」

「……揉もめてた会話内容を一部でも知ってたってことは、お前どっかで聞き耳立てて出待ちしてたろ。変態ナルシストの大だい吉きちじゃあるまいし、恥ずかしい真ま似ねはよせっての」

「ぬ、ぐっ…………し、しかしじゃな、こうして靴くつは脱ぬいでおるぞ？」

「だからってテーブルに乗っていいわけあるかっ！　……ほら、靴取ってきてやったから、さっさと降りて靴くつを履はけ、靴を」

　怒るだけじゃアレなので秋あき晴はるはテーブルのすぐ近くに脱ぎ捨てられていた靴を拾い、揃そろえて地面に置いてやる。

　それでようやく、ピナは渋しぶ々しぶといった感じでテーブルから降りて、きちんと踵かかとを踏まずに靴を履き、

「…………ぬぅぅ……高さの理を活いかすプランニングが……」

「んなもんどうでもいいから。ふつーにやれ、ふつーに」

　呆あきれに呆れて、大きく息を吐はき……そうしながら、秋晴は内心でピナの行動に感謝した。いやテーブルに飛び乗るなんてのは問題外として。

　いつからいたのかは知らないけど、この王女様のことだから、阿あ部べ井い先せん輩ぱいと同じでみみなのことを探して歩き回っていたに違いない。偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎなタイミングだし、じっとしていられそうもない性格だから。

　そしてしばらくは見けんに徹てつしていたものの、状況が状況なので出てきてくれた、と。

　おかげでこっちも、少し頭が冷えた。それだけでも感謝なのに、どうやらピナはそれだけで終わらせる気は無さそうだった。

　サイズに似合った小さな歩幅で阿部井先輩の前へと移動したピナは、自分より幾分高い位置にある相手の顔を真まっ直すぐに見つめ、

「少し手間取ったが──前言通り、妾わらわが相手取ろう。それならば何の不足もないじゃろう？」

「そ、それは勿もち論ろん、王女であるエストーさんならば…………ですけれど……」

「言うたはずじゃが、ミミナを加えようとしておる同人サークルのリーダーは妾じゃ。そなたが馬鹿にした、漫まん画がを描かこうと言い出したのも妾じゃ。然るに、言いたいことがあるのであれば妾に言うが道理ぞ」

　いつもと同じ口く調ちようで、普段はこれっぽっちも見せない威厳を見せるピナは、なんだかとても新鮮だ。あれが理事長と徹夜でゲームして深み閑かんに怒られて半泣きになっていたのと同一人物っていうんだから、人生って不思議だよ。世界は謎なぞに満ちています。

　まあでも、一応は身内というか、半ば保護者みたいなことをやらされる身の秋晴にしてみれば大したプレッシャーじゃない。

　しかしピナと向かい合う阿部井さんは、敵てき対サイドからの意見を口にしていた上に、変な類たぐいに属さないそこそこ真まっ当とうな上育科生みたいなので、王女サマと対立するというかなりの崖がけっぷち状態に追いつめられた表情になっていた。

　やや迷ったように視線を彷徨さまよわせた阿部井先輩は、ギュッと胸の前で右手を握にぎり込んで、

「……お言葉ですが、いくら王女様とはいえ、エストーさんの道楽に桜おう沢さわさんを付き合わせるだなんて間違ってます」

「ほう……？」

「観みる人を意識して絵を描かくことも、コンクールに出すことも、全部桜おう沢さわさんの為になることですよっ。それは勿もち論ろん、父の主催するコンクールにというのは私情だと思われてしまうでしょうけど、それでも──！」

　上級生の意地か、逃げることではなくて対立姿勢を保つことを選んだようだった。敵てきの立場ながら見事だと感心する。

　でも、ここはもうピナのステージだ。

　秋あき晴はるが見守る前で、ピナは年上相手に堂々とした振る舞いを崩くずさない。別に格下を見るような蔑さげすんだ目をしているとかじゃなくて、どんな剣筋が飛んできても全すべて打ち払ってやると言わんばかりに、真まっ直すぐに相手を見み据すえていた。

「それでは訊きくが──そなた、漫まん画がを描いてもミミナの為にはならぬと言うか？」

「当然です！　あんな、子供が描くような絵を描いて、どこの美術館に飾られるということもなくて……そんなことをする暇ひまがあるなら、権威あるコンクールに出した方が、よっぽど桜沢さんの為に……」

　目の前相手だけじゃなくみみなにも言い聞かせるような喋しやべりに、対するピナは小さく口くち端はを吊つり上げて、

「論外じゃな」

　たった一言で、切り捨てた。

　阿あ部べ井い先せん輩ぱいは唖あ然ぜんとし、見ればみみなも驚いたような顔になっている。きっと、聞き耳を立てていた他ほかの生徒達もだ。

　ただ、秋晴は表情を変えていない。お前ちょっとズバっとやりすぎじゃないか、と思いはしたけれど、それだけだ。

「風景画しか描いていなかった者が抽ちゆう象しよう画がを、水すい墨ぼく画しか描かなかった者が油ゆ彩さい画を描いてみるのと同じじゃ。漫画を描くことによってまた違う技巧を知り、己の幅を広げることになるのはほぼ間違いないというに、それを表面だけをなぞり否定するなど、言ごん語ご道断じゃ！」

「…………っ……」

「大体、コンクールじゃと？　既すでにミミナの名は世界に知れておる。妾わらわの国にすら轟とどろいておったというに、今いま更さらコンクールになど出してどうするのじゃ」

「そっ、それはそうかも知れませんけど、今まで以上に──」

「無む駄だじゃ。第一、『権威ある』とされるコンクールは、歴史という重みがあってこそじゃぞ？　広く募つのり、審査員に有名処どころを揃そろえた程度で、権威など生まれはせぬ。十年、二十年、或いは百年という歴史の中で、当時は無名だった者が名を馳はせる切っ掛けになって、初めて形だけでない価値が生まれるのじゃ。今更ミミナに出品させるなど、コンクールの箔はく付づけにする気としか思えんぞ。尻しり馬うまに乗っかろうとしているようにしか見えんのじゃ」

　おお、辛から口くちの意見が。この辺りは流石さすが王女、難しい言葉を交えながらすらすら話すなぁ。日本人の自分よりよっぽど語ご彙いが豊富だし。

　同じく日本人な阿あ部べ井い先せん輩ぱいはどうしているのだろうかと思い、秋あき晴はるが視線を走らせると……そこには、可か哀わい想そうなくらい血の気の失うせた顔があった。

　それでも諦あきらめてはいないのか、やや潤うるんだ瞳ひとみを鋭く尖とがらせて、

「し、尻しり馬うまに乗ろうとしているのはエストーさんの方でしょうっ！」

「……ぬぅ？　どういうことじゃ？」

「確か、同人というのは本を作るだけじゃなくて、売るんでしょう!?　桜おう沢さわさんが描かいた漫まん画がだなんて、コレクターからすればどれだけの価値が──」

「ああ、そのことか。それなら見当違いじゃ」

　最後まで言わさず、目の前で飛ぶ虫を払うような仕種しぐさをしたピナは、

「ミミナの名は出さぬ。そもそも、漫画を描いて貰もらうかどうかさえ未定じゃ」

「…………な、ん……？」

「……え、え？　それじゃ、みみな、何をするの……？」

　目をパチクリさせる二年生ペアに対し、ピナの表情に変化は無い。

　自然体で偉そうな態度を崩くずさないまま、小さな王女は平然と続けた。

「言うた通り、主導は妾わらわじゃ。ミミナも描きたいと言うのであらば、それは勿もち論ろん好きなだけ描かせよう。しかし今のところ、こちらの要望はミミナに仲間となって貰もらうこと、一緒に同じ時間を共有し楽しむということだけじゃ」

「……それじゃ、何の為ために桜沢さんが……」

「同志だからじゃ。同じアニメが好きで、創作側へ回りたいというその意思さえあれば、別にミミナが絵など描けんでも構わぬ。一番大事な、志があれば十分なのじゃ！」

　ハッキリと言い切られたその言葉に、カフェテラスは見事に静まりかえった。

　まるで舞台でも見ている気にさせられるピナの振る舞いに、秋晴は少し感動した。やっぱり、やる時はやれるんだなぁ。どっかの理事長みたく、やる時は余計なことしかやらないタイプじゃなくて一安心だ。

　阿部井先輩も、これはショックだろう。ピナが求めていたのが絵の才能でもネームバリューでもなく、単なる仲間だっていうんだから。

　勿論、秋晴はちっとも驚かない……というか、自分も同じように思っていたので、今いま更さらって感じもする。そりゃあ上う手まく描ける人材がいるに越したことはないけど、もっと大事なのはやりたいと思ってやってくれる仲間だし。自分がそこまでアニメや漫画に思い入れがないから、尚なお更さらだ。

　みみなにも昨日きのう、それっぽいことを伝えたはずだけど、それでも驚いているようだった。心なしか頬ほおが薄うつすらと赤く染まって、口をもごもごさせながら「い、一緒に……」と呟つぶやいていらっしゃる。

　まあ何にせよ、ここまで言われれば阿あ部べ井い先せん輩ぱいも口出しは控えてくれるだろうしと、秋あき晴はるは場を納める為ための上う手まい文句を考え──

「ふふん、妾わらわ達に疚やましい考えなど微み塵じんもないが、非難しておったそなたの方はどうなのじゃ？　大おお方かた、上手くミミナを引きずり出して己おのが得をしようという算段だったのじゃろうが、そうはいか──むぐぅっ!?　ん、う、んむぅ〜?!」

　調子に乗りだしたピナの口を秋晴は慌あわてて手で塞ふさいだが……ちょいとばかり遅すぎたよーな感じもした。くそぅ、このロリ系オタク王女め。あっさり図に乗って、この辺りは見た目通りのお子様感覚でいやがった。

「んっ、む、ぐむむむぅ〜〜っっ」

「だぁっ、噛かむな噛むなっ！　分かった、手を離すから暴れんなっ」

「っぷはぁ……全く、何をするのじゃ！　妾は悪さなどしておらぬぞ！」

　抗議の声は、ある意味ご尤もつとも。確かに間違ったことを言ってはいない……けど、空気を読め。折せつ角かく綺き麗れいにまとまりそうだった話をこじらせてどうするんだ。

　あんな言われ方をしたら、阿部井さんも大人おとなしく引っ込まないに違いない。

　残念すぎる展開に、秋晴はこの後の感情的なやり取りを予想して先取りでため息を吐つきたくなりながら、そっと阿部井先輩の表情を窺うかがい……

「………………………………え？」

　つい、そんな間抜けな声が出た。

　だって、こんなの不意打ちだ。絶対に怒りで顔をトマトみたいにしていると思っていたのに……

「…………ぅっく…………酷ひどい……です……」

　なんでこの先輩、目に涙なみだを溜ためてますか？　しかも唇くちびるが僅わずかに震ふるえているのは、どういうことで？

　こちらが呆気あつけに取られている間にも、阿部井先輩のやや切れ長な自己主張の強かった目からぽたぽたと涙が溢あふれてしまって、

「……ひっく…………わ……私だって、桜おう沢さわさんのことを、考えて…………それは、お父とう様さまのお役に、立ちたいとも……思いました、けどっ…………ぅぅ……」

　ついに見間違えもようもなく、泣きべそをかいてしまいました。

　……ええと、これは、あれか？　利己的にみみなを利用しようとしていたんじゃなくて、あれはあれで先輩の才能と将来を慮おもんぱかっての行動だったってことか？　しかも健気けなげな性格が災わざわいしたってだけで、悪気はちっともなかった、と？

　──そこまで状況を把は握あくした秋晴は、すぐ側そばにいるピナの顔を見た。

　向こうも似たようなタイミングでこっちを見て、さっきまでの得意満面の笑みを見事なまでに不安で塗り替えて、ぽつりと一言。

「…………まるで妾わらわが、悪役のようじゃが……？」

　いやどう見てもそうだろ、という突っ込みを入れようとして──秋あき晴はるは己の置かれている状況に気が付いた。

　何な故ぜだろーか、カフェテラスにいるその他た大勢の皆さんの冷たい視線が、ピナだけでなく自分にも注がれまくっていた。

　……まずい、単独犯とそれを止められなかったウエイターという構図のはずなのに、共犯者を見る目だ、あれは。……いやむしろ主犯格だと思われている可能性も、無きにしもあらずっぽい。

　ここは一つ、『こんな顔をしてますが、実は紳しん士しなんです』というところをアピールしておかないと！　何故か定期的に悪い噂うわさが流れやがるから、それを払ふつ拭しよくする為ためにも！

　若じやつ干かん私情が入りつつも、秋晴はお通つ夜や寸前な雰ふん囲い気きの中で阿あ部べ井いさんの側そばへと近付き、誠意溢あふれる言葉をかけることにした。

「先せん輩ぱい、済まなかった。ピナも悪気は無かったんだ。俺おれからも謝らせて貰もらう」

「ぅっく……なぐ、慰なぐさめの言葉なんて、要いりませんっ！　そ、そうやって、傷ついた私の心につけ込んで……いいように弄もてあそぶつもりなんでしょう……！」

　……とてもとても酷ひどいことを言われた。

　あっれー？　良かれと思っての行動だったのに、えらい極悪人みたいな扱いにされるってどういうことかなー、これ？　しかもべそかいたままこっちを睨にらむ阿部井さんだけじゃなくて、周りの女生徒の目まで汚けがらわしいモノをみるような感じに感染しだしたよ？　これはどこに訴え出ればいいんだろうね？

　相も変わらず散々な結果になってしまい、もうため息を吐つくしか──!?

「……ぅわヤバっ、この感じは……！」

　不意に感じた猛もう烈れつな寒気に秋晴が反射的に振り向けば……予想通り、最もこの場に現れて欲しくない人影が遠くに見えた。

　校舎のある方から慌あわてず走らずされど異様な速度で迫る、藍あい色いろのメイド服。従育科で──というか、白はく麗れい陵りようで一番敵てきに回したらまずい人物、深み閑かんが急接近していた。

　あの人が来てくれれば場の収拾はつく……けど、その代だい償しようはあまりに大きい。特にこの場に従育科生の自分がいて、しかも加害者っぽい側についていたと知られれば、どんなお仕置きが待っているのか……！

「これはまず──おぁっ?!」

　悲ひ惨さんな想像に冷や汗あせを流していたところに、背中に何かが乗っかって来る衝しよう撃げきが。

　軽かったので倒れることは無かったものの、たたらを踏むようにして秋晴が堪こらえていると、背中の何かが喋しやべった。

「まずいのじゃ！　ミカンが来る前に撤てつ退たいせい！」

「な、お、ピナかっ？　お前、なん──」

「今は疾とく逃げよ！　妾わらわはミカンの説教がちょっとだけ苦手なのじゃ！　でもほんのちょっとだけじゃぞ!?」

　耳元で喚わめかれ、おまけにぐいぐい髪かみを引っ張られて……これはもう仕方ないと、秋あき晴はるは覚かく悟ごを決めた。

　素早くその場から移動して、左腕うででみみなの腰こし辺あたりをホールドし──

　脱だつ兎との如く、逃亡した。

「にゃっ、こっ、アキハルっ、速いっ！　速すぎるのじゃっ！」

「どーしてみみなまで───!?」

　二人の声が耳に届いても完全無視。後で自分は深み閑かんの元に出頭するにしても、この二人もまとめて説教を食らうような可能性は極力減らしてやらないと。

　とはいえ──

「だああっ、くそ！　これで反省文＆説教三時間は確定だよなぁっ?!」

　後々に控える深閑推すい薦せんの地じ獄ごく巡りまでは無視出来なくて、そんな情けない声をあげながら、少しでも人ひと気けのない方へと走りまくることになった。
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　美術館の裏手まできたところで前後左右を確認し、他ほかに生徒がいないことを確かめた秋晴はようやくで足を止めた。

　肩かたで息をする程ほど疲れてはいないけど、精神的にはこの場に膝ひざを着きたいくらいなぐったり感があって、思わずため息が出る。

「……うぬぅ、酷ひどい目に遭あったのじゃ」

「それはこっちのセリフだっての。少しは反省しろ」

　言って、秋晴は軽くピナの頭を小突いた。ポカッて感じのごく軽い一いち撃げきに、それでもピナは両手で叩たたかれた部分を押さえ、

「わっ、妾もあんなことになるとはっ……」

「それは俺おれもそうだけど、余計な一言でこんなことを引き起こしたって事実には変わりないだろ。今度から気を付けような」

「ぬぅ……」

　それ以上文句は無い辺り、ピナもちゃんと反省しているらしかった。

　となると、後の問題は──

「先せん輩ぱいも、悪いな。巻き込んじまって」

　どさくさの中で攫さらったみみなに謝罪をすると、運ばれていた時に乱れたらしい衣服を気にしていた小さな先輩は、慌あわてた風に顔を上げた。

「う、うん……でも、あれはみみなが……」

「余計な手出しだったかもしれないからなー……いやまさか、あの阿あ部べ井いって先輩が、あんなにピュアな人だったとは……」

　最後の最後で酷ひどい発言があったけど、あれは心しん神しん喪そう失しつ状態だったと思おう、うん。それが相手の為ためでも自分の為でもあるし。

「妾わらわも驚いたのじゃ。もっと人を見る目を磨みがくよう、精しよう進じんせねばならぬ」

「それでもっ、二人共みみなの為に頑がん張ばってくれたんだから…………ええと……その、気にしてないから」

　腹の前で組んだ指をもじもじさせながら、そんなことを言う。本当はもっと上う手まい具合に礼を言いたいんだろうけど、先輩にはこれが限界らしかった。

　それがまたみみならしいから、秋晴としては笑顔で返すしかない。

「感謝される程ほどでもないって。……いや、むしろ怒られるべきか？」

「えっ、えっ？　な、なんで？」

「いや、勝手に漫まん画がを作る仲間に組み込んじまったから。ちゃんと返事も聞いてなかったのに、あんな言い方をして」

　勿もち論ろん、あの場を切り抜けられたら一度白紙に戻して、改めてみみなの意思を確認しようとは思っていた。でもあそこまで話がこんがらがってしまうと、『やっぱり漫画は肌はだに合わないから止やめました☆』なんて軽く言うのも難しい気がする。リスみたいに心臓の小さな先輩なら尚なお更さらだ。

　今回の件で秋あき晴はるが一番しまったなー、と思うのは、阿部井先輩のことよりも、そっちの方だった。勢い余って、事態をややこしいものにしてしまって。

　だから本当に済まないと頭を下げようと……した、ものの。

　こちらを見ているみみなのきょとんとした間の抜けた表情に、実行するのを忘れてしまった。

　どうしてこんな、『犬って分類上はネコ目もくなんだぜ？』と初めて聞かされた子みたいな反応をしているんだろーかと思っていると、次第に細い眉まゆが顰ひそめられていって、

「…………もしかして、キミ……みみなが一緒にやるって決めたこと、察してくれてなかったの……？」

「………………………………なぬ？」

「………………………………ぬぅ？」

　──びっくり発言がきましたー。

「お、え？　マジか？　悪くない感かん触しよくだったとは思っていたけど、本当に？」

「そうだよっ！　だから、みみな、嬉うれしかったのに…………もー！」

「やっ、ちょっ、タンマタンマっ！　落ち着け先せん輩ぱいっ」

　頬ほおを膨ふくらませてスケッチブックでバンバン叩たたいてくるみみなを宥なだめながら、秋あき晴はるは言われた意味を噛かみ締めて……そのままその場に座り込んだ。

「ど、どうしたの？　お腹なか、痛くなったの？」

「むっ、それは一大事じゃな。どれアキハル、妾わらわが撫なでてやるからちと見せてみるのじゃ」

「違うっ！　そうじゃなくて、安心したんだよ」

　言いながら、わしわしと後頭部を掻かいた。

　……あー、うん、本当に良かった。結果オーライだけど、みみなの意に沿わないことをしたんじゃないかって心配したから、心の底からホッとした。

　出過ぎた真ま似ねをしたことに変わりはないし、阿あ部べ井い先輩には悪いことをしてしまったし、反省することはいくらでもあるとはいえ……うん、良かった。

　もやもやの詰まっていた胸が空すくような感覚に、秋晴はしばし浸り──そしてすっくと立ち上がる。

　一番の問題は解決した。なら今は後ろを見るより、これからについて考えるべきだと、ピナとみみなを交互に見て、

「それじゃ、先輩も一緒にやってくれるんだな。ピナも、歓迎なんだろ？」

「うむ！　当然じゃ、同じ志の者同士、拒こばむ理由など一つとしてないのじゃ。細かいことは後々に決めるとして──これからよろしく頼むぞ、ミミナ」

「ええっと……うん、はい。よろしくだよ、エストーさん」

「ピナで良いのじゃ」

　そう言って、ピナは元気良く右手を差し出した。

　その意味を悟さとったのか、みみなはおずおずと自分も右手を出して──握あく手しゆする。

　ちょっと照れ臭くさそうな笑みを浮かべている、みみな。

　嬉うれしさを押さえきれないといった風な笑顔の、ピナ。

　そんな二人の姿すがたを見て、秋晴も自然と頬が緩ゆるんだ。

　色々あったし、これから深み閑かんに色々されるんだろうけど、まあ何はともあれ良かった。

「ではっ、早速活動開始の狼煙のろしを上げるのじゃ！」

　張り切って宣言するピナの言葉に、秋晴は「ああ」と、みみなは遠えん慮りよ気味に頷うなずいて同意する。

　そして──
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「ちょっと……こ、これ、どういうことなのっ!?」

　──どうしたことか、みみなの口から悲鳴ちっくな抗議の声が。

「なっ、なんで、これっ……どうしてみみな、こんな格好……！」

「いやこんな格好って今いま更さら言われてもだな……」

「うむうむ、予想通り良く似合っているのじゃ。多少の調整はいるやもしれぬが、やはりミミナにはマジカルカエデのコスプレがピッタリじゃな！」

「う、嬉うれしくないよっ！」

　みみなは涙なみだ目めで否定するけど、ピナの言う通り滅茶苦茶似合っていた。

　だから秋あき晴はるも頷うなずいて、

「つーか先せん輩ぱい、着替えるって言った時、何も疑問に思わなかったのか？」

「漫まん画がを描かくのに汚れてもいい服に着替えるんだと思ったの！　途と中ちゆうでちょっとだけおかしいなって感じはしたけど、鏡を見るまでこんなことになってるとは気付かなかったんだもんっ」

「いやそれ遅すぎだから」

　ぶかっとした帽ぼう子しに白とピンクを基調とした甘あまロリ系のドレスという衣い装しようを前にして、どうして着替えの意味について考え直さなかったのか。隣となりで腕うで組ぐみをしているピナも、以前着ていたマジカルディーバの衣装に着替えてるんだから、気付かない方が不思議だろうに。

　顔を真まっ赤かにしたみみなは、ぶんぶんと手に持ったでっかいピコピコハンマーを振り回して、

「こ、こ、この格好と同人誌を作るのと、なんの関係があるのっ?!」

「え？　それ着て、イベントで売り子するんだろ？」

「うむ。妾わらわも一緒じゃ、安心せい！」

「何も安心なんて出来ないよ！　み、みみな、みみなは漫画を描こうと思って……！」

「うむうむ、そちらでも頑がん張ばるのじゃ！」

「そちらでもじゃなくて、漫画だけがいいのっ！　こんな格好で人前に出るなんて、そんなの、そんなの無理だよっ」

「大丈夫だって、先輩。かなり似合ってるから」

「うっ……嬉うれしくない、嬉しくなんてないからっ。絶対嫌いやなんだからっ」

「知っておるぞ。日本の諺ことわざで、『嫌よ嫌よも好きの内』というヤツじゃな！」

「だから違うの──────っ！」




　それから三十分近く、みみなの抗議と秋晴とピナによる懐かい柔じゆうと説得は続いて。

　どちらが折れることになったのかは、打ち拉ひしがれて膝ひざを抱かかえるみみなの姿すがたを見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　この後、制作に移ってからも色々な困難とトラブルがあったものの──まあ、それはまた別の話ということで。

　とりあえず、様々な犠ぎ牲せいは出たものの、一応は丸く収まった…………たぶん。
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　東京郊外にある私立白はく麗れい陵りよう学院には、上育科生用の寮が三つある。

　──とある日の、夜よ更ふけ。いずれ劣らぬ豪ごう奢しやな造りの寮の一つ、ペルシャ風の宮殿を移築した建物の最上階にある一室で、話し込む二つの影があった。

「──以上が、今週旦だん那な様さまの身の回りに起きた事柄です」

　そのうちの一つ、窓辺に立つ影は数分に渡る報告を終え、黙って主人の顔を見つめた。

　それを受けて、ゆらゆらと揺らめく蝋ろう燭そくの灯あかりにぼんやりと照らされたもう一つの影は静かに頷うなずき、シルクのヴェールが幾いく重えにも張られた大きな天てん蓋がい付きのベッドに腰こし掛かけたまま、相手の顔を見やる。

　ただそれだけで、何の言葉も交わしていないのにも拘かかわらず、窓辺に立っていた影は深々と頭を下げた。

「お褒ほめの言葉有り難がとうございますお嬢じよう様。ですが問題は、やはり旦那様……あのエロボケ旦那様は偶ぐう然ぜんの事故とはいえ、女性と接触することが多すぎます。あの確率では狙ねらってやっているとしか思えない程ほどで……全く、性た質ちが悪いにも程があります」

「…………」

「──お嬢様のお気持ちは分かりますが、あの旦那様をこのまま放置しておくのは良くありません。教義と戒かい律りつがある為、他ほかの方々のようには動けない以上、それなりの準備をし状況を整えて行動をしなくては、もしかしたら第一夫人の座が危うくなるかもしれませんよ？」

「………………、…………」

「ええ、勿もち論ろんです。ご安心下さいませ、既すでにいくつかの手は打ってあります。後は次の従育科試験がいつ、どのような内容になるか──それ次第で多少のアレンジが必要になるでしょうが、問題はありません、必ずやお嬢様の望む形に納まるでしょう！」

　自信に溢あふれたその声に、寝台に腰掛けていた人物の口元に、小さく笑みが浮かんだ。

　この場に第三者が居れば首を傾かしげずにはいられない一方的な会話は、そこで終わりとなった。

　燭しよく台だいに灯ともされていた蝋燭の火が、一いつ瞬しゆん大きく揺らめき、そして音もなく消え……

　──そしてこれが沈黙を破り動き出す、始まりの合図だった。
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「……随分といきなりだよな」

　ぼそっと呟つぶやいた自分の言葉は届いているだろうに、反応無し。向かい合っているのにここまで完かん璧ぺきな無視が出来るって、本当にあの従者はどーいう肝きもの太さをしてるんだろうな？

　顔には社交的な微笑を浮かべているのにこれっぽっちも歩み寄るつもりがないマーダー侍じ女じよに、目以外の全身をチャドルやら何やらで覆おおい尽くして無言を貫くそのご主人様。

　アイシェ＆ヘディエというコミュニケーションを取るには最悪に近い相手に、秋あき晴はるはやれやれだとため息を吐ついて……自分の右手に視線を落とした。

　そこにあるのは、今さっきヘディエから渡された名めい刺し大だいのカード。

　もうすっかりお馴な染じみになった、従育科試験のパートナーカードだ。

　従育科専任教師の深み閑かんから試験が今週の日曜に行われるという発表があったのは、今日の午後の授業の時。たぶん同じ頃に上育科生にも協力依頼があったはずだ。昨日きのう、『今度の日曜にピナを交えて映画を見に行くからお前も付いて来い』的な誘いというか命令をしてきた朋とも美みが何も言って来なかったんだから、恐らくそれで合っている。

　だっていうのに……このアーフラム教コンビ、待ち伏せでもしていたのかっていうタイミングで秋あき晴はるの前に現れて、挨あい拶さつもそこそこにパートナーカードを渡してきた。事前に試験告知の日を知ってたのかってくらい素早い行動だ。

　この状況で訝いぶかしまない方が変だっての。実際、カードを渡してから何も喋しやべろうとしないのに立ち去る様子も無いっていうのはおかし過ぎる。

　……また何か人生の転機を強制的に起こさせるよーなことになるんじゃないかとビクビクするのも、これは仕方ないよなぁ、うん。

　秋晴が手元のカードと上級生二人の顔に視線を往復させていると、不意にヘディエが貼はり付けていた笑みを僅わずかに崩くずし、

「──さて、お嬢じよう様さま。そろそろお暇いとますることに致いたしましょう、目的は既すでに達しましたし、こちらへと人の気配が近づいてますので」

　いやどこの忍しのびだよ、気配察知って。ヘディエが言うと強あながち冗じよう談だんとは思えないし、アイシェも素直に従者の言葉に頷うなずくし。

　秋晴がポカンとしている間に、アイシェは首を傾けるように別れの挨拶をしてきて、ヘディエもそこだけは従者っぽく深々と頭を下げる。

「それでは旦だん那な様、日曜の試験の場でまたお会い致しましょう」

「いや待て、まだパートナー指名するって決めたわけじゃ──」

　秋晴が言えたのはそこまでだった。

　……何な故ぜなら、上げられたヘディエの顔には笑顔という名の凶きよう刃じんが。

「まさかとは思いますが、アイシェお嬢様の勿もつ体たいなくも有り難いお誘いを拒絶するような真ま似ねなど、路ろ傍ぼうに打ち捨てられた廃はい棄き品クラスの価値しか持たない旦那様でもすることはないでしょうね？」

「ぇ……いや、それは……」

「本来ならば感かん涙るいに噎むせび泣き皮が擦すり切れるまで地に額ひたいをつける感謝があってもよろしいのですが、寛かん容ようなお嬢様はそこまでは望んでおりません、なのでこのヘディエも堪こらえることにしましょう。……ですが万が一、有り得ないことではありますが差し伸べられた手を払はらうような真似をなされた場合、どうなるかは──ご想像にお任せします」

「…………」

　想像するも何も、その鳥の首をキュッと絞しめるような動作だけで十分だった。

　うわー。分かりやすく脅きよう迫はくされたよ？　勘かん違ちがいじゃないって証しよう拠こに、あのマーダー侍じ女じよ、続けて人差し指で首を掻かき切る仕種しぐさしてるもの。

　でも文句を言えば何千倍返しになるか分からないので、秋あき晴はるは黙って二人の背中を見送った。負け犬の発想だけど、猛もう毒どく持ちの大だい蛇じや並みに手に負えない相手なので、これはもう致し方なしと思うしか。

　耐えることばかりの人生を噛かみ締めつつ、一人残された秋晴は寮へと向かってとぼとぼと歩き出し……そうしながら、今のやり取りについて改めて考える。

　──本当に、一体何だっていうのか。

　手元に残ったカードが、ついさっきまでのやり取りが現実のものだと主張しているし、デス予告で律りち儀ぎに反応して倍速になった鼓こ動どうもまだ収まっていない。

　衝しよう撃げきの出会いからちょっと命懸がけというか将来が掛かったドタバタがあって、それ以来は割と普通な接触しかしてこなかったアイシェとヘディエのアーフラム教コンビが、今回の試験に限って動くとは。それも不意打ち気味に。

「やっぱ、急だよなー……何か企たくらんでるのか……？」

　そうだとしたら主犯は純真無む垢くっぽい主人じゃなくて、某ぼう腹黒さんといい勝負をしそうな侍女の方だろう。

　……しかも朋とも美みと違って、平気で命狙ねらってくるからなぁ、あのマーダー女。いつも匕あい首くち持ってやがるし。本職は殺し屋ですって言われたら余よ裕ゆうで信じられるもんなぁ。

　でもだからこそ、誘さそいを断るなんて事は……

「──全く、景気の悪い顔をしてますわね」

「お、あ？　……ドリル？」

　思考に耽ふけっていたところを急に話しかけられて何かと思えば、そこには見知った顔というか髪かみ型がたの女が。

　もう私服に着替えているセルニアが、不ふ機き嫌げんですわといわんばかりの表情で腕うで組ぐみをして、こっちを見ていた。……というか、ちっとも気付かなかったけど、いつの間にやら従育科の寮の近くまで辿たどり着いていた。

　ちょっとしたワープ感覚を秋晴が味わっていると、こちらの反応が気にくわないのか、ツンと眉まゆ毛げを怒らせたセルニアはぐるぐるに巻かれた自じ慢まんの金きん髪ぱつを撫なでて、

「……この馬鹿庶しよ民みんは、人の言ったことを忘れるのが鳥並みに早いですわね。私の髪型を愚ぐ弄ろうした呼び方は止やめると、そう約束したはずですわよ！」

「…………あ。あー。そういやそうだったな」

　そんなことがあったの、すっかり忘れていた。

　でも、秋あき晴はるにも言い分はある。普段はつい口に出そうになっても意識して名前で呼ぶようにしているけど、こうして不意を突かれると流石さすがに無理というか。それにずっとドリルドリルと呼んでいたから、別に悪口を言うつもりが無くても言ってしまう。

「いや悪い、急に話しかけられたもんで、ついな」

「……フン、一いつ丁ちよう前まえに考え事でもしていたとでも言いますの？」

「おお？　何な故ぜそれを？」

「こんな見晴らしが良い所で隠かくれていたわけでもないのに、少しも気付く素振りがありませんでしたもの。おまけに人の好よさそうな観光客を探すボトルクラッシャーみたいな目をして。ほんの少し観察力があれば、誰でも分かりますわ」

　そう言われれば、秋晴も概おおむね納得出来る。ただし誰がボトルクラッシャーか。このドリル、どこをどうして思考中の人間を金に飢うえた詐さ欺ぎ野や郎ろうと同列に見やがったんだよ。

　……まあ、疲れてぐだぐだになりながら歩いていたら目もく撃げきした女子に『イケナイ薬を使用しているのだと思いました』と密告されたり、ちょっと不ふ機き嫌げんで苛いらついていたら『目があったら確実に殺されてしまうと思いました』と泣かれてしまったりと、実績は十分なわけですが。それでも、何をされても十倍返しで反はん撃げきするタイプのこいつには言われたくない。

　ただまあ、今回はこっちが悪い部分もあったから反論は無しにして、秋晴は素直に先さき程ほどあった出来事を説明することにした。

「いやな、さっき二年のアイシェとヘディエのコンビが来たんだよ。んで、こいつを渡して、去って行った」

「こいつ？　……ッ、パートナーカードですの?!」

「ああ、見ての通り。でも、今までアプローチ無かったのに、今回に限って急にこれだろ？　何かあるんじゃないかと思って色々と考えてたんだよ」

　一応、脅きよう迫はくの事実は伏せておく。……いや違うよ、先せん輩ぱい方がたの名めい誉よの為ためであって、ビビったのを知られるのが恥ずかしい訳じゃなくて。

　勝手に気まずくなってしまい秋晴が頬ほおを掻かいていると、セルニアはやや強こわ張ばった表情でこちらの手の中にあるカードを凝ぎよう視ししてくる。

　沈ちん黙もくが続くと気まずいし、この際なので秋晴は一つ訊きいておいた。

「なあ、一学期末の時みたいに、上育科には試験内容が教えられているってことはないのか？　それだったら、内容次第ではこうなったのも分かるかもしれないんだが」

「……いいえ、私達の元に来たのはカードと試験協力の申し出が書かれた手紙だけでしたわ。普段通りで、夏の時とは違いますわよ」

「そっか。つーことは、やっぱり………………………………分からん」

　匙さじを投げて、秋晴は短く息を吐はき、

「……まあ、この際考えても無む駄だか。上級生からの誘さそいを無む碍げにも出来ないし、とりあえず今回は受けて様子見だな」

「なっ……受ける気ですのっ!?」

　こっちの言葉に素早く反応し目を見開いて、叫ぶようにセルニアが言う。それはいいけど、胸ぐらを掴つかむのは止やめて頂いただきたい。この手の早さ、本当に貴族の令れい嬢じようなのか、こいつは。

　大して苦しくもないのでやらせるままにして、秋あき晴はるは努つとめて冷静に話す。

「だって、試験の内容が分からないならヘディエも罠わなとか細さい工くとか出来ないだろうし、下へ手たに断ったらまた暴走するだろうし」

「くっ…………そうかもしれませんけど……！」

「そもそも、試験のパートナーが見つかるかどうか分からないしな。ただでさえ他ほかの生徒にまだ後おくれを取ってるんだから、チャンスは逃さないように動かないと」

　うん、我ながら良いことを言った。こうして他人だけでなく、自分も納得させられる理論って素す敵てきだ。脅おどされて怖いからって吐と露ろする億おく倍ばい良いね。

　……と、秋晴が自己満足に浸っている前で。

　何な故ぜだかドリルさんが、苛いら立だたしげに唇くちびるを噛かんで、こっちを睨にらんでいた。

　いやそんな不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵てきが宝くじを当てた場面を見るような目をしなくても。綺き麗れいな造りしてるんだから、そーいう顔をされると迫力有りすぎだって自覚はないのか？

　ともあれ、からかう時以外にセルニアを怒らせていても得は無いので、秋晴は猛たけるドリルを手で制しつつ、矛ほこ先さきを変えることにした。

「ところで、セルニア」

「……なんですの？　くだらないことを言えば、このまま首を絞しめますわよ」

　……上育科の生徒はこんなんばかりか。

「いやちょっとした疑問なんだけどな。お前、どうしてこんな所にいたんだ？」

「どういう意味ですの。どこにいようと私の勝手で、貴方あなたには関係のないことでしょう」

「それはそうなんだが……確かお前、今日の放課後は鳳フオウと燕えん翠すい楼ろうで飲茶ヤムチヤを愉たのしむって言ってなかったっけか？」

「なっ……!?」

　上育科の寮も燕翠楼も、従育科の寮がある場所とはまるで離れているし、ここにいるってことが不思議で仕方がない。

　当然の質問に、やっとで胸ぐらを掴んでいた手を離してくれたセルニアは、さっきまでの押し込め気味な怒りのオーラを拡散させて、そわそわと視線を動かし始めた。

　なんだろうなこの反応はと秋晴が見ている前で、セルニアは整った眉まゆを歪ゆがめて、慌あわてたように手を開いたり閉じたりして、何だかパントマイムでもやっているみたいな感じになって──

　そして最終的に、

「や、約束まで少し時間があったからジョギングをしてたんですわっ！」

　くわっと目を開いて、キレ気味にそんなことを。

「……えー。そんな格好で？」

「このまま直行するからですわよっ！」

「にしても、そんなヒラヒラなスカートで……それにどうして急にジョギングなんてやり出したんだよ？」

「ダイエットですわ！　文句でもありまして?!」

　勿もち論ろん、秋あき晴はるには文句なんて一つもないので、両手を挙げて降参の合図。

　そしてセルニアは怒りを振りまいたまま、ジョギングというより短距離走の練習みたいな勢いで走って行ってしまう。……だからそんなスカートだと、見えるって。白い肌はだとか、赤い何かとか。あっという間に遠ざかってはいくけど。

　四し季き鏡かがみ並みの迂う闊かつさをアピールしながら消えて行くその後ろ姿すがたを見送ると、何だか色んな事が割とどうでも良く思えてきた。

「……とりあえず、風ふ呂ろ入ってから朋とも美みにメールでも打つか」

　映画には行けないことを忘れずに伝えておかないと、と自分に言い聞かせておいて、秋晴は寮へと入って行った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　試験当日の日曜日。

　十時という早い時刻で天気も快晴なものの、秋晴は爽さわやかとは程ほど遠い心境だった。

「……なあ、やっぱりこれは何か違うと思うんだが」

　後ろを振り返り気まずさを込めまくってそう言うと、本日も目以外はチャドルで覆おおい隠かくされたアイシェが小首を傾かしげた。その仕種しぐさはとても愛らしくていいと思うんだけど、

「何がですか旦だん那な様さま、ようやく自分の生き様ざまの過ちにでもお気づきになられましたか？」

　……問題は、この侍じ女じよの口の悪さだよ。何度こっちの心を折れば気が済むんだ、こんちくしょうめ……！

　しかもどうやらこっちの質問意図はあまり理解されていないようなので、秋晴は改めて訊たずねてみた。

「だからさ、主人役のアイシェが後ろを歩くっていうのはおかしくないか？　普通、従者って後ろを付いて歩くもんだろ？」

「いいえそうとは限りません、馬車が街まち中なかを走っていた時代ではそれを道行く人に知らせる為ために先行して走る役割の者がいましたし、主人の乗るラクダの手綱たづなを持って先導することもあります。知識不足ですよ旦だん那な様さま」

「いや思いっきり徒歩だろ今はっ」

　澄すました顔で否定しやがるヘディエに突っ込むと、つまらなさそうに顔を背けやがりました。本当にこの女は、どうしてこうも。頭も良いいし何でも出来るってのに、主人限定でしか気が利かないっつーのはどういうことなんだ。

　そしてその主人はと視線をやれば、アイシェは瞳ひとみを細めていた。それが何やら困ったようにも見えたので、それ以上は抗議の声も上げられなくなる。

　言いたいことも言えなくて秋あき晴はるがやきもきしていると、やや畏かしこまった態度になったヘディエがこちらへと向き直って、

「──『申し訳なく思いますが、秋晴様の前を歩くような不ふ遜そんなことは出来ません。従者として接する前に、未来を共にする殿との方がたとしての対応をしなければなりません』、とお嬢じよう様が仰おつしやっています」

「う……しかし、だな……」

「まあ旦那様がその齢としにしては少々特殊な性せい癖へきを有しており、お嬢様に前を歩かせることで麗うるわしい後ろ姿を眺ながめ悦えつに浸りたいというのは存じておりますがその望みは残念ながら叶かなうことは無いのですこのど変態」

「そんな趣味一ミリたりとも有してねぇっ?!　つーかあんたの発想は俺おれにはついていけない領域だぞ!?」

　濡ぬれ衣ぎぬにも程ほどがある。なんだその『水着よりむしろ着ぐるみの方が』的な十代より三段階くらい上の嗜し好こうは。

「私の方からも言わせて頂きますが、喩たとえ旦那様が正式にアイシェお嬢様の従者になられる日が来たとして、それでもお嬢様に寄り添い、御おん身みを守り手足となる栄誉はこのヘディエのみに与えられるものです。ですからそうして前を歩くことは従者の行動として少しも間違っておりません、むしろ正しいものと申し上げます」

「……………………そーですか……」

　そこまでキッパリ言われれば、もう反論の言葉も無いです。あんなマニアックなことを言った直後に、表情を変えずに理路整然と語りやがるし。色んな意味で付いていけないよ。

　気分が暗くなるのでため息を吐つくのだけはどうにか堪こらえ、秋晴は前を向いて、気まずい感覚は引きずったままで再び歩き出す。初しよっ端ぱなからこれじゃ先が思いやられるけど、何とかするしかない。

「……それで、どこに行くかはもう決まってるんだよな？　さっき電話してたみたいだけど、服飾店か何かか？」

「いいえ旦那様、百貨店です。ですから須す野の原はらの街ではなく、尾お野の倉くらの街まで行くことになります」

　ということはやっぱり、正門から出て、車で移動するらしい。それは外へ向かう道を指示された時に想像した通りだったので、内心で少しホッとした。

　──数分前に深み閑かんから言い渡された今回の試験内容は、『主人の買い物のサポートすること』というものだった。

　流石さすがに明日あしたは月曜で授業もあるから、海外へ買い物に出かけるペアは無いと思う。でも、何とかパートナーを見つけることが出来た轟とどろきペアの会話をちらっと聞いていたら、どうやら飛行機で四国へ行くらしかった。しかも轟が、一人で。

　お遣つかいを頼まれていた生徒は他ほかにもいたし新幹線を使ってどこかへと向かうペアもいたので、秋あき晴はるもある程度長距離移動する覚かく悟ごをしていたが、尾お野の倉くらの街はそこまで遠くない。須す野の原はらよりちょっと離れてはいるけど、車で小こ一時間も要いらないはずだ。

　目的地が百貨店なら、どうやら普通の買い物っぽい。やー、良かった良かった。秘境へ行って幻まぼろしの食材を手に入れて来いとか言われたら、そりゃもう泣いてギブアップするところだったよ。

　試験だからどれだけ長い買い物になっても耐えるつもりだったけど、その点でもアイシェなら酷ひどいことにはならなそうだ。慎つつましやかな性格してるし、次から次へと目移りするタイプにもあんまり見えないし。

「それじゃ、順調にいけば昼前には…………」

　終わるかもな、という続きの言葉を放り出し、秋晴はふと背後へと振り返った。

　妙みような感覚があったので確認してみたものの、特におかしいところはない。むしろ自分の行動を不思議に思ったのか、ヘディエが口を開き、

「はい？　どうかなさいましたか旦だん那な様さま、ボケましたか心臓でも止まりましたか、それともお嬢じよう様のあまりの美しさに心奪われ放心状態ですか？」

「違う、そうじゃなくて──っていや待て待て！　その取り出した匕あい首くちをどうするつもりだあんたっ?!　あとそれどこから出したんだよ!?」

「アイシェお嬢様の美び貌ぼうを否定するような旦那様は生きている価値などありません、ええそんなもの存在しないのです。それと、どこから、などというはしたないことを言わせようとするセクシャルハラスメント全開な方もお嬢様に相応ふさわしくは──」

「だから違うっての！　なんか後頭部に視線を感じたから、それでだなっ」

「まあまあ言い訳ですか、往おう生じよう際ぎわの悪い旦那様ですね。しかも自意識過か剰じようときました、これは治療して差し上げる必要が有ると提言せざるを得ません。具体案を申しますと首皮一枚だけを残して患かん部ぶを切断する方針です、とてもお奨すすめな治療法でしょう？」

「ちっともお奨め出来ない提案してないで俺おれの言い分をちゃんと聞けよっ!?　確かに視線が、そうじゃなかったとしてもなんか違和感があったんだって！　マジです！」

　慌あわてて弁解するけど、こんなことを必死に言わなきゃいけないのが情けなさ過ぎる。しかも命の危機のおまけ付きって。あのマーダー侍じ女じよ、本気で殺意をぎらつかせてやがるし。あと毎度のことながら、口に出すのも憚はばかられるような場所から凶きよう器きなんて出さないで下さい。

　まだ白はく麗れい陵りようから出ていないっていうのにヘコんで叫んで殺されかけてとフルコースを味わう羽は目めになり、秋あき晴はるは後頭部をガリガリと掻かいて、呟つぶやく。

「……やっぱり、安あん穏のん無事にはいかないのかぁ……」

　出来ればそんな予想は外れて欲しい、と思いつつ。

　まだ匕あい首くちを仕し舞まってくれないヘディエと、なんでか微笑ほほえましそうな目をしているアイシェを見ると、どうにも的中しそうな予感ばかりが膨ふくらんでいった。




　そして──

「……………………よもや、ここまでとは…………」

　十一時になる前に尾お野の倉くらの駅前にある百貨店に着いた秋晴は、もう既すでにぐったりと半分くらい精気が抜けた状態になっていた。

　だって、まさか、波乱の幕開けが正門を出たところからスタートするなんて。これは流石さすがに予想外過ぎだ。

　──正門を出た所に横づけされていたリムジンに乗り込んで、それが出発した時、秋晴は初めて『ソレ』に気が付いた。

　自分達が乗り込んだ車が動き出すのに合わせて、前後に並んでいた車も同時に動いた。それだけならまだしも、何度道を曲がってもピッタリと前後を挟はさんだまま付いてくるんだから、これはもうおかしいと思わない方がどうかしている。

　恐る恐るアイシェに訊たずねてみると、返答はヘディエの口からあった。

「あれは護衛の車です、何ら問題ありませんよ」

「……ご、護衛？」

「ええ、そうです。白麗陵の中ならばともかく、治安の良い日本といえども何が起こるかどこに外がい敵てきが潜ひそんでいるかは分かりません、護衛の五台や六台はつくのが当然でしょう？」

「……待て、前と後ろの二台だけじゃないのか!?」

「他ほかの護衛車は遠巻きに走り安全を確保しています。ですから旦だん那な様さまがどれだけ間の抜けたお方であろうとも心配は要いりません、どうか好きなだけ無能を晒さらして下さいませ」

　酷ひどい言われ方で追つい撃げきされた秋晴は、ショック過ぎて二人と向かい合う形で座った車内では殆ほとんど一言も喋しやべらないまま過ごした。

　そしてようやく落ち着きを取り戻した頃に到着した尾野倉の街では、さらなる驚きが待っていた。

　百貨店へと向かうほんの百メートル足らずの道すがら、秋晴はアイシェ達の前を歩きながら、白麗陵でそうしていた時よりも数倍気まずい思いをしながら振り返り、

「…………なあ、これってどういうことだ？」

「どうなされましたか、旦だん那な様さま？　お嬢じよう様を先導する栄えい誉よがようやく全身に回り歓喜に満ち溢あふれそうにでもお成りですか？」

「……………………いやそうじゃなくて、周りの人達のことなんだが……」

　言いながら見渡せば、そこには自分達を囲むようにして歩いている、パッと見で数えても軽く二十人を超える黒装しよう束ぞく姿すがたの面々が。全員女性らしいっていうのは薄うつすらと衣い装しようを押し上げる胸元の輪りん郭かくで分かるけど、それ以外に分かるのは一つだけだ。

　──つまり、どう考えても異様なこの集団は、アイシェ達の関係者だっていうことだけ。

　秋あき晴はるが圧迫感にちょいと怯おびえながら問い掛けたのに対し、ヘディエは小こ馬鹿にするでもなく平然としたままで、

「先程も言いました通り、お嬢様を外がい敵てきから守る為ための部隊です。人海戦術にも自爆テロにも対応出来るよう、万ばん全ぜんを期しておりますのでご安心下さいませ」

「……こんなに注目を浴びて？　あともう一度言うけど、俺おれの存在意義は？」

「なら逆に訊きかせて頂きますが、旦那様一人で四人一組の銃じゆう器きで装備したテロリストや屈くつ託たくのない商人を装った爆ばく弾だん魔まからアイシェお嬢様をお守り出来るのでしょうか？」

「…………」

　どう考えても無理だった。……というか、そんなシチュエーションが現実としてあるっていうだけでショックだ。

　日頃から深み閑かんにアクシデントが起きても主人を助ける為の訓練は受けているものの、護衛に関してはまだ何も教わっていない。それは言い訳にしかならないけど、ヘディエをはじめとして他ほかの黒装束な人達の醸かもし出す張り詰めた空気が危機的状況はいつ起きてもおかしくないと訴えていて、近くにいるだけで胃の辺りが重くなる。

　──ということで、百貨店に着く頃にはすっかりグロッキー気味になっていた秋晴は、後ろからあーだこーだと丁てい寧ねいな言葉で貶けなしつつ話すヘディエの指示通りに先を歩いて、店の奥にあるエレベーターに乗り込んで最上階フロアへと行き……

「……………………なにこれ……」

　今日何度目になるか分からない、呆ぼう然ぜんとした声を出す羽は目めになった。

　かなり広いフロアに、余よ裕ゆうのある間かん隔かくで並べられた服の数々。それだけならまあ、百貨店なんだからおかしくも何ともない。

　問題なのは、一目見て分かる通り、

「なんでここ、誰もいないんだ……？」

「今日はお嬢様の為に貸し切りになっているんです、当然でしょう？」

「いつの間にそんな話に……!?」

「電話で連絡を入れた時にです、これからアイシェお嬢様が来店する予定があるので準備を整えなさいと申しつけておきましたから。いつものことです、特に驚く程ほどのことではありません」

「いや驚くって！　しかも、あれ、まだ電話してから一時間だぞ!?」

　そんなに急な申し出をされて、それを受けるって。おまけに言われたから気付けたけど、たぶんフロアに並んでいる商品は、アイシェに合わせたラインナップだ。

　これを全部、一時間で揃そろえるって。どれだけの手間と人手が掛かってるんだ、これ。

　当然な秋あき晴はるの疑問に対し、ヘディエはむしろ不思議そうに眉まゆを顰ひそめて、

「それくらいやれなくてどうするというのです？　出来ないならば今後お嬢じよう様さまの買い物には別の店を使うことになるのです、それに比べれば多少の無理をしてでも笑顔でセッティングをするに決まっているじゃありませんか」

「……うーわー。そんなに凄すごい買い物するのかよ」

「いいえさほどでもありません、アーフラム教の信徒であらせられますお嬢様が身に纏まとう物は、質こそ最上でも華か美びな装飾は好ましくありませんので」

「ええ？　なら、どうしてわざわざ、こんな？」

「アイシェお嬢様の覚えがよいというだけでも十二分に価値があるのです。それに旦だん那な様──貴方あなたではなくお嬢様の父君が一度利用なされば、それこそこの店の数ヶ月分の売上額に達する金額をお支払いになりますし」

　いや百貨店の数ヶ月分の売上額って。本当にどんな世界ですか。

　一体どれくらいの桁けた数すうになるんだろうなぁ、と秋晴が遠い目で考えていると、不意にヘディエの姿が掻かき消えた。

「ほらほら旦那様っ。アイシェお嬢様がお悩みになられてます、完かん膚ぷ無きまでに役立たずだったここまでの道程を恥じて悔くいるのであれば意見の一つも言って下さいませ！」

　……そして瞬しゆん間かん移動でもしたかのように、アイシェの近くにいやがるし。さらにその脇には二人の従業員女性がそれぞれ手に商品を──って、

「………………………………いや、あの……」

「どうなさいました旦那様、すぐに詳しよう細さいな感想などは求めませんから二に択たくでお答え下さいませ。右と左、どちらがお嬢様にお似合いになるかを」

「…………ど、どっちがって……」

　二人が持っているのが色違いのワンピースとか帽ぼう子しとかなら、秋晴だってそこまで悩んだりはしない。

　──選よりに選って、どーして下着の上下セット……！

　ただでさえ女性用下着売り場の近くにいるだけで何の他意もなくてもダメージを受けるのが男という生き物なのに……選べと。どちらが似合うか、それを将来身に付ける本人の前で、答えろと……！

　これはもう、秋あき晴はるとしては完かん璧ぺきに罰ばつゲームの領域だ。というか、回答拒否したらヘディエのことだから絶対に物理的な制裁を加えようとしてくるに違いない。本当に罰ゲーム以外の何物でもないよ。

　確かにアイシェはこっちを見ているけど……どっちがいいか、自分に訊きいていると？　下着の善よし悪しなんて分かるわけがないし、何だか物凄すごく意味深しんな問い掛けな気がするのですが？　考えすぎか、これは？

　しかも細かいデザインの違いがあるものの、どっちの下着も、なんというか……面積が、少ない、ような……！　しかも左側の方、素材のせいか薄うつすらと透すけているように見えるんだけど大丈夫なのか、色んな意味で！

　未いまだかつて経験したことのない難題に、秋晴は思わず頬ほおを引き攣つらせてしまう。ヤバイ、本当にどう答えていいのか分からない。なのにアイシェは期待しているような目をしているし、ヘディエも『ミスったら首切りますよ』と言わんばかりの笑顔を浮かべてやがるし。どうしてこんな、買い物だけで窮きゆう地ちに……！

　要領良く適当な言葉で飾って『美人のアイシェにはどちらでも似合うよ』みたいなことを言えば上う手まく収まるんだろうけど、とてもじゃないがそんな歯の浮いたようなセリフは口に出来ない。たぶん恥ずかしくて死ぬ。人格が崩壊して記き憶おくを失うまで壁に頭を打ち付けてもおかしくない。おまけに対象が下着って、爽さわやかなつもりが変態ゼリフにしか聞こえないし。

　追い詰められた秋晴は焦しよう燥そう感かんに身を焼かれそうになりながら、手をグーパーとにぎにぎさせつつ思考をフル回転させて──

「ほらっ、あれだ、下着を見ただけじゃ似合うかどうかなんて経験値の低い俺おれには分からないからっ。ここは一つ、アイシェのことを知り尽くしているヘディエが選んでやるっていうのがいいと思います！」

　……全力で逃げに回ってみました。

「あらまあ、困りましたねお嬢じよう様さま？　旦だん那な様はああ仰おつしやっていますよ？」

　ちょいと嬉うれしそうなヘディエの反応に、秋晴は内心でガッツポーズ。

　主人に対して甘々で過保護なヘディエのことだから、微び妙みように持ち上げつつ選択を任せれば、きっと何とかしてくれると思ってました！　かなり際どい選択ではあったけど！

　秋晴が表情には出さず歓喜を噛かみ締めていると、話題の中心にいるアイシェが侍じ女じよへと目配せをした。

　それが意味するところまでは分からないが、きっとあれは『仕方ないから代わりに貴女あなたが選んで』ということに違いないと、より一層の安あん堵どを、




「──ええ、そうですね。それでは旦那様に、実際に着用したところを見て頂き、選択して貰もらうことに致しましょうか」




「──っぅおい!?　ナニソレ?!」

　…………なんだかちっとも安心出来なくなる声が。

　こんなの予想外にも程ほどがある。人前でちょっと肌はだを晒さらすこともＮＧなはずなのに、下着姿すがたを見せるって…………下着姿って！　しかもあんな透すけてるのを！

　そんな、無理、絶対にそれは駄だ目めだ。そりゃあどちらかといえば後学の為ためにもちょっと見てみたいかなーって思わなくもないけど──違う、だからその本音な思考がまずい。結婚するかデスるかする末路になりかねない……！

　血圧が上がっているのを自覚しながらまとまらない思考をまとめようと秋あき晴はるが苦戦していると、ヘディエがこれでもかっていうくらい晴れやかな笑顔を向けてきた。

「どう致しました旦だん那な様さま、間抜けに水没中のヒキガエルの物真ま似ねですか？」

「違ぇよっ?!　だ、そっ……なんでっ!?　どうして、戒かい律りつで色々と駄だ目めなんだろ!?」

「ですから旦那様には試着室の中で見て頂きます、それならば従業員の方々の目につくこともありませんので」

「しっ──!?　ま、待てっ、試着室の中て?!　入れってことか!?　一緒に?!」

「ええ勿もち論ろんです、それ以外に受け取れる言い方はしなかったはずですが──ああなるほどそうですか、着替えの段階からじっくりねっとりと見たいというのですね、流石さすがは女性の肌を舐なめ回すように鑑賞するのが趣味の旦那様ですねこの変態」

「勝手に拡大解釈されて罵ののしられたっ?!　そうじゃなくて試着室になんて入れるわけないだろ！　しかも下着だけの姿なんて見れるはずが──いや待って刃は物ものは駄目っ!?」

「アイシェお嬢じよう様の麗うるわしいお姿を見たくないなどと言うような輩やからはこの世からいなくなるべきです！　まずはその不要な目から──」

「絶対それ眼球だけじゃ済まないだろ!?　違っ、そうじゃなくて意味が違くて、そーいう趣味はしてないからってことで！」

「美の化け身しんであるお嬢様の素す晴ばらしいお体を趣味じゃないというのですね、やはり脳の病気とお見受けします今すぐに切開して磨すり潰つぶすことで治療を！」

「それ治療じゃなっ……違います反抗とかじゃないです勘かん弁べんして下さい!!」

　鈍にぶく光る刀身を本気の目で向けられて、秋晴は全すべてのプライドをかなぐり捨てて頼み込む。なんでこんな、一寸先はデスフラグな買い物に……！

「ちょっ、頼むアイシェ！　そこの殺人鬼きをどうにかしてくれっ！」

　唯一ヘディエを止めることの出来る存在とはいえ、女子になんとかして貰もらおうと訴えかけるという素す敵てきな行動を秋晴が取ると、

「──ええ勿もち論ろんですアイシェお嬢様、銀ぎん河がよりも広いお嬢様のお心のままに。それにしてもこんなにも優しさに満ちた方が主人だなんて、ヘディエは果か報ほう者ものでございます！」

　いつも通りアイコンタクトだけで通じ合ったようで、マーダー侍じ女じよは感激に身み震ぶるいしつつ秋あき晴はるから離れてくれた。

　ようやく生きた心地のしない時間が終わり秋晴が肺から絞しぼり出すように吐と息いきを吐ついていると、どこからかちくちくと視線を感じる。

　顔を上げてその主ぬしを確認すると……下着を手に持ったまま呆あきれ返ったような目をした従業員Ａと、明らかにゴミ虫以下な相手と判断したかのような従業員Ｂが。

　そしてその二人とは全く色彩の違う、チャドルの隙すき間まから覗のぞいているアイシェの瞳ひとみ。

　それが何だか笑っているように──従業員ズとは違って、元気な子供を微笑ほほえましく見守るように、秋晴には感じられた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　結局、下着セットを一着買っただけでアイシェの買い物は終了し、秋晴達は出口に並んだ従業員のお辞じ儀ぎで送り出され百貨店を後にした。

「くぁー…………しかしまあ、なんとかなったか」

　外に出た開放感からぐっと背筋を伸ばして、深呼吸で肺の中の空気を入れ換えると、秋晴は頭上の太陽を手で庇ひさしを作って仰あおぎ見る。

　色々と予想を上回っていたけど、これで試験内容はクリアだ。後は白はく麗れい陵りように戻るだけ……とはいえ、従育科の自分から報告することはないので、実質上ここからはフリーだ。

　試験が無事終わった清すが々すがしさに浮かれながら、秋晴は振り返ってアイシェ達へと礼の言葉を口にした。

「や、今日きようはどうもな。大して、というか、まるで役に立たなかった気もするが」

「ええそうですね駄だ馬ばでももう少し役に立ったでしょうに、まあ予測範囲内ですから余り気にしておりません」

　……ハッキリと言葉のナイフを投げまくられた。本気で容よう赦しや無いよなぁ、この侍じ女じよは。

「ところで旦だん那な様さま、もうお帰りになるおつもりですか？」

「へ？　勿もち論ろんそうだけど？」

「この後の予定が無いのであれば、少し時間を頂けないでしょうか？　折せつ角かくの機会ですし、お嬢じよう様が一緒にお茶でもと仰おつしやっておりますので」

　そう言われてアイシェを見てみると、遠えん慮りよがちに小さく頷うなずいていた。

　これから帰宅っていうタイミングでの誘いに、秋晴は口元に手を当てて考え込む。向こうからカードをくれたとはいえ、試験を手伝ってくれたのは確かだ。一緒に茶を飲むくらいなら喜んで受けるべきだろう。

　……でも、誘って来たのがアイシェ達っていうのが引っかかる。軽い感じで一緒にお茶、なんて言うタイプじゃないのに、どうして今日に限って。裏があると思わざるを得ないよなぁ。

「どうでしょう、旦だん那な様さま？　時間も時間ですし、ご希望であれば昼食も準備致しますよ？」

「あー……じゃあ、そうだな…………？」

　かといって断ったらここから歩いて帰れと言われそうだしどうしたもんかと返答に困っていると、秋あき晴はるは人混みの中に見慣れたものを見つけた。

　相変わらずぐるりと自分達を囲む黒装しよう束ぞく集団の外側──百貨店の柱の側そばに、ひょこっと覗のぞいている金色の髪かみが。

　ただそれだけならそこまで珍しくないのかもしれないけど、渦うず巻まくようなセットのされ方をしているとなれば話は別だ。

「…………セルニア？　なんでまた、こんな所に」

「ッ……!?」

　こっちの声が届いたのか、柱から飛び出ていたドリル頭が派は手でにビクッと跳はねて……それから勢いよく、本体──じゃなくて体ごと出てきた。

　その姿すがたに、秋晴は上げかけていた手を下ろす。

　……だってあの顔を見ると、なぁ。現れたばかりだってのに、なんで不ふ機き嫌げんを煮詰めて怒りの調味料をたっぷり加えたような顔をしていますか。

　のしのしと近づいて来るセルニアに、黒装束の護衛隊は一度アイシェの方を確認してから道を譲ゆずる。出来ればこっちの心の準備が終わるまで止めて欲しかったけど、そんな些さ細さいな願いも叶かなわないみたいだった。

　秋晴のすぐ前まで来たセルニアは、歯痛を全力で隠かくそうとして失敗気味、みたいな表情になって、

「ぐっ、偶ぐう然ぜんですわね！　こんな所に貴方あなた達がいるだなんて、本当にビックリですわ！」

「俺おれとしてはお前のテンションにビックリなんだが……それに、偶然ってこともないだろ」

「なっ……何がですのよっ?!」

「こんだけ目立ってれば、フツー寄って来るからなー。大だい名みよう行列と違って周りもぞろぞろと付いてくるし……って、どうした、おい？　なんでずっこけてんだ？」

「何でもありませんわよ紛まぎらわしいっ！　ちょっと膝ひざにきただけですわ！」

　運動不足でも無いはずの女子高生が膝にくるって、それはそれでどうなんだ。がっくりと肩かたを落として疲れ果てた様子だし、ビタミンが足りないんじゃないか、こいつ。

　まあ、それは置いておくとして。

　思わぬ登場だけど、これはきっと天の配剤だ。有り難がたく有効利用するしかない。

　──というわけで、秋晴は前髪がみを乱したセルニアの肩かたを叩たたき、こっちを向いた碧あお色の瞳ひとみを覗のぞき込むようにしながら、囁ささやくように小声で、

「……なあ、セルニア。お前、この後暇ひまか？」

「な、何ですのよいきなり……それは、時間があるかと訊きかれれば、多少は無いこともないですけど……」

「っし！　流石さすがだ、ナイス過ぎるぞお前」

「…………貴方あなた、脳に羽は蟻ありでも湧わきまして？」

　不信感丸出しの目でそう言われても、ちっとも気にならない。ヘディエに比べればこの程度の悪口、どうってことないし。

　むしろ清すが々すがしい笑顔を浮かべた秋あき晴はるは、親指でセルニアを指しながらアイシェ達の方へと振り返り、

「なあ、さっきの話だけど、セルニアも一緒でいいか？」

「ちょっと、秋晴っ!?」

「……どういうことでしょう？」

　双方から挟はさみ撃うちにするような声が来るけど──あーあー何も見えない聞こえない。

「や、ほら、ここで会ったのも何かの縁だしさ。男ならともかく、女なら一緒にいても大丈夫なんだろ？」

「それは確かにそうですが……『何かの縁』？　……全くこの旦だん那な様さまは本格的に腑ふ抜ぬけ野や郎ろうでございますね、学校からここまで殆ほとんど一緒だったというのに『何かの縁』だなんて……やはり慈じ悲ひ深いお嬢じよう様の御意思に背いてでも排はい斥せき手段に出るべきでした……」

　何やらブツブツと、怨えん嗟さの籠こもった感じのことをヘディエが呟つぶやいていた。

　秋晴には言っていることの半分も聞き取れなかったけど、たぶん聞こえなくて正解だ。だってあの目、今にもニシキヘビ辺りをねじ切り殺しそうな雰ふん囲い気きだもの。

　ここは向こうに、そしてまだ状況を把は握あくしていないセルニアにもペースを握にぎらせずに行くべきだと判断し、秋晴はこの面子めんつで唯一草食動物の雰囲気を纏まとったアイシェをターゲットに絞しぼり込む。

「なあ、アイシェ。構わないよな？」

　お願いですからオッケーして下さいお願いします──と、心の中で拝おがみ倒していたのが伝わったのかどうなのか。

　顔を隠かくした上級生は、目元を柔やわらかく綻ほころばせると、静かに頷うなずいて見せてくれた。

　主人が許可した以上、侍じ女じよも文句は言えないはず……と思いながらも念の為ためにヘディエの様子を確認すると、両手を胸の前に組み合わせて目を輝かせて、

「流石さすがですアイシェお嬢様、日本には敵てきに塩を送るという格言もございますがそこに金きん塊かいと油田を添えて施すかの如ごとき素す晴ばらしい温情！　ヘディエは感服致しました！」

　……なんか幸せそうだった。

　文句を言うどころか主人を心の底から賛美するのに忙しそうなので、あれはあれで良しとしておくべきか。

　ということで、あと問題なのは、

「……ちょっと日ひ野の秋あき晴はるっ。どういうことですのよ!?」

　一応空気を読んでいるのか小声で訊たずねてくるセルニアに対し、秋晴も声を潜ひそめて、

「……試験は終わったんだけど、これからお茶でもって誘さそわれたんだよ。それを無む碍げには出来ないだろ？」

「だからどうしてそこに私を加えるんですのよっ」

「俺おれ一人だとなんか怖いからだよっ。な、頼むからっ」

　ひそひそ声に精一杯の切迫感を込めながら言うと、眉まゆを顰ひそめていたセルニアが不ふ敵てきな笑みを浮かべて腕うで組ぐみをした。

　そして挑発的な目を秋晴へと向けてくる。

「フン、嫌いやですわ。希こいねがうのであれば、もっとそれらしい態度があるのではなくて？」

「……………………、じゃあいいや」

「なんでそこであっさり退ひきますのよっ?!」

　いやだって、そんな態度を取られると。反抗期は過ぎたとはいえ、こちとら噛かみつきやすい十六歳さいなんで。

　自分に素直な秋晴の行動が相当気に食わないらしく、セルニアはこっちの胸倉を掴つかみ自分の方へと引き寄せてきた。……や、それはいいけど、当たってる。近すぎて、どう考えても高校生の平均値は軽く超えているはずの弾力が直ちよく撃げきしてるから。

　そんな秋晴の動揺に全く気付いていないらしいドリルは、修しゆ羅ら道どうにでも堕おちたのかって訊ききたくなるくらいの形ぎよう相そうで、

「勝手に話を進めておいて何なんですのよっ!?　秋晴、貴方あなたっ、この私を愚ぐ弄ろうするつもりですのっ?!」

「いやそんなつもりはちっとも……」

「ならさっさと言いなさいな！　『貴女あなたがどうしても必要なのでどうかお願いだから付いて来て下さい』と！」

「…………その、付いて来てくれると嬉うれしいかなー、って……」

「そこまで言われたら仕方ありませんわねっ！」

　かなりカロリーオフな返答だったのに、セルニアはあっさりとオーケーしてきた。

　……やー、本当にこのドリルは侮あなどれないというかなんというか、単純なのに勢い有りすぎてたまに読めなくなるなぁ。一体、何がしたかったのか。

　──まあ、ともあれ。

「それでは少し移動します。あちらへと進んで下さいませ」

　保険で爆弾なセルニアを加えての『お茶』に、秋晴は嫌いやな予感を膨ふくらませながらも向かうことになった。
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　──ヘリから降りると、そこはもう南の島だった。

「…………………………いやどこですか、ここ……？」

　有名文学小説のノリで自分を誤ご魔ま化かそうとしたけど、やっぱり無理だった。

　眼下に広がるのは、青というか、緑に近い海。

　白くて細かな砂浜は陽光を煌きらびやかに跳はね返し。

　もう十月半ばなのに、半袖そで一枚が丁ちよう度ど良さそうな暑さで。

　ヤシ科っぽい単子し葉よう植物といい、カモメかウミネコか知らないけど飛んでいる海鳥といい、もうどこからどう見ても南の島だ。

「……日本だよな、ここ？」

　いいえインドネシアです、と返って来てもおかしくない光景に思わず秋あき晴はるが訊たずねると、アイシェは頷うなずき、ヘディエは胸に手を当てて口を開いた。

「ええ日本です、でなければパスポートを盗と──いえ取って来て頂かなければならないですもの、そのような手間など要いらない国内です」

　このマーダー侍じ女じよ、『盗る』って言おうとしなかっただろーか。

「更に申し上げれば、ここはハディム家所有の、アイシェお嬢じよう様さまの為ために買い上げ整備を施した保養地です。普段は御おん身みを慎つつしみ深く覆おおわなければならないお嬢様ですが、この島ならば予定された者以外は立ち入ることも観測することも出来ません。薄うす着ぎにて、ゆったりとリラックス出来るというものです」

「……俺おれもいるのに？」

「旦だん那な様は旦那様ですから例外です、そうでなければ何な故ぜ貴方あなた様のような塵ちり芥あくたを旦那様と呼ばなければならないというのですか」

「…………」

「まあ一応補足をしておきますと、私有地と申請している場所では万が一異性に素す肌はだを晒さらしても大丈夫なのですよ。そうと定められる前には無理矢理衣服を剥はいだり、寝室に押し入ったりと暴挙に走る輩やからもいましたので。勿もち論ろん、そのような不ふ逞そんの輩は念入りに消去されるのが通例ですが、決して少なくない人数に及んでしまったそうで、戒かい律りつを改めることになったと聞いております」

　かなりヘビーな内容の返答に、秋晴は無言のままノーリアクション。……たぶん、改訂前だったら、素顔を見たら問答無用で結婚だったんだろうなぁ。屑くずみたいな奴やつ等らのおかげでこうして保留判定になっているっていうのが、なんだかもにょっとした気分にさせられる。……自分もヘディエに屑認定されてそうなので、余計にだ。

「それにしても、驚かされましたわ。『ちょっと一服』で孤島へ行くのがアーフラム教流の過ごし方ですの？　とっくにランチタイムも過ぎてますわよ」

　上級生相手でもいつも通りの態度を崩くずさず、セルニアは風に乱されそうになる髪かみを押さえながら詰きつ問もん口く調ちようで喋しやべる。怖い物知らずか、このドリルは。リアルな殺人鬼きの脅きよう威いをまだ体感してないとはいえ、大物過ぎる。

　ただ、意外なことにヘディエは気分を害した様子も無く、

「先に昼食を摂とって頂いても良かったのですが、フレイムハート様はともかく旦だん那な様さまはヘリに慣れていないでしょう？　飛行中に吐と瀉しやされても困りますので、少し我が慢まんをして頂くことに致しました」

　普通の人間はヘリになんて一度も乗らないまま一生を終えるだろうに、どうして体験済みなのが当たり前って話になっているんだろーか。今いま更さらだけど、やっぱり白はく麗れい陵りように通う人種は何かがオカシイ。基準値ってなんだろう。

　しかしまあ、割と良い経験をしたのかもと秋あき晴はるは思う。

　尾お野の倉くらの駅から少し離れた高いビルに案内された時はそこで食事なのかと思ったけど、それは見事にフェイクで、正解は屋上に待機していたヘリに乗っての大移動。

　地球表面の七割を占める海の広さを改めて知らされた空の旅は一時間以上続いて、もしかしてこのまま海外へ運ばれるんじゃないだろーかという不安がかなり濃こくなってきた頃に到着したのが、この島だ。

　夏に行った、フレイムハート家所有の無人島とも、従育科合宿をした天てん壌じよう慈じ家所有の島とも違って、日本らしさが希き薄はくで、それでいて不思議と落ち着いた印象がある。

　どことなくアイシェの雰ふん囲い気きに似ているような気もするこの島を、秋晴はかなり好きになれそうだった。

「……で、お茶だっけ？　それとも、昼飯か？　どっちでもいいけど、寮の夕飯の時間には間に合うように──っ!?」

　服の下で汗あせが滲しみ出したので上着を脱ぬぎながらの質問は、途と中ちゆうで遮さえぎられることになった。

　シャットアウトした犯人は、セルニアでもヘディエでもなく、

「ぉ、だっ、ヘリがっ!?　ヘリが飛んで行くぞ?!」

　──激しいローター音と強風を巻き起こしながら、徐じよ々じよに高度を上げていくヘリコプター。確認するまでもなく、あれは秋晴達が乗って来た物だ。

　唯一かもしれない交通手段がみるみるうちに遠ざかっていくのに、自分以外はちっとも動じてないのが、むしろ不安を増大させる。特にセルニアが、いつもなら人一倍騒いでくれるヤツが白けた表情をしてやがるっていうのはどういうことなのか。

「何を慌あわてていますの、貴方あなたは。給油か整備をしに行ったに決まっているでしょう？　私達が帰る前には戻って来ますわよ。……ですわよね、ヘディエさん？」

　余よ裕ゆうたっぷりのまま確認を取るセルニアに、ヘディエは秘書風な笑みを浮かべて、こう返した。




「ええ勿もち論ろんです、フレイムハート様さま。ちゃんと戻って来ますよ──明日あしたの早朝に」




　……見事なまでに、セルニアの余よ裕ゆうは打ち砕くだかれたのであった……

　瞬しゆん時じに現実逃とう避ひしてモノローグっぽく客観視した秋晴は、すぐに『いや待て』と自分に言い聞かせる。

　予想外の角度からの一いち撃げきを食らったのはセルニアだけじゃなくて、自分もだ。うっとりと小さくなっていくヘリを眺ながめている場合じゃない。

「待て待て、明日ってどういうことだ?!　明日は月曜でフツーに授業あるんだぞっ!?」

「そうですわ、それに無断で外泊をするだなんて！　しかもこの男も一緒だと知られたら、どんな噂うわさを流されるか分かったものではありませんわよっ！」

　セルニアも状況のまずさに気付いたらしく、顔を真まっ赤かにして抗議の声をあげていた。確かに噂好きな上育科連中に知られたら、きっと白はく麗れい陵りようの外の社交界まで行き届いてしまうんだろうなぁ。そりゃ必死にもなるだろうよ。

　けど、切迫しているという意味では秋あき晴はるだって大差ない。無断外泊なんて、あの深み閑かんに知られたらどんな目に遭あうか……良くて半日の説教、悪けりゃ停学か退学って線もあり得る。

　なのに騒いでいないのは、偏ひとえにアイシェが動かないからだ。主人以外を相手にする時は性格が捻ねじれているヘディエだけならまだしも、かなり良心的なアイシェがこの状況を傍ぼう観かんしているのは、きっと何かあるに違いない。

　秋晴がそう読んでいた通り、

「ご安心下さいませ、白麗陵には私の方から連絡を入れておきますので。それに週末を海外で過ごされる方が平日の朝に戻ることは、決して少なくないでしょう？　こちらから騒がなければ目立つことなどありません」

「ッ……でしたら、私の着替えと寝室はっ」

「ええ勿もち論ろん用意させて頂きます、来客用の物がいくつかありますのでサイズの合う物もあるはずです。このアイシェ様の島で、不自由など決してさせません」

　胸に手を当て自信たっぷりに断言するヘディエに、流石さすがのセルニアもそれ以上の言葉は無いらしかった。

　……ただし、それは向こうの話だけらしく、勢い良く顔を秋晴の方へと向けて来て、

「全く、貴方あなたのせいですわよ日ひ野の秋晴っ！　この借りはとてつもなく大きいですから、精せい々ぜい覚かく悟ごしておくことですわ！」

「…………ああ、うん。一応覚えとく……」

　こっちも被害者なんだけどなー、なんて言ってもどうせ聞かないので、適当に流し。

　終始自分を見ていたアイシェの視線に何やら不ふ穏おんな意図を感じつつ、秋あき晴はるは『どうやったらこの島での一夜を穏おん便びんに切り抜けられるんだろーか』という最大の不安要素に早くも頭が痛くなっていた。
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「……しかし、予想外の展開もここまでくるとなー……」

「貴方あなたがそれを言いますの？　……全く、ついて来て良かったのか悪かったのか、本格的に難しいところですわね……」

　スモークサーモンと新鮮野菜のベーグルサンドにレンズ豆のスープという昼食が済んだ後、秋晴とセルニアは島の散策に繰り出すことにした。

　アイシェの食事は例によって侍じ女じよと二人きりでないと駄だ目めらしく、しかも先に客の分の食事を用意されてしまったとあっては、黙もく々もくと食べてそそくさとダイニングを離れるという選択肢ししか思い浮かばない。そうしたはいいもののやるべきことは何もなくて──

　秋晴だけでなくセルニアも似たようなものだったので、こうして二人で島の中を歩き回ることに。

「……にしても、ヘリから見た時は小さな島だと思ったけど、歩いてみるとそれなりに広いんだな」

「そうですわね。熱海あたみにあるうちの島よりは小さいと思いますけれど……木々が多く道が入いり組んでいるからそう感じるのかも知れませんわ」

「ああ、なるほど……それにしても、あっついな……」

　もう試験は終わったことだし、上着はログハウスに置いてきたものの、夏のような気温と数十分歩き回っているせいで、カッターシャツのボタンを上二つ外して袖そでを捲まくり上げていてもかなり暑い。

　基本的にいつも薄うす着ぎなセルニアもやっぱり暑いらしく、羽は織おっていたカーディガンは手に持って、ノースリーブシャツに膝ひざ上うえまで切り込みのあるロングスカートと、それなりに涼しげな格好になっている。ただし髪かみ型がたはそのままなので、見ているとちょっと暑苦しい。

　セルニアは時折ハンカチで項うなじや胸元を拭ふいているけど、その程度で済んでいるのは、島全体を覆おおい尽くすくらい生えている木々が陽光を遮さえぎってくれているからだ。そうでなかったら従育科恒こう例れいトンデモ授業で悪環境に慣れている秋晴はともかく、一応貴族の令れい嬢じようなこのドリルも流石さすがにダウンしているはず。

「しっかし、どうしてここまで木が多いんだ？　ヘリポート以外は殆ほとんど木に囲まれてるって感じだぞ？」

　歩いていると、あちこちに人の手が入っていると見受けられる場所があった。好き放題に生えるがままにしているわけじゃ無さそうなので、何となく引っかかる。

　だから後でアイシェかヘディエに訊きこうと思いながら口にした秋あき晴はるの言葉に、意外なことに横から答えが返ってきた。

「それは、ここがアイシェさんの為ために整えられた島だからですわね」

「ん？　どういうことだ？」

「プライベートエリアならば多少制限が緩ゆるくなると言ってましたけど、だからといって堂々と素顔を晒さらすのは好ましくない……ということですわ。ハディム家といえば中東のみならず世界でも有数の資産家で、その令れい嬢じようの決して明かされることのない素顔──もしそれを映像に残すことに成功したのなら、新聞社がそのフィルムにどれだけの額を提示するか、この私にも想像出来ませんもの」

　セルニアの言葉に、秋晴は「そんなにかー……」と呟つぶやき、感嘆の息を漏もらした。アイシェの家が白はく麗れい陵りようの中でも浮くくらいの金持ちだってのは前の婚こん約やく騒ぎで知ったけど、今の話が確かなら百戦錬れん磨まのパパラッチでさえ成し遂げられない素顔を拝おがむという偉業をやっちまったということになるのか。偶ぐう然ぜん過ぎる偶然だったとはいえ、そんなところで大切な人生の運を使ってどうするんだ、自分。

　酷ひどい運命の悪戯いたずら具合に秋晴が半笑いの表情になっていると──なにやら、セルニアが真剣な目をこちらへ向けていた。

　じっと探るような感じで見てくるという、ちょっとドリルらしくない態度に秋晴が眉まゆを顰ひそめていると、

「──この際ですわ。秋晴、貴方あなたに一つ訊きいておきたいことがありますの」

「おぅ？　何だよ、改まって」

　自分達以外には誰もいないのに声を抑おさえ気味にしたセルニアは、

「初夏の騒そう動どうといい、今回のことといい、奇き特とくにもアイシェさんは本気で貴方との婚こん姻いんを視野に入れているようですけれど……貴方はどうしてそれに乗り気じゃありませんの？」

「どうしてって……当たり前だろ？　突然、そんな、宗教上の理由で結婚なんて」

「そうですわね。でも、今となっては、それは──」

　一応は同意するのに妙みように絡からんでくるので、これは何かあるんじゃないかと秋晴も少し神妙になってセルニアの言葉に耳を傾けた。

　……ものの、聞く体勢になってすぐに、

「ん？　なんか、向こうで音しなかったか？」

「なんですの？　鳥の羽は音おとなら、先さき程ほどからずっと──」

「いやそうじゃなくて、水の音が」

　それも川のせせらぎや滝たきの流れる音みたいに連続したものじゃなくて、水面に何かが落ちたような音だった。

　聞き間違いじゃない証しよう拠こに、二度、三度と聞こえてくる。おかげで大体の位置も特定出来たし、話を遮さえぎられて不ふ機き嫌げんオーラを出しまくりだったセルニアの意識もそちらへと向いてくれた。

　眉まゆを顰ひそめ、肩かたの辺りまで垂れ下がっている椰や子しみたいな木の葉っぱが幾いく重えにも重なっているせいで視界の悪い右手側を見ながら、セルニアはさっきよりも小さな声で、

「……鳥はともかく、猪いのししや狐きつねのような獣けものの類たぐいがいるという可能性は、どれくらいあると思いまして？」

「……周りに似たような小島がいくつかあったけど、それ以外は海しか見えないような孤島だぞ？　たぶん生息してないだろ」

　新鮮な食料として飼かっている可能性も捨てきれないけど、アイシェが猪の肉を食べている画えは思い浮かばないので、無いってことにして秋あき晴はるは返す。

　海以外でこの先にある水辺は、確か湖のはず。ヘリで上空を飛んでいた時、ログハウスの近くに湖があったのを覚えているから、たぶんそれだ。

　まあでも、

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずっていうし、ここは前進あるのみだな」

「……そうですわね。万が一、賊ぞくが侵入していたとなれば、身の程ほどというものをその身で教えなければならないですし」

「……お前ってつくづく好戦的な性格だよなー……まあいいや、行くか」

　タイムリーにパパラッチ云うん々ぬんという話題が出た直後ということもあって、軽い口く調ちようとは違い慎しん重ちような足取りで秋晴は葉を掻かき分けて進んでいく。すぐ後ろからセルニアがついて来る気配もする辺り、やっぱりこのドリルさんには大人おとなしく待っている気など無いらしかった。

　幸いなことに大した苦労は無く、大きな音も立てずにこそこそと進むことに成功。

　すると、少し視界が開けた先に、背せ丈たけを優ゆうに超えるサイズの横に長い大きな岩が鎮ちん座ざしていた。どれくらい横幅があるのかというと、パッと見の感想だと大型トラックくらいの長さはありそうに思えたくらい。

　意外なものが目の前に出て来て、秋晴は思わずセルニアと顔を見合わせた。

「この先が湖、か？」

「恐らくそうですわね。丁ちよう度ど良いですわ、二ふた手てに分かれますわよ」

「おぉ？　わざわざ、どうして？」

「もし不法侵入した賊ぞくがいた時、取り逃がさない為ために決まってますわ！」

　当然のように言うセルニアだけど、どうやら『賊』がいたとして自分が危険な目に遭うとはちっとも想像していないらしかった。

　あまりにもセルニアらしい思考に、秋晴はしばし考えてみて、

「……おっけ。じゃあ俺おれは左からな」

「私は右、ですわね。くれぐれも失態を演じぬよう心掛けておくことですわ」

　何な故ぜかやられ役のライバルみたいなことを言って、セルニアはさっさと右手側へと歩いていく。

　それを見てから、秋あき晴はるも動き出す。こそこそとパパラッチが潜ひそんでいたら、さくっと倒してやるとしよう。下へ手たな男よりも絶対に強いセルニアならそう危険は無いだろうけど、一応女だしその点を踏まえて気をつけてやらないと。あとあいつにやられるよりは自分がやってやった方が怪け我がの度合いも軽くて済むから、覗のぞき屋としても有り難がたいはず。

　むしろこれは一種の善行と言えるんじゃないかなー、と思いながら秋晴は岩に沿って進んで行く。

　そして岩の端はしまで辿たどり着いたところで、ひょいっと向こう側を見た。

　あったのは、やはり湖。

　ボクシングとかプロレスのリングより少し広いくらいの面積で、木々の間から差し込んでくる陽光を反射して光るように水面が輝いていて──

　その中心に、一つだけ動くものがあった。

　濃こ紫むらさき色いろの服を纏まとい、水浴びをする……女性の姿が。

　素顔で、しかも殆ほとんど服を着ていないから一いつ瞬しゆん誰だか分からなかったけど、あれはアイシェだ。どうやら水の中に潜もぐっていたらしくて、ゆっくりとした動作で立ち上がりながら、木の陰から差し込んでくる僅わずかな日の光を浴びてキラキラと長い髪かみを輝かせていた。

　纏まとっているのは薄うすい襦じゆ袢ばんのような衣ころも一枚だけみたいで、それが濡ぬれているもんだからバッチリ体のラインが見えていて──
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　その姿すがたに、秋あき晴はるは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまうしかない。ほぼ半はん裸らとはいえ、出会った時や部屋に強きよう襲しゆうをかけてきた時に比べれば露出は少ない……はずなのに、なんだろうこの異常なくらい淫いん靡びな印象は……！　下へ手たに肌はだが露出しているより、素顔の彼女が濡れている今の方が物もの凄すごくイケナイ感じがするのが原因なのか……!?

　思わず見入ってしまっていた秋晴の視線に気付いたのか、こちらを向いたアイシェの紫がかった瞳ひとみと、目が合ってしまい──

「……………………」

　あろうことか、微笑ほほえまれてしまった。

　……や、あの、普通なら悲鳴とか慌あわてて水面下に体を隠かくすとかそーいう反応をするもんだろーに、どうしてそこで笑顔ですか。

　勿もち論ろん秋晴としても悪気なんか一ひと欠片かけらも無かったとはいえ、流石さすがにこんな反応をされてしまうと、どうしていいのか分からなくなって、

「──ちょっと、何をぼさっと見てますのっ?!」

「のぉぁっ!?」

　ほぼ対岸にあたる所に現れた見慣れたドリルさんが、目の覚めるような怒声を。

　かなり離れてはいるけど、秋晴には分かる。あれはガチで怒っている顔だ。きっと眉まゆ毛げは吊つり上がっているし、牙きばでも生えるんじゃないかって感じで歯を剥むいて威い嚇かくしているに違いない……！

　でもおかげで目が覚めた。事故とはいえ、沐もく浴よくしているところをじっと見入るって、そんなのただの変態だ。

　自分のしていることが急に恥ずかしくなって、秋晴は慌あわててそこから離れようと、アイシェから目を背けるようにして振り返り、

　──何な故ぜか背中をドロップキックで強きよう襲しゆうされたような衝しよう撃げきに、水面へ強制ダイヴする羽は目めになった。

　カンフー映画のキャラみたいにバタつきながら結構な距離を飛んで、ボバチャァッ！　と派は手でな水音を立てながら突っ込む。

「ごはっ…………ぃ、一体、何が……!?」

　口の中に入って来た水を吐はき出しながら立ち上がるものの、それでも秋晴は何が何やらさっぱりだ。

　今の感かん触しよくは間違いなく背中を蹴けられたもののはずだけど、この島でそんなことをされる理由が分からない。唯一やりかねないと思うセルニアはポカンとこっちを見ているし、すぐ近くにいるアイシェは驚いたような顔をしているし、こんなことをやるような人物なんて、

「ああっと、どうなさいました旦だん那な様さま！　アイシェお嬢じよう様の沐もく浴よく姿すがたに心奪われて飛び込むだなんて、情熱的にも程ほどがありますよ旦那様！」

　……………………うん、いた。

　白々しい声に振り向けば、さっきまで自分がいたはずの辺りに、マーダー侍じ女じよ改めドロップキック女が。

　口元に手を当てて『まぁ驚いた！』って感じのアピールをしていやがるけど、どこをどう考えても犯人はこいつです。

　衝しよう撃げきの割にそこまで痛くない背中をさすりながら、秋あき晴はるは毎度のことながら問題行動を起こしてくれるヘディエを睨にらみ、

「本気で何してくれやがるんだ、あんたはっ!?　つーかどっから現れた?!」

「いつも主人の側そばに控えておくのが侍女の務め、どこからでも現れてみせます、ええみせますとも」

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのはこの際いいとして、なんで蹴けりやがりますか!?　おかげで、こんなっ………………ええと、こんな……」

『お前の主人のアイシェにぶつかりそうになっただろうが』──と盛大に文句を言ってやるつもりだった秋晴は、そこでアイドリング状態に。

　何でかというと、すぐ近くにアイシェの姿すがたがあったからだ。濃こ紫むらさき色いろの長襦じゆ袢ばんのような肌はだ着ぎを纏まとっているのは分かっていたけど……体のラインが出ているだけじゃなくて、ちょっとした小さな凹おう凸とつまで浮かび上がるように見えてしまっていて、これは下へ手たすると全ぜん裸らよりも際どいかもしれない……！

　水を吸い、肌はだにピッタリと張り付いた薄うすい衣服のパワーは、たぶん瞬しゆん間かん出力だとＦ１カーのエンジンを超える。しかもそれを纏まとっているのが淑しとやかで儚はかなげな印象すらある深しん窓そうの令れい嬢じようときたら、そりゃあもう──

「ってぇ!?　なっ、何を投げやがった、おいっ?!」

「小石を投げられる程度で済んでいるうちにそこから離れなさいなっ！　今の目つきは、確実に痴ち漢かんの目ですわ！」

「ち、痴漢違うっ、今のはそう、芸術作品を愛めでるような気持ちでだな、」

「芸術を邪よこしまな気持ちで汚けがすような頭は、やっぱり割るしかありませんわよっ！」

「割るっ!?　本気で殺す気かおい?!」

　やると言ったら本気でやりそうなセルニアに全力で突っ込みを入れておいて、秋晴は慌あわててその場を離れようとして、

「な──んぶっ!?」

　どうしたことか足が上う手まく動かず、そのまま目の前にいたアイシェへと倒れかかってしまう。

　危うく水面に押し倒してしまいそうだったけど、ほっそりとしたアイシェの肩かたを掴つかんで何とかそれは阻そ止し。

　秋あき晴はるはホッと安あん堵どの吐と息いきを吐はいて……服は濡ぬれているのに温かな彼女の体にドキドキしながら、慌あわてて離れようと──

「……って、なんだこれ?!　いつの間にか足が結ばれてっ!?」

　またも突っ掛かるような感かん触しよくに下を見れば、足首の辺りを紐ひもでガッチリと縛しばられていた。湖に突き飛ばされて起きる時にはこんなことになってなかったはずなのに、一体いつの間にこんな……しかも足の自由が利かない上にバランスを崩くずしたままだから、体勢を立て直してアイシェから離れることすら難しい。

　何がどうなっているのかさっぱり分からず混乱する秋晴の耳に、やや遠くから挟はさみ込むようにしてわーぎゃーと騒ぐ声が。

「ちょっと何をしていますのっ?!　本気でかち割って差し上げますわよ!?」

「まあまあお嬢じよう様さまの魅み力りよくにぐらついてしまったのでしょう。それならば仕方ありません、何しろ相手はお嬢様、誰よりも素す敵てきなアイシェお嬢様ですから！」

「いやこれは足が──って、あんたの仕し業わざだろヘディエっ！」

「あらあら何を仰おつしやるのですか旦だん那な様、濡ぬれ衣ぎぬは時として極刑、アラビア砂漠で干ひ物ものになるまで日光浴ツアーにご招待になりますが」

「怖っ!?　いやでも、あんたさっきと同じ立ち位置にいる癖くせに全身ずぶ濡れになってるじゃねぇか！　それ絶対に潜もぐって足を縛りやがったからだろっ!?」

「そんなことはいいからさっさと離れ──ああもうっ、仕方ありませんわねっ！」

　秋晴が犯人糾きゆう弾だんの猛もう抗議していると、痺しびれを切らしたのかセルニアはザブザブと荒っぽく湖の中に入ってきた。

　いつものことながら迫力の怒り顔でやって来たセルニアは、ぐいっと秋晴の服の襟えり足あし部分を引っこ抜くようにしてアイシェから引き剥はがしてくれて、

「全く貴方あなたはいつもいつも……ほらっ、行きますわよ！　そしてお仕置きタイムですわっ。破は廉れん恥ちな行為は犯罪だということを体に教え込んであげますわ！」

「うごぇっ……、首、絞しまって……！　あと足がっ……」

「いちいち注文が多過ぎですわっ。ぐずぐずしていたら崖がけから突き落として鮫さめの餌えさにして差し上げましてよっ!?」

「おっ、待て!?　足が縛られてて……だあぁっ、待てって！」

　捉とらえようによっては殺人予告にも聞こえる発言をするセルニアにそのまま引きずられ、秋晴は水の中で跳びながら移動するというえらく疲れることをする羽は目めになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　本気で崖がけの方へと向かおうとするセルニアをどうにか宥なだめ、足の自由を奪ってくれた紐ひもを解いた秋あき晴はるは、気まずい雰ふん囲い気きのまま島内を巡めぐり。

　日が暮れる前にログハウスへ戻り、夕食やら風ふ呂ろやらを頂いて、心身の疲れを感じながらもリラックスし始めた頃──

「ちょっと!?　それはどういうことですのっ?!」

　ログハウスどころか島中に響ひびき渡りそうな大声を出したセルニアは、横から見ると耳まで真まっ赤かになっていて、流石さすがは瞬しゆん間かん湯沸かし器だなぁと思わせてくれた。

　……そんな客観的なことを考えて余よ裕ゆうぶっこいていられる状況じゃないのに、こうして秋晴が大人おとなしくイスに座ったままなのには、ちゃんと事情がある。説明すると情けないにも程ほどがあるけど、事情が。

　それは何かというと、

「どっかに頭ぶつけたら、実は夢でしたって展開にならないかなぁ……」

　──厳しすぎる現実から半ば逃走中だからなのでした。

　しかし易やす々やすと逃げさせてはくれないようで、キッと鋭く睨にらんだセルニアが、気の弱い犬なら腹を見せて服従を誓ちかいそうなくらいの迫力でこちらへと近付いて来て、

「……秋晴、貴方あなたはどうするつもりですの？　まさかとは思いますけど、あの方達の言う通りにするなどとはっ……！」

　えらく怖い顔で、そんなことを言ってくる。轟とどろきならここで『折せつ角かくの美人が台無しやで？』とか言いながら触さわるか覗のぞくかのセクハラ行動でお茶を濁にごした挙げ句に殴なぐられるんだろうけど、そこまでチャレンジ馬鹿にはなれない秋晴はストレートに返すことにした。

「そりゃあ勿もち論ろん、俺おれとしては遠えん慮りよしたいところだが……」

　言って、ちらっとアイシェを見る。

　ヘディエを経由して問題発言をしてくれた彼女は、既すでに寝間着に着替えていた。もう夕飯も風呂も済ませた後だからそれ自体は別におかしくもなんともないけど……一応男が一人混ざっているこの場で、薄うつすらと肌はだが見え隠かくれするようなお召めし物は如何いかがなものでしょーか。ガウンを羽は織おってくれてはいるものの、思春期の身には目に毒過ぎる。

　そんな秋晴の心境を知ってか知らずか、素顔のアイシェは楚そ々そとした佇たたずまいのままじっとこちらを見ている。

　完全防備状態じゃなくなってもやっぱり喋しやべってはいけないらしく、そのすぐ後ろに控えたヘディエが代わりにといった感じで口を開いた。

「却きやつ下かです、そのようなことは認めることが出来ません」

「何な故ぜですのっ!?　寝室は二つあるのでしょう?!」

「ええその通りです、フレイムハート様さま。しかし一つはアイシェお嬢じよう様のお部屋、もう一つが客間となっておりますので何もおかしなことは言っていないはずですが？」

「何をぬけぬけとっ……！」

　口元に微笑を湛たたえて平然と言うヘディエに、歯を剥むいたセルニアが、




「秋あき晴はるとアイシェさんが同室だなんて、問題があるにも程ほどがありますわっ！」




　怒ど濤とうの勢いで噛かみ付かんばかりに抗議の声を上げた。

　……うん、まあ、嫌いやな予感はしてたんだ。散策の後も、夕飯の時も、風ふ呂ろの時も、何一つとして決定的な問題は起こらなかった。それが逆にどんどん不安を煽あおってくれていたので、この突飛な状況にも混乱せずに、ただ人生の儚はかなさを噛み締めるだけで済んでいる訳だ。

　……とはいえ、いつまでも逃とう避ひばかりしてはいられないので、秋晴も抗議に参加する。

「アイシェの部屋にベッドが二つあることは分かったけど、どうしてそこをセルニアが使っちゃいけないんだよ？」

「それこそ大問題です、前代未み聞もんのことですよ旦だん那な様。お嬢様と同じ部屋で夜を過ごしていいのは不ふ肖しようながら侍じ女じよであるこのヘディエと、夫または添い遂げる予定の相手である男性のみで、同性はおろか家族ですら不可です」

「…………むぅ」

　戒かい律りつ上の問題を出されるとどうにも返しづらく、秋晴は助け船を求めるようにセルニアを横目で見た。だが、どうやらドリルも言葉が無いらしい。不満全開な表情で唇くちびるを噛かんでいるだけだった。

　こうなると頼りになるのは己だけ。相手はとんでもなく手て強ごわいけど、そんなことを言っている場合じゃない。

「あー、あれだ。客間はセルニアが使うとして、俺おれはリビングで適当に寝とくから、それで良くないか？」

「それですわっ。とてもお似合いの待たい遇ぐうですわよ！」

　……ナイス応援ありがとう、後で覚えてやがれよこのドリル……！

　秋晴が涙なみだを呑のんでいると、アイシェが少しだけ悲しげに眉まゆを顰ひそめて静かに首を横に振った。それに続いてヘディエが、

「まあまあ旦だん那な様、自分の価値を良くお分かりで──と言いたいところですが、そんなことはさせられません」

「へ？　なんでだ？」

「旦那様が床ゆかで寝るというのに、お嬢様がベッドで眠ねむるなど出来るはずがありません。その場合、お労いたわしいことにアイシェお嬢じよう様さまは自分も冷たい床ゆかでお眠ねむりになると仰おつしやるでしょうし私にも止めることは出来ません」

「うおぃ…………そんな、馬鹿な……」

「馬鹿なことを言っているのは貴方あなたの方ですよ旦だん那な様。ちなみにですがお嬢様にそのような行為をさせた場合、このヘディエ、嘆くあまりにうっかり旦那様を永遠の眠りにご招待してしまうかもしれません、悪しからず」

「いや悪しからずじゃねぇっ!?」

　またもさらっと殺人予告ですよ。本当に物騒すぎる侍じ女じよで泣けてくる。

　しかし……アイシェと同室で寝るだなんて、そんなのピンチ過ぎる。一学期は何とか無事に切り抜けたとはいえ、あんな清せい楚そでたおやかな美人のアイシェと同室で一夜を過ごすだなんて……正直な話、深み閑かんの過激特訓メニューを二十四時間耐久でこなすよりもキツイって。

　そう思っているのに秋あき晴はるが声を荒げて反論しないのは、自分以上にヒートアップしているセルニアの存在があるからだ。

「──何ならフレイムハート様、客間で旦那様とお二人で就寝なされますか？　客間にはベッドは一つしかありませんし旦那様が床を使うようなことはさせられませんので、消去法でお二人で同じベッドを使うことになりますが」

「なっ……!?　そ、そんな却きやつ下かですわあり得ませんわよっ！」

「あらそうですか、ならば仕方がないですね。それでは旦那様はアイシェお嬢様と同室ということで」

　一方、止とどめと言わんばかりに、ヘディエとセルニアの間でも話が進んでいた。

　やっぱりというか、セルニアじゃこのマーダー侍女の相手はキツそうだ。相あい性しようが悪すぎる。ドリルだけじゃなくて朋とも美みがいたなら多少はやり合えそうだけど、それでも口論になったら最終的に勝つのはヘディエな気がするし。

　悔くやしげに口元を歪ゆがめたセルニアに、秋晴はどう声をかければいいか分からずに沈ちん黙もくしたまま見守る。励ますのが正解なのかもしれないけど、この場合はなぁ。こっちが励まして貰もらいたいくらいだしなー。

　……などと思っていると、ドリルさんはギラッと凄すさまじい怨おん念ねんを込めた目をこちらへと向けてきて、しかも座っている秋晴を持ち上げようとするくらいの勢いで胸むな座ぐらを掴つかみ上げて、ドスの利いた声で、一言。

「……万が一、間違いがあるようなことがあれば…………分かってますわね!?」

「…………イエッサー」

　鬼おにでも仕留めに行くのかって訊ききたくなるような迫力で言われれば、もうそんな返事しか出来ず。

　秋晴は死刑台に上るような心境になりながら、救いを求めるようにアイシェへと視線を送った。

　すると微笑ほほえみと共に、深々と丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをされてしまう。

　……さてこれはどういう意味で捉とらえればいいんだろーな？　頭の中では『どうぞよろしくお願いします』って声が自動再生されたけど、何をどうよろしくなのかがポイントですよ？

「さあさあ皆様、明日あしたは早くに起きて移動しなければなりません、そろそろ就寝なさって下さいませ！」

　一人元気の良い声を出すヘディエに押されるように、セルニアはもう一度『お前よ、分かってんな？　ああ？』と言わんばかりの視線をくれてから、ようやっと胸むな座ぐらを掴つかんでいた手を離し、「……フンッ」と鼻息荒く客間へと消えて行った。

　やれやれだと秋あき晴はるが皺しわのついたシャツを延ばしていると、にこにこ笑顔のヘディエが近づいて来るという、とても背筋が寒くなるようなイベントが。

「では旦だん那な様さまはアイシェお嬢じよう様のお部屋へどうぞ。遅くなりますとお嬢様の肌はだと健康に悪影響が出ますので、とっとと移動しやがって下さいこの薄うす鈍のろ野や郎ろう様」

　……良かった、いつもの真っ黒対応だった。貶けなされてホッとする自分がなんだか末期な気もするけど、人の良いヘディエなんて純真無む垢くな朋とも美みと同じくらいぞわっとするもの。

　急せかされて渋しぶ々しぶながら立ち上がると、秋晴は指し示された部屋へと移動する。ご丁てい寧ねいなことにヘディエがドアを開けてくれたので、やっぱり薄うすら寒いものを感じながら、部屋の中へと足を踏み入れ──

　そしてそのまま、固まった。

「……………………………………おい」

「どうなさいましたか旦那様、早くして下さいと申し上げたのに無視ですかシカトですかいい度胸ですね？」

　ボウガンの矢みたいに鋭く刺ささる言葉も、今は殆ほとんど耳に入らない。

　目の前の事実がショック過ぎて、秋晴は壊こわれかけの仕掛け人形みたいな動きで首を回し、満面の笑みを浮かべているヘディエへゆっくりと問い掛けた。

「…………なあ、俺おれの目がおかしくなっていないんなら……二つのベッドが、くっついているように見えるんだが？」

「安心して下さいませ、節ふし穴あなにも程ほどがある旦那様の両目ですが、その件に関しては間違いありませんので」

「……ベッドが、二つの、意味は、どこへ!?」

「意味とはまた不思議なことを訊たずねるのですね。お嬢様一人ならともかく、お二人で寝るには少し手て狭ぜまなので用意したまでですが、何か問題でも？」

「問題しか残ってないわ！　なんでベッドを離してないんだよっ?!」

「なんで、と言われましても困ります。ちゃんと器具で固定して、離れないようにしておきましたよ？」

「……………………………………………………なん……」

　いけしゃあしゃあと返すヘディエに、いよいよ秋あき晴はるは言葉を失った。嫌いやな予感はしていたけど、まさかここまでとは。

　つまり、あれか？　あれですか？　かろうじて普通のダブルベッドより広くなっているあそこに、二人で仲良く寝ろと？　健全でうら若くてお年頃な男女が？　しかも片や神秘的な美び貌ぼうで『何をされても平気です』と言わんばかりに微笑ほほえんでいる年上女性で、こちとら理性と本能が危ういシーソーでふらふらな男ですよ？

「──それではアイシェお嬢じよう様さまおやすみなさいませ、また明日あしたの朝にお会い致しましょう」

　礼儀正しく主人に頭を下げた後、ヘディエは部屋のドアを閉めようと──

「いや待てっ！　待ってお願い！」

「もう何ですか夜中だというのに騒がしい。そんなに元気が有り余っているのなら、この後存分に──」

「うるせえ黙りやがってくれませんか!?」

「あらまあ旦だん那な様、言葉遣づかいがメタメタですよ？」

「そんなことよりっ！　お前、ヘディエは、どこにっ?!」

「勿もち論ろん、外で警護に当たらせて頂きます。外がい敵てきへの備えは万ばん全ぜんを期しているとはいえ、予想外のことが起こると困りますので。何か用事があればすぐに参上致しますよ」

「のっ………………、…………お……」

　さらっと言いのける侍じ女じよに、秋晴は思考回路をやられて言葉が継げなくなる。

　それを勝手に『質問は済んだ』と判断したのか、ヘディエはドアを閉め……たと思ったら、少しだけ隙すき間まを開けて、

「ああそうそう、ここの壁は防音性にとても優れていますので安心して下さいませ？」

　何の注意だか意図は分かるけど認めたくはない言葉を残して、今度こそ本当にドアを閉めてしまった。

「……………………」

「……………………」

　そして静せい寂じやくの中。

　秋晴が呆ぼう然ぜんとしている前で、アイシェは部屋の奥にあるフロアライトの控えめな光量を頼りに歩いて、辿たどり着いたベッドへと上がった。

　寝台の上で、ちょこんと正座をしてこちらを見つめるアイシェという光景に、秋晴は無意識の内に唾つばを飲み込む。

　──もしかしてそうなんじゃないかなー、とは薄うす々うす感じていた。

　いやでもまさかそんな、と否定し続けて、心のどこかでは絶対に認めまいという意識もあったに違いない。

　だけどこの状況では、もう潔いさぎよく認めるしかない。

「……………………………………嵌はめられたぁ…………！」

　いつから、どこから仕組まれていたのかは分からないけど、ここまで状況が揃そろえばもう間違いない。なんだベッドが固定されてるって。そんなの、どう考えても元からの訳がないって。島で出された食事にしてもそうだ、よくよく思い出してみたら、あのスープは豆を一晩近く水に浸す下準備が必要だったはず。つまり遅くとも昨日きのうの段階で計画は始まっていたってことだ……！

　悔くやんでもどうにもならなくて、秋あき晴はるはよろよろとベッドへと向かう。自分が横にならない限り、たぶんアイシェは座ったままだ。いくらこの状況が仕組まれたものでも、そんなことになるのは忍びない。

　おっかなびっくり、アイシェとは出来るだけ離れるように反対側からベッドの上へ行くと、秋晴は彼女に背を向ける形で寝転がり、深呼吸をして気持ちを落ち着かせることにした。

　──そうだ、いくらヘディエが朋とも美み並みに策さくを弄ろうしたとしても、自分が手を出さなければいいだけの話だ。ここは自制心の、従育科で鍛きたえられた鉄の意志の見せ所なわけだよ。

　それにもう一つ、試してみる価値のあるものが。

　アイシェとの直接交渉という、マーダー侍じ女じよの邪じや魔まが入らない今でしか出来ない方法が残っている。

　なので動揺が少しは収まった頃合いを見計らい、秋晴は寝返りを打って、

「なぁ、アイ……っ!?」

　呼びかけようとしたその人の顔が、なんとすぐ目の前に。誇張じゃなくて、きっと十センチくらいしか開いてない。

　アップで見ても変わりなく綺き麗れいな顔に呼吸が詰まって、咳せき込みそうになるのを秋晴は何とか堪こらえる。

　でも近い、限りなく近い。息が触ふれ合うどころか、体温すら感じられる距離ってどういうことですか。しかもバッチリ目が合ってるって。

　慌あわてて仰のけ反ぞるように距離を取るけど、すぐ後ろがベッドの端はしなので、心臓に悪い近さになってしまう。

　それでもさっきよりはずっとマシだとポジティヴ思考で自分を叱しつ咤た、秋晴は薄うす闇やみの中でも映えるアイシェの瞳ひとみを真まっ直すぐに見ながら口を開いた。

「あ、あの、な…………こういうのは、なんというか……よ、良くないんじゃないかなー、って……」

　──自分でも驚きのしどろもどろ具合だった。

　頭だけじゃなくて舌したも上う手まく回らない。なんというプレッシャーの弱さだと、自分のことながら情けなくて殺やられる前にうっかり死にたくなる。

　泣いて済むなら号ごう泣きゆうしてしまいそうな心境だけど、生あい憎にくとそれじゃどうにもならないので、気合い一発、深み閑かんの大事にしている手作りルアーを奪取するくらいの覚かく悟ごを決め、

「ほらっ、やっぱりあれだ！　勉学に勤いそししむべき高校生なんだから、節度とか貞操観念とか大事だと思うわけだよ！」

　明治生まれかお前は、と自分に突っ込みたくなるけど、そこはぐっと堪こらえて、

「それに……そうだ、肝かん心じんなのは互いの意思っていうか、双そう方ほうの了解があってこそっていうか……っ!?」

　必死に、だけどそうとは見えないよう限りなく無む駄だっぽい努力も重ね、渾こん身しんの説得をしていた秋あき晴はるの言葉は、途と中ちゆうで止められてしまった。

　正確に言えば、ただアイシェが静かに迫ってきただけで動けなくなるという、とても情けない事態に陥おちいっていた。

　徹底抗戦を訴える意思とは裏うら腹はらに、魔ま法ほうをかけられたように動かない体に秋晴自身も驚きよう愕がくしていると、

「…………」

　静かに、ゆっくりと、アイシェの顔が近付いて来る。

　再び体温が行き交うエリア内に入ってきた彼女に、秋晴は息を呑のむだけで視線すらろくに動かせない。

　うわもう何これどうしてこの人こんな鼻をくすぐるような甘あまい匂においさせてんだよ──と混乱しまくりな頭では、とてもじゃないけど打開策なんて思い浮かばず。

　そのまま、抵抗らしい抵抗も出来ず……ぴとっ、と寄り添われてしまった。

　おまけに超至し近きん距離から見上げてくるという必殺技のコンボまで炸さく裂れつで、小さな唇くちびるが微かすかに震ふるえて、

「……どうか、ご安心下さいませ」

　ちっとも安心なんて出来ない状況で、そんなことを言われてしまう。久しぶりに声を聞いたことで、あわや不整脈な事態に陥っているというのに、なんて無茶な。

　オーケー落ち着けと自分に言い聞かせ、秋晴は頷うなず……こうとしたけど、顔が近くにありすぎてそんなことをすれば大変な事故がクラッシュなことになってしまうので慌あわててストップ、更にあっぷあっぷな状態になる。この情けない生き物が自分っていうのがどうか嘘うそであって欲しいところです。

　対照的に、ほぼゼロ距離の位置にいるアイシェは静かな微笑をみせていて……それにまた心臓が勝手な動きをするから始末に負えない。

　一杯一杯な秋晴が何も返せずにいると、謎なぞの発言をしたアイシェが目元を柔やわらかく緩ゆるめ、




「……秋あき晴はる様さまがお望みにならないのであれば、私の方から無理に関係を強しいるつもりはありません。今宵こよいも、これからも」




「…………………………な、ん……？」

　ここまでしておいての不発弾発言に、秋晴は目を瞬しばたかせてしまう。

　いやまあ確かにソレを避けたかった自分としては喜ばしい展開だけど……おかしくないか、これは？

　鼓こ動どうの高鳴りも期待と不安が絢ない混ぜになった混乱も、見せ場を過ぎた花火のように色褪あせていく中、何が何やら分からなくなった秋晴の耳に、三度アイシェの細い声が届く。

「……ですが今宵は、この一夜だけは、こうして同どう衾きんすることを許して下さいますか？」

「ぅ、あ……？　…………ど、同衾って、ただ一緒に寝るだけだよ、な……？」

「……はい、その通りです。勿もち論ろん、秋晴様の気が変わられたのであれば、その先も──」

「いや添い寝だけで十分だからっ！　自分それだけでもお腹なか一杯ですから！」

　慌あわてて否定を重ねると、微かすかに笑うような声が聞こえて来て……

　そしてそのまま、アイシェは目を閉じた。

　秋晴はまじまじとその顔を凝ぎよう視しして──この人小さくて柔らかそうな唇くちびるしてるよなー、とか余計な感想を挟はさみつつも、ちゃんと観察し──狸たぬき寝入りをするつもりではなさそうだと結論付けた。

「…………………………」

　声を殺して、ゆっくりと息を吐はいて……それからようやく、安あん堵どする。

　良かった、一時はどうなるかと思ったけど、決定的な事態にはならずに済むらしい。そりゃあアイシェのような綺き麗れいで気立ても良さそうな女性にアプローチされて、しかも一線まで越えるというのは本当なら望んでも叶かなうはずも無い夢のような出来事だけど、そこに人生が掛かってくると流石さすがに話は別になるから。

　もしも無理矢理に、もっと積極的に迫られていたらどうなっていたかは…………うん、正直我が慢まん出来る自信はあんまりない。

　やー、ただ一緒に寝るだけで済んで、本当に、

「──もう一つ、我が儘ままを申し上げても宜よろしいですか？」

「ぇあ!?　な、ん…………か、軽いものなら……」

　ちょいと油断したところを急に話し掛けられて秋晴が動揺を隠かくせずにいると、アイシェが瞳ひとみを開けてこちらの目を覗のぞき込んでいた。

　しかもここに来て、何な故ぜか恥じらうように視線を外し、か細い声で囁ささやいてくる。

「秋晴様の手を……握にぎっていても、宜しいでしょうか？」

「…………手、を？　それは、まあ、別にいいけど……」

　正直どんな無茶な要望が出てくるんだろうと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたので、思っていたよりもずっと軽い内容に、ほぼ反射的に秋あき晴はるはオッケーしてしまう。

　自分が何を許可したかに遅れて気付いて慌あわて…………まあでもいいか、と思い直す。

　今こうして一緒に寝ているってだけでも、とんでもない異常事態だ。さらにヤバイ域にいくような展開になるのと比べれば、ちょっと手を握るくらいは──っ!?

　甘あまかった、と秋晴は瞬しゆん時じに後悔させられた。

　そっと、雪ウサギか雛ひな鳥どりでも掴つかむかのように手を握られるのは、思っていた以上に心地良くて、

「…………」

　超至し近きん距離でアイシェが恥ずかしそうに微笑ほほえむというおまけ付き。

　目を閉じてくれたから見つめ合うようなことは無くなったけど、それでもこの状況はかなり恥ずかしい……！

　しかも予想外の攻こう撃げきは、それだけでは終わらなかった。

「っ、っ、っ……?!」

　突然の感かん触しよくに思わず声を出しそうになって、秋晴は慌てて左手で自分の口を塞ふさいだ。

　何がどうしたのか、そーっと視線を落として確認すると……なんということか、アイシェに握られていた右手が、彼女の胸にしっかりと抱かかえられていた。
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　柔やわらかくてしっとりと冷たい感かん触しよくはそれだけで十分凶きよう器きに値する……けど、そんなことよりもヤバイのは、その姿すがた。

　いつの間にやらガウンを脱ぬいで薄うすいネグリジェのような物だけしか着ていないアイシェが、こちらの手を握にぎって幸せそうに目を瞑つむっている。

　これが脳を内側から引っかき回すくらい、秋あき晴はるの男心をくすぐりまくって、なんかもうえらいことになっていた。

　まずい、下へ手たに脱ぬがれたり体をくっつけてこられるよりも、こっちの方がずっと破壊力がある……！

　しかも良く見れば、ネグリジェの下に付けている下着が、昼前に買った例のアレっぽい。刺激的に透すけ透けなアレを装備していらっしゃるなんて……！

　今はまだ夜も十時前で、いくら早起きするとはいえ日が昇る前に出発ということは無いだろうから、およそ四し半はん日にちは就寝タイムのはず。

　──六時間も、この生殺し天国地じ獄ごくサンドイッチを耐え切れと……!?

「……………………ん……」

　悩ましげな声なんかも聞こえたりするこの空間がどれほど過か酷こくな試練の場なのかをようやくで認識し、秋晴は絶望的な気分に陥おちいった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──あらあら旦だん那な様さま、随分とお疲れのご様子ですね？」

「…………………………うっせぇ……」

　覇は気きなんか一ミクロンも無い声でそう返すのが、今の秋晴には精一杯だった。

　後ろ手でドアを閉め、ログハウスの壁にもたれ掛かるようにずるずると腰こしを下ろす。そして魂たましいを吐はき出しかねない、大きなため息。南の島とはいえまだ日が昇るにはたっぷり時間が残っているので、湿しめった夜風が冷たくて気持ちいいのが救いと言えば救いだ。

　そんな自分の様子にクスクスと笑う根性の悪い侍じ女じよを睨にらみつけるけど、あのヘディエがその程度のことを気に留めるはずもない。

　こっちが座っているということも手伝って、思い切り見下された状態だった。

「……しかしその様子を見るに、お嬢じよう様の誘ゆう惑わくには耐え抜いたようですね？　とんだ種無し野や郎ろうと貶けなして差し上げるべきか同性愛者に変へん遷せんする素質十分ですと褒ほめるべきか、これはなかなかに難しい問題です」

「何も難しくねぇよっ!?　……ったく、どこかの誰かが企たくらんでくれやがった陰いん謀ぼうのせいで、どれだけ辛つらい思いをしたか……」

「ですがお嬢じよう様さまからは迫って来なかったのでしょう？　本当にあの方は女め神がみよりも優しく海よりもおおらかな精神の持ち主で、侍じ女じよとしては嬉うれしい限りですよ」

「あー、そこだ、そこ。俺おれが訊ききたかったのはそこだ」

　わざわざアイシェが熟じゆく睡すいしたのを見計らって、慎しん重ちように慎重を重ねてゆっくりと体を引き剥はがして外に出てきたのは、単に自制心の防衛ラインがだだ崩くずれの末期状態だったから、ってだけじゃない。その危機も相当なもんだったけど、それよりもヘディエに訊きたいことがあったからだ。

「これを仕組んだのはあんただろ？　なのにどうして、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな……」

「お嬢様の御意思を尊重すればこそです、それ以上もそれ以下もございません」

「……どういうことだよ？」

「旦だん那な様との婚こん姻いんを望むアイシェお嬢様のお気持ちは本物ですが、ただ添い遂げたいのではなく、貴方あなたに自分を選んで貰もらいたいと思っていらっしゃるのですよ。だから一学期の時も、大だい地ち様という邪じや魔まが入らなかったとしてもお嬢様の方から最後の一線を越そうというつもりは無かったのです」

「…………んなこと言われても、なぁ……」

　十分すぎるアグレッシヴな攻こう撃げきを受けた身としてはため息を吐つくしかない。

　大体、秋晴が分からないのはそれだけじゃなくて、もっと根本的な部分でさえ理解出来ていなかった。

　だから良い機会だと、変わらぬ微笑を湛たたえているヘディエを見上げ、問い掛ける。

「──なあ、どうしてアイシェはあんなに、俺おれなんかと結婚するつもりになってるんだ？　いや戒かい律りつ云うん々ぬんっていうのはもう分かってるけど、それでも、やろうと思えば事故ってことでセーフになったんだろ？」

「ええその通りです旦だん那な様、良くそのゾウリムシサイズの脳味み噌そで覚えていましたね？」

「後半の言葉は明らかに要いらないだろっ?!　……じゃなくて、理由、理由を教えてくれ」

　重ねて訊たずねると、ヘディエはアイシェが寝ている部屋へと視線を送り、

「アイシェお嬢様が、運命とお思いになられたからです」

「…………運命？　でも、事故だろ？」

「ええ事故です、確かにあれは事故でした──ですがですが旦那様、お嬢様が白はく麗れい陵りように編入なされたのは名門女子校だったからですよ？　昨年に周囲の反対が有りながらも共学化したとはいえ、男子生徒はたったの五人。しかもこのヘディエが常にお側そばに控えているというのに、お嬢様がその素顔を見られるような事故が起こる確率は……果たしてどれだけ微少なものになるのでしょうね？」

「それは…………、……」

　言葉を返そうとするけど、自分で正解だと思えるものが出て来なくて、秋あき晴はるは口を噤つぐんでしまう。

　そこに畳たたみかけるように、

「このヘディエがあのような状況下でアイシェお嬢じよう様さまを一人にしてしまったのも、着替えを用意するたった四十二秒という僅わずかな間にハプニングが起こるなど毛頭思っていなかったからです。お嬢様も、さぞや驚かれたことでしょう」

「…………」

「物心がつく前、それこそ生まれてすぐに洗礼を受けアーフラム教徒となったお嬢様に、自由など殆ほとんどありません。手ずから食事を摂とることも湯ゆ浴あみの時に体を洗うことも許されず、侍じ女じよである私がいなければ大半のことが出来ないのです。

　そんな中、既すでに五人の婚こん約やく者候補もいて高等部を卒業するまでにはどなたか一人に絞しぼられ婚こん姻いんを結ぶはずだったお嬢様が、自分の意思を僅わずかにでも介かい入にゆう出来る可能性が生まれたというのであれば──それは運命と捉とらえても、決して大おお袈げ裟さではないでしょう？」

　朗ろう々ろうと語るヘディエの言葉に、いつも秋あき晴はるを罵ば倒とうする時のような嘲あざけりは一切無かった。それどころか揺るぎ無い目を光らせて主人のことを話す様は、否いや応おうなしに強い尊敬と忠誠の気持ちを感じさせられて、なんだか別人のように映る。

　この人にとって本当にアイシェだけが特別なんだと再認識させられて、秋晴は同じ道を行く先せん輩ぱいの姿すがたを少し眩まぶしく思いながら、それでも言うべき事は言うことにした。

「それで、あんたはいいのか？　婚約者候補って、血筋も財産も凄すごい人達だったんだろ？　それが、どこぞの執事候補生と結婚なんてことになっても」

「ええ勿もち論ろん構いません。このヘディエにとって特別なのはアイシェお嬢様ただ一人、他ほかは喩たとえ旦那様になる方だろうと路ろ傍ぼうの石に過ぎませんので」

　……相変わらず痛烈な侍女さんだった。

　しかもそれだけでは終わらず、不思議そうな目で秋晴を見て、

「旦那様こそ、アイシェお嬢様の何が不満だというのです？　お嬢様と婚姻を結び改宗することになったとしても、得るものに比べれば別に大したことではないでしょう？　その気になれば莫ばく大だいな財産を得ることも、この世で最も貴き女性の一人を妻にも出来、その上で執事という職業を志すことも不可能ではありません。ああ勿もち論ろん、お望みとあらばこれまでの恨うらみを晴らすべくこのヘディエを慰なぐさみ者にしてもいいでしょう。私もアイシェお嬢様も決して文句は言いませんよ？」

「…………あんたな、俺おれをなんだと……」

　どれだけ鬼き畜ちく設定されているのか激しく問い質ただしたい。でも今夜アイシェに手を出さなかったことを察していたっぽいから、これはきっとからかわれているんだろう。本気説も無くはないけど。

　ともあれ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなことを言ってくれる侍女に、秋晴は後頭部を乱暴に掻かきながら、

「……俺おれは、今は一日一日を頑がん張ばるだけで手一杯なんだよ。そりゃあ助けがいるなら手伝いはするが、恋愛や、ましてや結婚なんてしている余よ裕ゆうはどこにもない」

「お嬢じよう様さまと結婚することで余よ裕ゆうが生まれるとしても？」

「そうかもしれないが……いや、やっぱ駄だ目めだな。親父おやじ達の墓前で白はく麗れい陵りようで頑がん張ばるって言っちまったし、まして一人前にもなれてないのに結婚だなんて、相手にも悪いし。これは向こうがなんと言おうが、こっちの問題だ」

　これが単に付き合う付き合わない程度の話だったらもう少し別だったけど、アイシェの場合は三段跳とびでゴールインまでいってしまうから、余計に無理な話だ。

　……しかし、なんでこんな正直に暴露してるんだろうなー？　朋とも美みと同じでこのマーダー侍じ女じよは搦からめ手が得意そうだから、不利になりそうな情報は与えない方がいいに決まってるのに。やっぱ疲れているんだろーか？

　秋あき晴はるが恥ずかしさと後悔に苛さいなまれて頭を抱かかえていると、不意に頭上から笑い声が漏もれ聞こえてきた。

　見るまでもないけど、一応顔を上げてみれば、やっぱりヘディエが口元を押さえて笑っていた。

「…………んだよ？」

「いえいえ何でもございません、ただ少し旦だん那な様の純粋さが面白……心打たれましたので、つい感嘆の声が」

「いや笑ってたよな？　どう考えても笑いものにしてたよな？　ったく……」

　ため息混じりに突っ込みを入れて、秋晴は膝ひざを伸ばして立ち上がった。

「もういい、俺は戻る。アイシェが起きたら約束破ったって怒られそうだし」

「良い心がけです、ついでにそのまま襲ってしまえば良いかと」

「しねぇよっ！　だー、もー、あんただけは……」

「根性無しの旦那様にお褒ほめに与あずかり光栄です。まあ、尤もつとも──」

　ドアを開けてログハウスに入ろうとしていた秋晴は、何やら意味深しんな言葉に足を止めて振り返る。

　すると含み笑いを浮かべた意地悪侍じ女じよが、見透すかしたような目をしていて、

「今宵こよい耐えることが出来たのは、もう一人のお方の影響が強いようですが」

「っ……本当に厄やつ介かいだな、あんたは……」

　不意打ちな上に図ず星ぼしを指されては、もうそのくらいしか返すことが出来ず。

　秋晴は殆ほとんど逃げるようにして中へと戻り、大きく息を吐はいた。

　……全く、アイシェとアイコンタクトだけで意思の疎そ通つうが出来るだけじゃなくて、他人の心まで読めるなんて、魔ま女じよかあいつは。手て強ごわいにも程ほどがあるっての。

　やれやれと頭を掻かいて、秋晴はアイシェの眠ねむる部屋へと戻るべく、ドアへと手を伸ばし……ふと、そのままの姿し勢せいで隣となりの部屋のドアを見た。

　特にネームプレートなどは掛けられていないそこは、客間として使用している部屋。

　今は飛び入りの客が一人、爆ばく睡すいしているはずだった。

　──ヘディエの言う通り、魅力的過ぎるアイシェにギリギリのところで手を出さずに済んだのは、すぐ隣に誰かさんがいるということも少なからず影響していたのは……たぶん、認めざるを得ないことなんだろうなぁ。

「まさかこんな理由で、あいつに感謝する日が来るとはなー……」

　本人は全く与あずかり知らないだろうけど、心の中で礼を言って。

　それから秋晴は、起床の知らせが来るまでの残り時間を耐えるべく、アイシェの寝ている試練の部屋へと入って行った。
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「……朝帰り、ねぇ…………ふーん……」

　そうやってねちっこく言ってくるのは勿もち論ろん朋とも美みで、本当に勘かん弁べんして貰もらいたい。

　とはいえ、昼休みの食堂での奉仕活動中という逃げようのない時なので、秋あき晴はるはただただ耐えるしかないという……いっそ仮病でも使いたいところだった。でもどうせすぐにバレるから、それすら検討の余地だけしかない。

　アイシェ所有の島からヘリで戻り、無事に授業には間に合ったものの、待っていたのはルームメイトの冷たい視線だった。でも、珍しいことに大だい地ちも眠ねむそうな顔をしていたから、きっと心配してくれていたに違いないので、秋晴は素直に謝罪するしかなかった。

　それはまだいいものの、轟とどろきが色々と邪じや推すいしまくってきて、それに反応して四し季き鏡かがみまで取り乱して、ちょっとしたパニックになったのはどうなのか。

　授業時間になって大人おとなしくなったと思ったら、今度は朋美が絡からんできて。

　しかも洞どう察さつ力が鋭い腹黒さんは、

「ハディム先せん輩ぱいの島ね……わたしとしては、そこにセルニアさんも居たってことが気になるかなぁ」

「…………」

「しかも、彼女も少し眠ねむそうにしていたわね。枕まくらが変わって眠れなくなるタイプじゃないのに、おかしいわねー？」

「…………」

「それに、普段に比べると口数も少ないし……何かあったのかしら？　ねぇ、秋晴？　あなた、心当たりとか無い？」

「…………な、無い……」

　物凄すごく居たたまれない給仕タイムはそれからもしばらく続き。

　秋あき晴はるはその間まるで生きた心地がせず、昨夜に続いて早く時が過ぎることを一心に願うだけの有意義すぎる経験をすることになった。
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「──ちょっと。それ、どういうことなの？」

　電話に向けた声はかなり刺とげ々とげしいもので、優等生の自分しか知らない同級生には絶対に聞かせられない種類のものだった。

　白はく麗れい陵りようの敷地の中で唯一といってもいい、全く他人のことを気にしないでいい寮の自室だからこそ言えたのだけれど、理由はそれだけじゃない。

　朋とも美みが思わずたっぷり険のある声を上げてしまったのは、電話相手が身内で、しかもとんでもないことを言い出したからだ。

『あら、朋ちゃんってば耳が悪くなったのかしら？　それとも、白麗陵に長く居すぎてボケちゃったの？』

　受話口から聞こえて来るのは、こちらの言葉を弄もてあそんで楽しむ、落ち着いた大人おとなの声。

　娘むすめを相手にちょっとどうかと思う発言をしてくれる彩さい京きよう美み佳か子こに、朋美は怒り笑いを浮かべながらも、出来るだけ優しい声音で改めて訊たずねた。

「……だから、お母かあさん。それはどういうことなのか、ちゃんと説明して貰もらいたいの」

『んー……仕方ないわね、一応経けい緯いを話しておきますか』

　一応じゃないでしょ一応じゃ──という言葉は、何とか呑のみ込む。パジャマのボタンを閉じたり外したりしながら冷静な自分を引き寄せて、母の話す内容に耳を傾ける。

　あの親の性格だから、二度は説明してくれないに違いない。ならば絶対に聞き間違えたり聞き漏もらしたりするようなミスは出来ない。

　何な故ぜなら──

『大事な大事な、お見合いだしね』

　……そういうことらしいのだ。




『──簡潔に言うと、先方の息子むすこさんが朋ちゃんのことを気に入ったらしいのよ。じゃあお見合いしましょうか、って話になったわけね』

「簡潔すぎるわよっ。……それに、お義と父うさんに話通ってるの？」

　こめかみを押さえながら朋美がそう言ったのは、あの義父がお見合い話をそう簡単に受けるとは思っていないからだ。

　母の再さい婚こん相手で義理の父──とはいえ、下へ手たをしたら実の母親よりも分かり易やすく娘を溺でき愛あいしてくれている人なので、政治的な結婚をさせるなんてこれっぽっちも考えてないはず。事実、朋美の元にいくらか舞い込んでいるはずのお見合い話は全すべて義父の所で止まっていると聞いたこともある。『あの人、そう簡単に朋ちゃんをお嫁よめにいかせるつもりは無いみたいよ』と母が笑いながら言っていたので、確かな情報だ。

　なのにお見合いが決定事項としてこちらへ伝わって来るだなんて、義父の彩京琢たく巳みが知らない話という可能性が高い。

　そしてもしそうなら、朋とも美みから義父へ伝えさえすれば、きっとこんな話は潰ついえる。そう、たっぷりと甘あまえと哀かなしみを盛り込んだ声で『わたし、まだお義と父うさんと離れたくないな……』とか言えば、それはもうあっさりと──

『勿もち論ろん、琢たく巳みさんも知ってるわよ』

「…………え？」

「当然じゃない。先方が、琢巳さんに伝えた話よ。知らないわけがないでしょう？」

　望みを打ち砕くだいた母は、その後で『おかしな子ねー』なんて続けてくれた。でも娘むすめだから分かる。あの親、こっちが何を考えていたか丸分かりな癖くせに、白々しく……！

　悔くやしいけれど、年ねん季きが上で全すべてを生まれた時から知られている母親には、やっぱり敵かなわない。

　だから朋美は感情的に怒りをぶつけたりはせず、建設的に話を展開する。

「……分かったわよ。どうせわたしには断れない話なんでしょ？」

『ん、聞き分けが良い子は好きよ』

「でも、お見合いの後で断るのは、当然有りよね？」

『断ってもいいわよ、私がなんとかするから。結婚は人生の中でもかなり大きなイベントだもの、自分の意思を貫いちゃっていいわ。そこは琢巳さんも承しよう諾だくしているところよ』

　──よし、と朋美は頷うなずいて、カレンダーへと目を走らせる。

　お見合いが設定されているのは、次の日曜。明後日あさつてと急な話だけれど、きっとこれはごねても変えられない。

　だから金曜の今日……はもう遅いから大したことは出来ないけれど、明日あしたは具体的な対策を講じなければ。

　たった一日とはいえ、土曜日なので午後は丸々使える。それだけあれば大たい抵ていのことは出来るはずだ。

　後は協力者を見つけ出して、そして──

『……あ、そうそう。お見合いの話をしていたら思い出したんだけど』

「え、何？　まだ何かあるの？」

　思考を中断して、この上まだ厄やつ介かいごとが追加されるんじゃなかろうかと朋美が眉まゆを顰ひそめていると、

『付き合いたい男の子がいたら、面倒でも一度家に連れて来なさいよー？　ね、いるんでしょ？　朋ちゃんもお年頃なんだから──』

「充電が切れるから、それじゃ！」

　有無を言わさずそう告げて、通話を切る。そのまま電源も落とし、ポイッとベッドへ携帯を投げた。

　そうしてから朋美は大きく息を吐はき……そして自分もベッドへ倒れ込んだ。

「……全くもう、うちの親もああいうところは他ほかと変わらないんだから……」

　呟つぶやいて、眩まばゆい室内灯とうの明かりを避けるように俯うつぶせになる。

　──それにしても、酷ひどい電話だった。いきなりお見合いをしろと言われ、からかわれて、手玉に取られて、最後にまたからかわれて。

　付き合いたいと思っている相手がいるなら連れて来いだなんて、一体何を考えて──

　…………。

　………………。

　…………………………。

　じっと頭の中で思考を転がしていた朋とも美みは、むくりと腕うで立たての要領で体を起こし、

「──うん、その手でいきましょうか」

　既すでに大体の骨格まで仕上がったプランの出来に、満足げに微笑ほほえみながら、呟いた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　二学期になってから毎週土曜日の放課後はなるべく予定を開けるように、日ひ野の秋あき晴はるは習慣付けていた。

　何な故ぜかというと、金曜日の授業は肉体的にキツいものになる確率が高いので、次の日はちゃんと休んでおきたいからだ。特に午後に奉仕活動が入っている時なんて、一学期という名の地じ獄ごくを乗り越えた今でも、結構キツい。

　だから朝、クラスメイトにして腹黒幼おさな馴な染じみの朋美に『今日の午後、ちょっと話があるから時間を取って欲しいんだけど』と耳打ちされた時も、まあ別にいいかと軽い気持ちでオッケーしたのだが。

「…………なん、だとぉ……？」

　今はあっさりと決断を下した自分を殴なぐりたい気持ちで一杯です。

「……………………もう一度、俺おれに分かるように言ってくれ。今のじゃ、性た質ちの悪い冗じよう談だんにしか聞こえなかったぞ」

　俄にわかに頭が痛くなってきたような気がして眉み間けんを指でぐりぐり押しながらそう言うと、斜はす向かいに座っている朋美は澄すました顔で、

「だから──お見合いをぶち壊こわす手伝いをして欲しいのよ」

　何とも酷ひどいことを、平然と言いやがる。

　昼食の終わった後の食堂は閑かん散さんとしているし、クラシカルな音楽が満ちていてそう簡単に話が漏もれ聞こえる心配が無いとはいえ……どこの恋愛テロリストだよ、この女は。朋美の口から出るとなんかしっくり来るのが、また恐ろしい。

　秋晴は制服である執事服の襟えりを正し、出来るだけ穏おん便びんな話になってくれることを祈ってから、ゆっくりと朋美に問い掛けた。

「……まず訊きこう。それは、誰の見合いだ？」

「わたしのに決まってるでしょう？　他人のお見合いをどうこうしろだなんて非常識なこと、言う訳ないじゃないの」

　いや自分の見合いだとしても十分に非常識なのですが。

「……お前のだとしても、俺おれは人ひと様さまに恨うらまれたりこの学校を追い出されたりするようなことはしたくないぞ」

　とても常識的なこちらの言葉に、朋とも美みは少し眉まゆを顰ひそめて、

「うーん……これは一から説明した方が早そうね」

　やれやれとでも言いたそうな感じで、肩かたを落とす。

　秋あき晴はるとしては、そんなの初めからそうしろと言いたい。でも言わない、何な故ぜなら百倍返しが待っていると知っているから。ほら、『虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず』って言うけど、阪はん神しんファンの真まっ只ただ中なかで巨人の応援をするくらいリターンの無い結果になることもあるわけで。

　それに……少しだけ、朋美のお見合いっていう件に、興味を惹ひかれた自分もいた。あくまでも少しだけ、小石くらいの気持ちで他意なんてこれっぽっちも無い……はず。

　ちょっと落ち着こうと秋晴がシナモンティーに口を付けると、殆ほとんど同時に朋美の説明が。

「昨日きのうの夜のことなんだけど、お母かあさんから電話が来たのよ。そこで急に『お見合いをセッティングしたから、日曜はおめかしをして行きなさい』って言われたのね」

「…………随分とまあ、急角度な話だな」

「わたしも驚いたわよ。どうも何かのパーティーで見た時に気に入られたらしくて、先方から申し込まれたってことだけれど……まだ結婚する気は無いし、そもそもお見合いなんて趣味じゃないから断りたかったんだけど、そうもいかないみたいで」

「なるほど……しかしお前、趣味じゃないっておかしな言い方するな？」

　お見合いが趣味です、なんて人はまずいないだろうに。それを趣味にするくらいフラれまくる人生は、流石さすがにちょっと遠えん慮りよしたい。

『いやその、これでお見合いするの三十回目なんですよねぇ……』と泣き笑いの表情で話す老ふけた自分の姿すがたを想像して秋晴が地味に落ち込んでいると、朋美はくすりと笑い、

「秋晴の想像している意味とは違うわよ。たぶん、だけどね」

「……じゃあ、どーいう意味で言ったんだ？」

「自分が結婚する相手くらい、自分で見つけ出して、自力で結婚まで漕こぎ着けてみせるっていう意味よ。人生の大事な要素を他人に預けるのって、趣味じゃないから」

「…………あー。お前、そーいうヤツだよな」

　流石、自分のことを良く分かっていらっしゃった。

　親の再さい婚こんで成り上がったと噂うわさされるのにむかついて、だったら完かん璧ぺきなお嬢じよう様さまを演じてやろうと準備万ばん端たんで白はく麗れい陵りように入ってきた朋美が言うと、物凄すごく説得力のあるセリフだ。そりゃあ大人おとなしく好条件ってことだけに惹ひかれて結婚するようなタマじゃないよなぁ。

　どちらかというと、

「狙ねらった相手がいたら、向こうが気付かないように罠わなに嵌はめて自分と結婚したがるように誘導するタイプだよな」

「……随分と的確なご指し摘てき、ありがとう。それで秋あき晴はるくんは、どんな過去を皆にバラされたいのかしら？　蛇へびの抜け殻がらが怖くて泣き出したこと？　それともシロツメクサで作った花はな冠かんむりを自じ慢まんげに被かぶって登下校していたこと？」

「──ごめん俺おれが悪かったです全面的に悪かったですから、どうか慈悲の心を……！」

　白旗の大おお盤ばん振る舞いをしながら、秋晴はテーブルに額ひたいをつけての謝罪をする。くそう、うっかり口が滑すべって本音を。過去の負の遺産が、本当なら思い出の宝箱の中に仕舞われて土深く埋まっているはずのものが、なんで選よりにも選ってあいつの手の中にあるんだ。そしてあといくつ脅きよう迫はくのネタを握にぎられているんだ。

「……まあいいわ、今はこっちの話が先だから」

　秋晴が自己嫌けん悪おに陥おちいっている間に朋とも美みの方も心の整理が出来たらしく、顔を上げるとやや不満そうではあるけどそんなに怒ってはないっぽい様子だった。

　やー、良かった。暇ひまな時だったらネチネチと、それはもうたっぷり繁はん殖しよく熟成させた粘ねん菌きんの類たぐいですかお前はってくらい絡からんでくるから、この程度で済んだことに心から感謝だよ。

「お見合い自体はもう決まった話だから、急きゆう遽きよ取り止やめってことには出来ないの。……ううん、仮病でも使えばその日は何とかなるかもしれないけど、どうせ決行はされるわね。しかもあの母親のことだから、その時はお見合いだって言わずに騙だまし討うちの形で連れ出されるに違いないわね……」

「…………随分と……相変わらず性格のそっくりな母子おやこで……」

「年輪の分、あっちの方がずうっと性た質ちが悪いわよ」

　……暗に自分の性質の悪さを認めやがった。これはあれか、自覚あるけど直す気もないってことか。それこそ本気で性質悪いっての。

　気付かなかった方が幸せだったかもしれない事実に秋晴がげっそりしていると、朋美は「とにかく」と仕切り直すように言って、

「順延させるくらいなら、まだ今度の日曜にやった方がいいわ。それにお見合いの返事に関しては、特に言い含められていないし、ね」

「……うん？　それってつまり、断ってもいいってことだよな？」

「ええ、そうよ」

「なら、何が問題なんだ？　そりゃあ角かどは立つだろうけど、断ってもいいっていうんならそれで良いだろ」

　──そう、愚ぐ痴ち混じりの雑談で済んでも良さそうな話なのに、朋美がこうしてわざわざ相談でもするみたいに自分へと話すっていうのがなぁ。ただの気まぐれっていう線はあるんだろうけど、相手が相手なだけに、やっぱ不安になる。

　秋あき晴はるが警戒モードに入ったのを敏感に察したのか、朋とも美みは猫ねこ被かぶり仕様の上品な笑顔を浮かべて言った。

「断り方が問題なの。相手方に落ち度はないんだから、向こうにも納得して諦あきらめて貰もらえるようにするのが礼れい儀ぎってものでしょう？」

「ん……まあ、そうかもな」

「だから秋晴に協力して欲しいの」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、秋晴の背筋に、ざわりと不安の波が一気に津波となって襲いかかって来たような悪お寒かんが走った。

　なんでだろう……協力という二文字自体は全然おかしくないのに、ここから先を聞いちゃいけない気がするくらい嫌いやな予感が……!?

　根こん拠きよはないけど、ここは自分の直感を信じるべきところだと、秋晴は反射的に待ったをかけようとした。

　けれどその前に、朋美は薄うす紅べにを引いたような唇くちびるを綻ほころばせて──




「一緒にお見合いに行って、恋人役を演じて貰いたいのよ」




　…………残念過ぎることに、予想は大当たりだった。

　──どうしてかなー。良いことがありそうな予感なんて当たった例ためしがないのに、嫌な予感はこうも的中してばかりって。しかも回避出来ないのは仕様なんだろーか……

　思わず現実逃とう避ひに走りたくなるけど、秋晴はぐっと我が慢まん。だって惚ぼけてなんていられない。このままだと、とんでもないことに巻き込まれる……！

「お、落ち、落ち着けよ？　見合……俺おれが、見合いって……!?」

「あなたがお見合いしてどうするのよ」

「いやそうじゃなくて……どういうことだよ?!」

「こっちが訊ききたいなぁ、それ」

　クスクスと笑う朋美の声に、恥ずかしくなって顔が熱くなる。それで益ます々ます思考がこんがらがって……ああもうなんなんだこれ、手の届く所にカーテンがあったらぐるぐるにくるまって隠かくれたい気分だよ。

「まあ、簡単な話よ？」

　こちらがちゃんと会話出来るようになるまで時間が掛かると思ったのか、朋美は立てた人差し指をメトロノームのように左右に振りながら話し始める。

「お見合いは一対一で、有名高級レストランの個室を借りて行われるらしいの。だからそこに、秋あき晴はるが恋人役として一緒に行って、断る理由になって欲しいのよ」

「…………なん、で、わざわざ……」

「それは、『どうしてわざわざ恋人がいるからって理由付けして、しかも実際自分まで行かなくちゃいけないのか』ってこと？」

　心を読んだかのようにビタッと当ててくれたので、秋晴は壊こわれたキツツキの玩具おもちやみたいに何度も頷うなずく。

「お見合いって、政せい略りやく的なレールの上を走るだけってパターンを除くと、一度きりで終わりじゃなくて、後日に何度か会ってお互いを知る機会を設ける必然性があるのよ。勿もち論ろん、それが絶対って訳じゃないけど……でも、特に理由もなく一回で『もうあなたとは会いません』ってなると、向こうに問題があるって言うようなものじゃない？　それは少し、相手に悪いと思ったの」

「……なら何度か会って、それから断れよ」

「そんなの嫌いやよ、面めん倒どう臭くさい。ただでさえ面倒で厄やつ介かいなことなんだから、一発で終わらせるに限るじゃないの」

「だったら──」

「だから理由を連れて行くのよ」

　そんな、玄げん関かん開けて五分で出来る簡単レシピでも発表するみたいな感じで言われても。

　Ｗｈｙ？って感じで秋晴が首を傾かしげると、親愛なる幼おさな馴な染じみは『やれやれ、これだから』と言わんばかりに肩かたを竦すくめてくれた。

「論より証しよう拠こ──って訳じゃないんだけどね。『恋人が居ますので』って言うだけじゃ、ちょっと弱いのよ。きっと『自分の方が相性が良いはず』とか『学生の恋愛なんて長続きはしない』とか色々と言って、結局は何度となく会う羽は目めになるパターンへ持って行かれるわ」

「……お前ならキレた振りして破談に持ち込めないか？」

「出来るけどしたくないな。そんなことすると、きっと飛ぶように悪い噂うわさが流れるわ。だからもっと円満に、余計な口を叩たたかせない方法でいくのよ」

　そう言うと、朋とも美みはにこりと微笑ほほえんで、

「どんな品性の相手でも、狙ねらっている見合い相手の目の前で、その恋人をこき下ろしたり自分との優ゆう劣れつ差をひけらかしたりは出来ないでしょう？　それが秋晴みたいな、怒らせたら暴力に訴えてきそうな相手だと尚なお更さらだわ」

　上品かつ包容力もある、知らない人が見れば『まあ素す敵てき、どこの御ご令れい嬢じようでしょう』ってなりそうな笑みで、堂々と黒い発言をした。

　……しかも仮にも恋人役で連れて行こうって相手に、なんて酷ひどい言い様ざまをするんだ。その上、否定出来る要素が殆ほとんど無くて泣き寝入るしかないし。

　せめてもの抵抗に、秋晴は朋美を睨にらみつけながら、

「……そんなヤツと付き合ってるって噂うわさされる方が、お前としてはマイナス要素が多いんじゃないか？」

「そうかもしれないわね。だから上う手まく説得して美談っぽくなるよう、入念な打ち合わせが必要になるの。向こうの体てい裁さいも保てて、自尊心をくすぐるような流れに出来れば完かん璧ぺきね」

　……どう考えても女子高生の発言とは思えないけど、それが朋とも美みの口から出ると凄すごく馴な染じんで聞こえるから不思議だ。こいつならやりそう……というか、十じつ中ちゆう八はつ九くやり遂げられそうな気もする。

　それでも秋あき晴はるは難しい表情のまま、

「そんなことすると、こじれないか？　見合いなんだから、相手の親とか紹しよう介かい者しやとか──」

「さっきも言った通り、現場には本人しかいないそうよ。何でもご両親は近くであるレセプションに出ないといけないらしくて、食事が終わる頃合いには合流出来るとは聞いているけど……こっちの親も来ないから、小こ娘むすめの一人くらい簡単に口く説どき落とせると思っているのかもしれないわね」

「……また随分とおかしな話だな」

　向こうから見合いを申し込むくらいだから成功させるつもりは十分あるんだろうに、親は他ほかの用事を優先させるって。まあ外せない仕事なら仕方ないんだろうけど、それにしてもだ。

　秋晴が首を傾かしげて左目の上にある古傷を指先で掻かいていると、朋とも美みは薄うすく笑みを浮かべて、

「お見合い相手は外食産業の会社をいくつも持っている、高たか杉すぎ家けのご子し息そくって聞いているわ。今け朝さのうちに取り寄せた資料によると、今年に大学を卒業したばかりの長男がいて──容よう姿しもなかなかだし、会社での勤務態度も悪くないみたいだから、きっとご両親はそこまで結婚を焦あせっていないのね」

「……じゃ、単に息子むすこの我が儘ままを聞いてやっただけ、ってことか？」

「たぶん、ね。わたしがまだ十六歳さいだっていうのも要因なのかも」

　それを聞いて、秋晴は内心でなるほどと納得する。放っておいてもキチンと結婚出来そうな優良物件で、今回目を付けた相手は家柄としてはかなりのものだけど、如何いかんせん女子高生だ。下へ手たをすればロリコンと噂されかねないし、慎しん重ちようになる条件は揃そろっている。

　……となると、やっぱり問題になるのは……

「俺おれが恋人役……っつーか、恨うらまれ役をやるってことだけか……」

「随分と気が進まない様子ね？」

「いやだって……ほら、あれだよ。俺、見合いに着ていくような服なんて持ってないし……」

「そんなの制服でいいわよ」

　あっさりと解決案を出され、秋晴は次の言葉が見つからなくなる。

　どうしたもんか……他に何か、これぞって感じのナイスな理由はないもんかな。このままだとマジで見合いに引き出されることになる。

　眉み間けんに皺しわを寄せて秋あき晴はるが唸うなっていると、朋とも美みが小さく吐と息いきを吐はく音が聞こえてきた。

「もう、そんなに嫌いやなの？」

「そんなの──」

　当たり前だろ、と言おうとして、秋晴は中ちゆう途と半はん端ぱに口を開いたままで固まってしまった。

　こういう時は大たい抵てい、何か昔のネタを持ち出して脅きよう迫はくまがいの説得をしてくるのが朋美だ。腹黒い本性を大いに発揮して、楽しそうな笑みを浮かべて精神攻こう撃げきを仕掛けてくるという、とても厄やつ介かいな生き物なのだ。

　……なのに今、朋美はやや寂さびしそうな、サンタクロースの存在を否定された子供みたいな顔をしていて、

「わたしの恋人役をやるのが、もし本当に嫌なら……無理強じいはしないから。手伝って貰もらえないのは、結構残念だけどね」

　──そんな、殊しゆ勝しようなことを言ってくる。

　これは、なんだろう。鬼おにの霍かく乱らんってヤツだろーか？　それとも新あら手ての攻撃で、こちらが自発的に協力しようっていう流れを作り出す悪あく魔まの罠わな……!?

　普段が普段なだけに秋晴は疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってしまって、それでも目まの当たりにしている幼おさな馴な染じみの顔を見ると演技とは思えないというか居たたまれなくなってくるというか……！

　掌てのひらにじわりと汗あせが滲にじんできて、ここはどこの高山ですかってくらい空気が薄うすく感じられて、それでも朋美の視線は真まっ直すぐにこちらを見ていて──

「………………、…………っ……分かった、手伝う」

　息切れしてギブアップするみたいに、結局はそう答えてしまった。

　意志薄はく弱じやくって自分の為ためにあるような言葉だなぁ……と自じ虐ぎやく的な思考に秋晴が意気消沈していると、追い打ちのように、

「うん、ありがとう。頼りにしてるから、秋晴」

　ややはにかんだ感じの笑顔を向けてきやがる朋美の姿に、直視することすら適かなわなくなる。あー、もう、なんだっていうんだ、今日のこいつは。あと自分の顔が赤くなってないか、凄すごく気になる。

　秋晴はペチペチと頬ほおを叩たたいて、色々と誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいなんかもして、それでも全然落ち着かないので視線を明後日あさつての方へと向ける。

　──と、それとほぼ同時に、食堂の入り口から小走りで駆かけて来る人影が見えた。

　毎日のように顔を合わせている彼女はこちらを見ると活いき活きとしたチューリップみたいな笑顔になって、そのままこちらへと、

「あっ、朋美さん！　どうもお待たせして──きゃぅっ!?」

　……来る途と中ちゆうでイスに足を引っかけ、破壊と同時にこけっと転んだ。短めの制服のスカートが見事に下着が露出するまで捲めくれ上がって──秋晴は慌あわてて目を逸そらす。なんでだろう、そのまま目撃していても自分は全く悪くないはずだけど、罪悪感と恐怖感が襲ってきて反射的に動いてしまう。後者は主に、斜はす向かいに座っている腹黒さんが原因のはず。

　そして、確か十九世紀に作られたはずの丈夫で美しいアンティークのイスをあっさりと壊こわしてしまったドジメイドこと四し季き鏡かがみ早苗さなえはというと、顔を赤らめながらも何事もなかったかのように立ち上がり、イスの残ざん骸がいとこちらとで何往復も視線を行き来させて、

「ど、どうしましょう、私ってばまた……」

「……いやどうするも何も、修しゆう繕ぜんは不可能だろ、それ」

「ですよね……うう、また深み閑かん先生に怒られちゃいます……」

　そう言って肩かたを落とす四季鏡を他よ所そに、事故現場を見ていたらしい奉仕活動中の同級生メイドが、箒ほうきとちり取りを持って来てさっさと片付けを始める。この辺り、もう皆慣れたもんだ。四季鏡がトチって物を壊すのはいつものことだし。

　ただ、秋あき晴はるが少し気になっているのは、どうしてここに四季鏡が現れたのかということ。何もない時は姉の沙さ織おりさんと過ごしたり、真ま面じ目めに課題の練習をしたりしているはずなのに、今の感じだと、朋美に用があるみたいだった。

　……というか、このタイミングで朋美に用があるっていうのは……

「──なぁ、朋美さんよ」

「なぁに、変な呼び方をする秋晴くん？」

「四季鏡を呼んだの、もしかしなくてもお前か？」

「ええ、そうよ。本当は彼女が来てから詳くわしい説明をするつもりだったけど……まあ、結果オーライ、なのかな」

　ペコペコと謝る四季鏡を微笑ほほえましいものでも見るような笑みで眺ながめる朋美の言葉は、相変わらず理解するには難易度の高いものだったので、秋晴は曖あい昧まいに首を傾かしげるくらいしか出来なかった。

　ただし──何をさせるつもりなのかは知らないが。

　四季鏡を関わらせるっていうのは、なかなかに勇気のある決断だなー、と思いはした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──ここはわたしと朋美さんとの間で懇こん親しんを深める為ために用意された場のはずだが……そこの彼は、一体どういうつもりで参席しているのかな？」

「ええと……じ、『実は、高たか杉すぎさんには申し訳ないのですが──私、ここにいる日ひ野の秋晴くんとお付き合いしているんです』」

「それは…………失礼ですが、ご両親はご存知なのですか？　そのような話、わたしは一切聞いていないのですが」

「ええっと…………ちょっとお待ちを……あっ、『いいえ、知りません。内ない緒しよのお付き合いで……ですが私などに縁えん談だんを持ち掛けて下さった高たか杉すぎさんには、ちゃんとお話ししておきたかったんです』」

「その心遣づかいは有り難がたく思いますが……しかし、彼が着ているのは白はく麗れい陵りよう従育科の制服でしょう？　彩さい京きよう家の一人娘むすめである貴女あなたが、執事候補生と交際など──」

「『あの、でも日ひ野のさ……じゃなくて、秋あき晴はるくんはとてもいい人で──』」




「……悪い、ちょっといいか？」




「……良い調子だったのに、何ですか秋晴くん」

「ふぁ？　どうかしましたか？」

　思いっきり会話をぶった切ったところ、秋晴は目的通り二人の視線を集めることに成功した。でも朋とも美みの目がちょっと怖い。優等生モードのまま目だけが拗すねたような色合いっていうのが、普通に怒っているよりもぞくぞくくる。

　けれどそんな感想を抱いだいていることは表情に出さず、コホンと小さく咳せき払ばらいしてから、秋晴は自分の正当性をアピールしてみた。

「お前等はなんか楽しそうだけど、さっきから俺おれ、一言も喋しやべる機会ないんだが。これは一体、どういうことなんだ？」

　見合いシミュレーションはもう七テイク目に突入していて、四し季き鏡かがみは一度区切りを入れる度にプリントへセリフを書き込んでいるから、かなり形になってきた。

　けど、ちょっと待てと言いたい。断固として異議を唱えたい。

「実際に見合い現場へ行くのは俺と朋美なのに、四季鏡の演技が上達するだけってなんかおかしいだろ、絶対！　大体お前、なんで毎回微び妙みように相手のキャラ変えてんだよ！　楽しんでるだけだろ、それっ」

　一人寂さびしく黙りだった恨うらみを晴らすような勢いで朋美に捲まくし立てると、

「毎回同じシチュエーションでは慣れてしまって、予期せぬ展開に備える緊迫感と応用力が育たないじゃないですか。仕方ないことですよ」

　そんな真まっ当とうっぽい意見が返ってくるけど、誤ご魔ま化かされてたまるか。微妙に目が泳いでいたぞ、今。

　──朋美が事前に頼んでいた四季鏡と食堂で合流した後、秋晴達は会議室に場所を移して、見合いのシミュレーションを行っていた。

　本番に備えて予行練習をしておこう──ということで、朋美が見合い相手役、四季鏡が朋美の役、秋晴は恋人の役を充あてられていた。

　それはまあ、いい。朋美と四季鏡が友達だったことにはちょっと驚いたけど、そこは悪意ゼロでとことんお人好しな天然娘むすめの四し季き鏡かがみ、従育科連中と同じで上育科の元同級生達にも親しまれているんだろう。

　問題は、二つ。一つは今ぶちまけた、自分の出番がないこと。クラス劇の木の役みたいな扱いに、いじけて泣いてやろうかと思った。

　そしてもう一つの問題は──

「……それから、四季鏡」

「はい？　私、どうかしましたか？」

　怪しい言葉遣づかいで返す四季鏡を、秋あき晴はるは改めて頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで眺ながめて……うん、やっぱり突っ込まずに放置しておくにも限度がある。

「──お前、なんでそんな格好をしてるんだ？」

「ええと、この方が上育科生の朋とも美みさん役に相応ふさわしいと思いまして……も、もしかしておかしいですか？」

「いやおかしいというか…………それ、中等部の制服だろ」

　言った通り、四季鏡が着ているのは制服は制服でも、中等部の制服だった。
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　それだけならまだしも、サイズが小さい。明らかに小さい。高等部の制服よりスカート丈たけが短めなのがデフォルトなせいか、太ふと腿ももが際どいところまで見えてしまっているし、そこに白いニーソックスが加わると伝説の装備級の輝きが。あと、ぎゅう詰めではち切れそうなくらい布地を押し上げている胸の辺りなんて、一刻も早い救助が必要だと思います。

　一年前には普通にこの制服を着ていたんだろうに、今ではこのサイズ差。成長期って侮あなどれないものだったんだなぁ……

　ピナが着ているのを見た時は可愛かわいらしい印象が強かった中等部の制服なのに、四し季き鏡かがみが着ているこれは、ぶっちゃけいかがわしいコスプレに見えてしまう。

　だから気になって気になって仕方なかったんだけど、どういう訳か朋とも美みは突っ込み入れないし、王様の耳はロバの耳的な感じで今の今までスルーしていた。

　たぶん普通ならこっちが気にしていることを察しただろうが、何せ相手は四季鏡。

　今も脳内でどういう変換をしたのか、きょとんとしていた表情を照れたような笑顔に変えて、

「高等部の制服は発注していませんでしたから、無いんです。この中等部時代の制服は思い出の品として、それと冠かん婚こん葬そう祭さい用にしようと取って置いたんです！」

「結婚式はともかくとしてその格好で葬そう式しきはまずいっての！　つーか制服なら何でも有りだと思うな！　大体、俺おれ等ら従育科の制服なんか、どう考えても冠婚葬祭で使われる側の衣装だからな!?」

「あっ……そういえばそうですね。お葬式でメイド服を着ていたら、ギャグだと思われてしまって大変かもしれませんっ」

　…………………………その発想は無かった。

　自由すぎる四季鏡の思考に秋あき晴はるがノットアウトされていると、朋美がふぅとため息のような吐と息いきを漏もらし、

「雑談はその辺りで止めるとして──先さき程ほどの秋晴くんの言い分も、確かに一理ありますね。本当はもう少し、場を見て貰もらうつもりだったんですけど……」

「ストライキ起こすぞおい」

「ですから、変更すると言っているんです。次は秋晴くんを中心に会話を振りますから、そのつもりで。それと四季鏡さんは今の調子のままでお願いしますね」

「はいっ、頑がん張ばります！」

「こっちもいいぞ。いつでも来い」

　四季鏡に負けじと、という訳じゃないけど、秋晴も挑いどむような調子で応じる。

　いじけ気味に丸まっていた背筋を伸ばし、出来るだけ真ま面じ目めな表情を取り繕つくろって、膝ひざの上に置いた手を強く握にぎり締める。

　ここまで散さん々ざん二人のやり取りを見ていたから、何となくだけど要領は掴つかめているはず。後はアドリブに注意して、ありきたりで良いからそつのない回答をしていけば大丈夫だ。

　根こん拠きよは特にないものの自信が湧わいてきたのが僅わずかに表情に出たのか、こちらを見ていた朋美がやや挑戦的な笑みになった。

　そしてそのまま、

「──それで、君が朋とも美みさんと付き合っているというのは、本当なのか？」

　ややいきなり気味に開始され、これには秋あき晴はるも咄嗟とつさに言葉が出てこない。

　しかしすぐに気を取り直し、まずは大きく頷うなずいて、

「ああ、本当だ。朋美とは、…………………………その、交際関係にある」

　途と中ちゆうまでは良い感じだったのに、いきなり躓つまずいた。

　……だって、いざ『付き合っている』って言おうとしたら、やたら恥ずかしくなってきて……しかも本人を相手に言うってのが余計にアレだ。お芝しば居いで、しかもその練習だって頭では理解しているのに、胸と背中を掻かきむしりたいくらいむず痒がゆい感覚に襲われたよ。

　己の不ふ甲が斐いなさに秋晴は奥歯を噛かみ、反応を窺うかがうように朋美の顔を見て……固まった。

　きっと呆あきれていると思ったのに──

　……どうしてあの腹黒さんは、笑みを深めているのかな？

　その答えを秋晴が自力で導き出す前に、朋美はゆっくりとした動作で髪かみをかき上げ、

「交際関係、ね。上育科生の朋美さんと、従育科生の君がか」

「そ、そうだ」

「ふむ……君が。卑いやしくも従育科の、執事候補生として勉学と訓練に励んでいる者が、上育科のお嬢じよう様さまと」

「……大事なのは、その、本人達の意思だろ」

「しかし、よりによってこんな、日に焼けた古本のような髪かみの色をした、口だけでなく目つきも悪い、執事というよりどこぞの三さん下したといった方がお似合いな顔の、如い何かにも日陰者で法に触ふれそうな副業を持っていそうな、明らかに婦女子にモテないだろう風ふう体ていの君が朋美さんと付き合っているなどと、到底信じ難がたいな」

　ここまで言われてしまったら、流石さすがに秋晴も黙ってはいられない。

「……………………ごめん、俺おれ、心が痛いから帰る……」

　ギブアップの宣言をして、しょんぼりと項うな垂だれたまま席を立つ。

「もうっ、何ですか秋晴くん？　ご注文の通り、会話を振ったというのに」

「俺はそこまで激げき辛からな注文してねぇよ！　あんなの求めるって、俺はどれだけ危うい精神状態な人なんだよ?!」

「もう、お好み設定までさせるだなんて、我が儘まますぎますよ？」

「どこがだっ?!　つーか初対面の相手に対してあんな的確に暴言吐はきまくるヤツがいるかってんだよ！　お前の中で見合い相手はどんな人格の持ち主になってるんだ!?」

「人柄が十分に把は握あく出来ていないからこそ、シミュレートする価値があるんじゃないですか。それに辛しん辣らつな言い回しを使うのであれば、あれくらい普通に言われると思いますよ？」

　さらっと言う朋美だけど、そんな普通は嫌いやすぎる。基準値をもっと低く、優しい世界にして頂きたい。

　それにやっぱり、今のは相手が朋とも美みだからこその攻こう撃げきだと思うし。ただ外見のことを言われるだけなら慣れてるけど、そこに内面を抉えぐるような内容を混ぜられると流石さすがに効く。リアルに泣きたくなるって。

　ただし秋あき晴はるも朋美と再会してからそれなりに経験を積んでいる。……言い方を変えると、散さん々ざんにやられまくったから、ちょっとは打たれ強さが増している。

　涙なみだを流すのは心の中だけに留とどめて、

「……暴言吐はかれたら、黙って耐えてりゃいいんだろ？　頃合いを見計らってお前が助け船……というか、反はん撃げきに出るまで」

「ええ、その通りです。さすが秋晴くん、良く分かってますね」

　いや分かりたくて分かった訳じゃないから。単に体と心が、傷だらけになった経験がそれを把は握あくさせただけだから。

「耐えるのにはそこそこ慣れてるから、暴言地じ獄ごくはそれくらいにしておいてくれ。仕舞いには鬱うつって当日休むことになるぞ」

「それは少し困りますね……仕方ありません、次のステップに進みましょう」

　如い何かにも『やれやれ、わたしが退ひいてあげましょう』と言わんばかりの顔で、そんなことを宣のたまいやがる朋美が無む性しように腹立たしい。でもここは耐えないと……これも忍耐力を試されていると思えば……！

「それでは少し突っ込んだ会話にしてみましょうか。ちゃんと受けるかはぐらかすか、上う手まく対応して下さいね？」

「ああ、努力してみる」

　具体的に何がどうなのか分からないのでそんな返ししか出来なかったけど、朋美は満足そうに頷うなずいた。

　そして先さき程ほど同様、演技モードに入ったのか、僅わずかに目を細めて口元に冷笑を浮かべ、

「ところで、君と朋美さんはいつから交際を？」

　いきなり事前に打ち合わせていない設定について問い掛けてきた。

　ありきたりな質問とはいえ、そういうことは朋美が考えてくれて後で教えて貰もらえるんだろうなーと思っていた秋晴は、咄嗟とつさに言葉が出て来なくて慌あわててしまう。

　いつからって、いつぐらいが手頃なんだ？　高等部に編入する前から──っていうのは流石に嘘うそが過ぎて訊きかれれば訊かれるだけボロが出るだろうし、まるで自分が朋美を追っかけて白はく麗れい陵りように来たみたいで…………うわそれはキツイ、いくらなんでもそんなキャラを演じられるとは思えない。

　ということは、編入してから、一学期の間に……でも再会して一ヶ月ちょいで交際って…………いや待て待て、世の中には一ひと目め惚ぼれって現象もあるし…………けど逆に成田離り婚こんっていう悪夢の展開もあるのか……?!

　こういう経験に乏とぼしい秋あき晴はるには何が基準値か分からなくて、汗あせが噴ふき出そうなくらいテンパッてしまい、視線をあちこちに彷徨さまよわせ──

「にっ……二ヶ月前くらいから……」

　ようやく絞しぼり出て来たのは、特に根こん拠きよとかの無い適当過ぎる期間だった。

　それでも秋晴はホッと息を吐はいて、胸を撫なで下ろす。良かった、どうにか乗り切れた。こんな初歩的な質問で躓つまずく方がアレなのかもしれないけど、これで少しは余よ裕ゆうが……

「へぇ、二ヶ月前に……それでは夏休み中に交際を始めたと？」

「……そ、そうだけど、それがどうかしたか？」

「いいや、別に。ところで告白はどちらの方から？」

「ど……そんなのどうでもいいだろ!?」

「わたしはまだ君と朋とも美みさんの交際が信じられなくてね。大したことじゃないだろう、答えてくれないか？」

　探るようなその言葉に、秋晴は取り戻すはずの落ち着きをどこぞへと落としてしまい、

「いやあの、それはだな……」

　取り繕つくろおうとするものの、次の言葉が出て来ない。

　さっきから質問自体は簡単に答えられそうなものなのに、訊きかれる度に何やらドキッとして、平静さを保てなくなる。たぶん朋美の話し方が原因だ。勿もつ体たいぶっているような、裏に何かあるんじゃないかと嫌いやな考えが過よぎる返しをしてくるから、『あれ？　もしかして俺おれ、何か今ミスったのか……!?』と余計な心配をしてしまう。

　しかも朋美は演技なのか本気で楽しんでいるのか分かりづらい笑みを口元に浮かべていやがるので、手を休めるつもりはないのが秋晴にはありありと分かる。

　こうなったらただ練習をちゃんとするっていうだけじゃなく、一いつ矢し報むくいるつもりでかからないと……！

「どっちからって、それは…………えーっとだな……」

　でも現実には二に択たくですらどうにもならないという情けなさを発揮中だった。

　──落ち着け。自分か朋美か、どっちから告白したかってだけの話だ。さっきの『いつ頃から？』って質問よりもシンプルなはず。

　当然、そこは男である自分の方からの告白……って、それでいいのか？　いや朋美に告白するって選択肢し自体をどーしても拒否したいってことじゃなくて、場の主導権は朋美に握にぎらせるべきなんだからあいつから告白してきたってことにした方が…………でも告白されて付き合うことになったヤツが見合い現場に乗り込んでくるって、なんか微び妙みような気も……

　そんなことをぐるぐると考えているうちに、またも頭の中がパンク寸前になってしまって、どうすりゃいいんだと秋晴は喘あえぎそうになりながら隣となりにいる四し季き鏡かがみを見た。

　すると向こうもこちらを見ていて、バチッと目が合う。

　一いつ瞬しゆん、ちっとも話を進められない不ふ甲が斐いない同級生に呆あきれているのかと秋あき晴はるは恐縮気味に思ったものの、どうやらそれは被害妄もう想そうのようだった。

　……というか、偶ぐう然ぜん目があっただけなのに、四し季き鏡かがみさんちの妹さんはどうしてあんなに嬉うれしそうに胸を張って、大きく頷うなずいて……？

　後ご光こうが差すくらいの勢いでやる気に満ちた表情の四季鏡は、立ち上がりかねない勢いで身を乗り出し、珍しく凛りんとした様子で、

「告白は私からしましたっ」

　うじうじと考え込んでいたこちらの迷いを吹き飛ばすような、鮮せん烈れつでキレの良い発言が飛び出した。

　これには朋とも美みも若じやつ干かん驚いたように目を丸くしている、けど……もっと大変なことが秋晴の身に起きている。

「私と日ひ野のさっ──じゃなくて、秋晴くんは、なんというか学生らしく清せい濁だく併せ呑のむようなお付き合いをさせていただいていてっ。残念なことなのですが、他ほかの人との交際とか結婚とかは考えられないのです！」

　それこそ舞台に上がった女優みたいに溌はつ剌らつとした表情の割に色々と問題の多い発言内容で、突っ込みどころは満まん載さいだ。なのに秋晴は口をパクパクと開閉させるだけで、しかも視線は四季鏡の顔よりやや下に注いでしまっていた。

　何な故ぜかというと──そこに自分の腕うでが挟はさまっているから。

　啖たん呵かを切るような発言と共に腕を掴つかまれたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんには抵抗しようのない力で引っ張られて、そのまま胸に。

　まるで吸い込まれるように胸元へ迎え入れられて、左右だけじゃなくて全体を包み込むような感かん触しよくが……って、そういうことは考えたらまずい……！

　でも現実に肘ひじから下が挟まれ埋うもれてどえらいことになっていて、しかもびっくりすることに動かせない。

　四季鏡の姉の沙さ織おりさんに似たようなことをやられた時も、感触も凄すご──じゃなくて、ちっとも自由が利かなくなったし、姉妹揃そろってどんなパワーしてるんだ。

　そんな秋晴の動揺を、大だい胆たん行動中の四季鏡はまるで感知してくれない。

　ついでに朋美も気付いていなければ、まだこの状況を『仕方ないよなぁ』って諾だく々だくと受け入れることが出来るけど……残念なことに、冷え冷えとした負の感情がオーラの如ごとく立ち上らんばかりに揺らめいているような感じがするので、あれは絶対に気付いてるよ……！

「……随分、二人は仲がいいようだね」

　それでもシミュレーションを止めるつもりはないらしく、朋美は口元だけ僅わずかに笑みを見せてそう言った。でも口くち端はがちょいと引き吊つっているので、全然安心出来ない。

　第一、今秋晴の腕を捕まえているのは、あの──

「はいっ、だって付き合ってますから！　仲良しさんです」

　……空気が読めない天然娘むすめな四し季き鏡かがみは、流石さすがとしか言いようがない返しをしてくれる。どうしてこの緊迫感すら漂ただよう中で、こんな純度百パーの笑顔を浮かべられるんだろーか。

　しかも『仲良しさん』をアピールするように、一層強く秋あき晴はるの腕うでを抱だき締めると同時に体を寄せてきて──いやいや近い、それはちょっと近すぎるよ？

　寄り添うようにとは良く言うけど、顔が近すぎて今にも頬ほおが触ふれ合いそうになっているって、都会に生息するバカップルでもそうそういないっての……！

　──と、理性は物凄すごく慌あわてながら危険信号をパチパチと点滅させまくっているものの。

　殆ほとんど左さ腕わん全体で感じている四季鏡の体に、最近反抗期を迎え気味などうしようもない煩ぼん悩のう集合体はパレードを始めそうなくらい盛り上がっていて、口元が緩ゆるんでしまっているのが自分でも分かる。

　そりゃあ四季鏡のスタイルの良さは白はく麗れい陵りようでもトップクラスというか全国レベルでもかなり良い線をいくだろうから、密着されて嬉うれしく思わない方がおかしい。思春期の男を代表して、断固としてそう主張したい。

　こんな、遠えん慮りよ無く豊ほう艶えんな体を押しつけられたら……そりゃあ理性のガード越しにでも効くって話だよ。おまけに、いつものメイド服は制服であると同時に作業着ってことで多少は丈夫な生地で出来ている。けど今着ている中等部の制服は着心地を重視しているようで、ダイレクトって程ほどでは無いにしろ、くににゅっという感かん触しよくが伝わって来るからダメージも増大だ。

　──秋晴としては、声を大にして言いたい。

　これは見合いのシミュレーションで、四季鏡は四季鏡なりに精一杯頑がん張ばっているだけで、自分は不自然でないよう演技の妨さまたげにならない行動……つまり聖人よろしく無抵抗主義を貫いているだけなのだと。

　でもそんな戯ざれ言ごと、眉み間けんの辺りを僅わずかにひくつかせている朋とも美みには通用する気が全くしない。……うわぁ、あれ怒ってる、かなり苛いらついてる。それでも笑顔は崩くずしていないところは褒ほめるべきなのかもしれないが、この後のことを考えるとそんな余よ裕ゆうはゼロです。

「…………仮にも見合いの席で、見合い相手を前にして、よくもまあそこまでベタベタすることが出来るものだね」

　もうセルニアならキレて終了になっているだろうに、そこは猫ねこ被かぶりの上級者。まだ続行するつもりらしく、気き障ざったい口く調ちようのまま、ネチッとした怒りをアピールしてくる。

　ヤバイ怖いと秋晴は泣き笑いの表情になりかけて無言の降参をするも、元げん凶きようの好発育系天然娘むすめはむしろ嬉うれしそうに笑って、

「そんな、いつも通りです！　普通です！」

「……ほう。普通……ね。常つね日頃からそんな風に……」

「だって恋人同士ですから。ね、日ひ野のさ──じゃなくて秋晴くんっ」

　──ごめんお願いだからそこで振らないで下さい……！

「……例えば、君達は普段どのようにベタベタしているのかな？」

「と、とにかく色々ですっ。この間も授業の最中に体を張って助けてくれましたし、うっかりシャワールームを間違えちゃった時も優しくしてくれましたし……きっとこのまま二人は夜明けのモーニングコーヒーで乾杯しちゃうんですよっ」

「…………へぇ、なるほど」

　秋あき晴はるの願い虚むなしく、四し季き鏡かがみのテンションはさらにアップ。それに伴い朋とも美みの声が低くなっていくのが怖すぎる。

　おまけに四季鏡の抱だき付き方もレベルアップして、今度は首に腕うでをギュッと巻き付けてきた。肩かたと背中に柔やわらかいものが積極的に押しつけられて──それと同時に『プチッ』という何かが切れる音が。

　秋晴は思わず『朋美の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか』と体を硬くしたものの、むしろ向かいの朋美は演技を忘れて慌あわてた風に表情を歪ゆがめていた。

「し、四季鏡さんっ!?　制服が、胸のボタンが外れてしまっていますよっ?!」

「いつものことです、普通です！　それに四季鏡さんじゃなくて彩さい京きようさんです！」

「それどころじゃなくてですねっ……ああもう、あんなに見え──」

　一体どれくらい素す晴ばらしい光景が朋美の目に映っているのか、秋晴は知りたくて仕方がない。でも、それは叶かなわない。

　何な故ぜかというと、抱き付かれていてくっつきすぎているから……ではなくて。

　どれだけタップしても首を絞しめる力を緩ゆるめてくれない四季鏡に、どこか違う世界へ連れて行かれそうになっているから。

　ああもうこれはかなり無理、意識がどんどん薄うすれて本格的にヤバイけど男としてはこの幸せ圧殺を甘あまんじて受け入れるべきなんだろーか──と、秋晴は涅ね槃はんに急接近してしまい。

　事態の深刻さに気付いた朋美が慌てて止めに入ってくれるまで、限りなく天国に近い場所で右う往おう左往する羽は目めになった。
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　途と中ちゆうでヘコみ過ぎて死にたくなったりリアルに殺されかかったりしたシミュレーションも、いつまでもは続かない。

　体感時間だと四し半はん日にちくらい、時計の針で計れば四時間ちょいで、三人での見合い練習は幕を閉じた。

　もうこれ以上無いくらい完かん璧ぺきになった、という訳ではなく、秋晴の精神が限界を超えて泡あわを吹いて倒れたから、という訳でも勿もち論ろんなく、単に四季鏡が抜けなければならない時間になったからだ。

「それでは、お二人とも頑がん張ばって下さい！」

　疲れなど微み塵じんも見せず晴れ晴れとした笑顔で、四し季き鏡かがみは寮での夕食準備を手伝う為ために去って行った。……元気はいいけど、また銀食器を不自然なくらいに折り曲げたり、テーブルクロスを引っかけて色々と台無しにしたりするんだろうなぁ、きっと。

　ともあれ、会議室に朋とも美みと二人きりになってしまい、秋あき晴はるはこっそりと深く息を吐はいた。四季鏡が原因で何な故ぜか朋美の機き嫌げんが悪くなる、ということは無くなったけど、これまでで十分疲れまくっている。ちょこちょこと休きゆう憩けいを入れていたとはいえ、この四時間はかなり長くて険しかったので、仕方がない。

　白はく麗れい陵りように来てから肉体的にだけでなく精神的にもそれなりにタフになったつもりだけど、単純作業での消しよう耗もうとは段違いにガリガリと削けずられる濃密な時間だったので、いい加減気を張っているのも限界に近かった。

「……さてと、続けましょうか」

　でも朋美の方はまだまだ元気なようだった。

「まだやるのか？　もう既すでに、結構いい練習にはなったと思うんだが」

　秋晴としてはそろそろギブアップしたい。心身の疲れも大きな理由だけど、二人きりになったからか朋美が優等生モードを解いて、ちょっと不機嫌なのが丸分かりだから。

　原因は不明……でもないか。たぶん、きっと、恐らく、四季鏡との接せつ触しよくがお気に召めさなかったんだろう。手伝ってくれている本人がいる前では取り繕つくろおうとしていたけど、今となっては隠かくす意味も無し、と。

「何よ、秋晴。四季鏡さんの体の感かん触しよくが味わえなくなったからって、やる気もなくなったっていうの？」

「いや味わうってお前、それかなり酷ひどい貶おとしめ発言だからな？　それじゃまるで轟とどろきとか轟とか轟みたいじゃないか」

「あら、事実を言っただけじゃない。あんなデレーっとした顔しちゃって……大体なによ、前にわたしがくっついた時はあんな反応しなかったじゃないの」

　じろっと睨にらんでから、ややむくれた顔でそんなことを言われ、秋晴は返す言葉に詰まってしまう。

　たぶんこの前、『トライアクアランド』のお化け屋敷に入った時のことを言っているんだろうけど、まさかこのタイミングでそこが出てくるとは。

「それは、お前……あれだよ、怖かったからだよ」

「今だって緊張していたんだから、条件は大して変わらないじゃないの」

「いや違うかなり違うっ。何だよその掻かき揚げ的なざっくりまとめ感覚は?!」

　抗議の声を上げるけど、朋美はぷいと明後日あさつての方を向いてしまい、現実を認めてくれない模様だった。普段の理論武装で固められた対応も困るが、こーいう風に理屈が通じないのはもっと困る。

　腹黒くて計算高い癖くせに、いたずら好きのガキっぽい感覚で動くヤツだから、理路整然と説得するのも無理っぽい。……というか、朋美を理論的に説得するっていうこと自体が不可能な気さえするなぁ。

　秋あき晴はるが悲観せざるを得ないこの状況で、腕うで組ぐみをした朋とも美みは不ふ機き嫌げんそうに二の腕辺りを指でトントンと叩たたき、

「全く……言っておくけど、お見合い本番の時にはわたしもあれくらいするわよ？　そこで動揺なんかされたら困るんだから」

「う……それは確かに。大丈夫なように努力する」

「でも、動揺されないのもムカつくわね」

　うわぉ、なんか本格的に理り不ふ尽じんなことを言い出したよ？

　埒らちが明かない展開に、秋晴はため息を吐つきたいのを我が慢まんする。朋美がこんなに機嫌を悪くするのは珍めずらしい。きっとこいつはこいつなりに、突然の見合いという状況を楽しみつつもストレスを感じていたに違いない。

　だからここは余よ裕ゆうのあるこちらが一歩引いてやらないと。

「そりゃあ平静を装うのは難しいかもしれないが、本番の為ためにこうして練習しているわけだし。なんとか、頑がん張ばる」

「ふぅん……それじゃ、ちょっと今から試してみる？」

　何やら意味深しんな言葉に秋晴は眉まゆを顰ひそめ、『どういうことだ？』と訊たずねようとした──その寸前に、朋美が動いた。

　すっと近寄ってきたかと思うと、秋晴の目の前……というか、殆ほとんどくっつくくらいの位置にきて、至し近きん距離から目を合わせてくる。

「ありきたりだけれど──もし、ね」

「っ、なんだよ？」

「もし、お見合い相手の人が、厄やつ介かいな要求をしてきたら……」

「……………………！」

　体温が感じられる近さ、どころじゃない。下へ手たをすると一気に早まった心臓の鼓こ動どうが聞こえてしまうんじゃないかと思うくらいで、朋美の澄すました顔が息の触ふれ合う距離にあった。

　うわ何これなんなんだこれ、と秋晴が動揺して息を止めていると、艶つややかで朱色に染まった朋美の唇くちびるが動いて、

「『交際している証しよう拠こを見せろ』と言ってきて、目の前でキスをしなくちゃならなくなった時のことを考えて、練習してみましょう？」

「キ、れっ……!?」

　衝しよう撃げき発言に思わず身を仰のけ反ぞらせて、秋あき晴はるは目をパチパチと瞬しばたかせた。

　確かにありきたりで、ドラマや漫まん画がだとよくそーいう展開になるけど……キスって、口づけしろって、そんなの練習の範囲を超えてるって……！

　そりゃあ動揺もするし、朋とも美みの唇くちびるを凝ぎよう視しもするって話だ。あそこに、自分の口を──それは洒落しやれにならない。おまけにそんなことするの初めてだから、どれをどういう風にやっていいのか、見当もつかない。

「……お、お、落ち着け。そんなことにはきっとならないし、もしなったとしてもはね除のければいいだけの話だろ！」

「じゃ、出来ないっていうの？」

「いや出来るとか出来ないとかそういう話じゃなくてだよ？　そりゃあいざとなれば出来るさ、出来るとも。けど今はそういう問題じゃなくて──」

　自分でも何をどう言っているのか半ば分からなくなりながらも秋晴が言葉を連ねていると、朋美が無言のまま動いた。

　静かに、ちょこっとだけ顔を近づけてきたと思うと、そのままゆっくりと目を閉じる。

　ただそれだけなのに、秋晴はとんでもなく追い詰められた気分になった。

　これは、あれか？　やれってことか？　一思いにやってしまえと自分の中の何かが言っているような気もするしいざ本番の時の為ための練習なんだからやっておかないと……って、本番って何のことだかもうそれすら意味が分からなくなってきた。

　頭の中では『駄だ目め、まずい、それはやっちゃ終わりだ！』と叫びまくる良心と『いいじゃん、乗りかかった船だし。人助けで役やく得とくって素す敵てきだぜ？』と誘ゆう惑わくされまくりの煩ぼん悩のうが騒ぎ立てていて、心拍数もなんだかえらいことに。ちゃんと呼吸が出来ているのかどうかさえ分からないってどういう状態だっての……！　なんかもう追い込まれすぎて死にたくなってきたし。

　動揺のあまり酸欠っぽくなりながら、目を閉じたままの朋美の放つ無言のプレッシャーに急せかされる。

　こっちの行動が遅いことに苛いら立だっているのか睫まつげが微び妙みように震ふるえていて、それがさらに焦しよう燥そう感かんを募つのらせる。

　そんな極限状態に耐えきれなくなった秋晴は、殆ほとんど助けを乞こうようにして朋美へと手を伸ばし……

　肩かたを、掴つかんだ。

　それだけでもうお腹なか一杯なのに、要求されているのはここから先の行為。

　バクバクとうるさいくらい喚わめいている心臓のテンポに押されるようにして、秋晴は意を決して朋美の肩を掴んでいる手に力を込めて、顔を近付けて──

　その時、不意に朋美が目を開けた。

「──なんてね。さすがにそこまではしないわよ」

「だっ、だよなぁ！　それはないよな、うん！」

　秋あき晴はるは慌あわてて手を引っ込めて、バクバクとうるさい心臓を抑おさえつけるように胸へとやる。

　……危なかった、もう少しで取り返しのつかないことをやっちまうところだった。性た質ちの悪い冗じよう談だんだけど冗談と見抜けなかったこっちが悪いような気がするし、こういう場合は絶対に男が責任を取らされるだろーし。

　それに──不覚にも、至し近きん距離で目を閉じた朋とも美みの姿すがたに、ぐらっときそうになっていたのは事実だから、余計に言い訳がし難にくい。

　にしても、手に汗あせが滲にじむくらい動揺するってどういうことなんだ、自分。パスタの国なら挨あい拶さつみたいなもんだって言われているのに。

　高校生男子としては正しい反応だと思いたい……けど、やっぱ不ふ甲が斐いないよなぁ、これは。

　そんな秋晴の心境を読み取ったのか、朋美は一歩退しりぞきながらくすりと笑って、

「もしかして、やっちゃわなかったことを後悔でもしてるの？」

「んなっ……そんなわけねぇだろ、何を言っちゃってるんだか朋美さんは」

「言葉遣づかいがおかしなことになっているわよ？　まあ、それくらいの反応してくれないと、ちょっと女としての自信が無くなっちゃうかな」

「いやだから後悔も動揺もしてねぇって」

「はいはい、そういうことにしておいてあげます。……さてと、面白いものも見れたことだし、ここまでにしましょ」

　楽しそうに薄うつすらと頬ほおを赤くした朋美にそう言われて、秋晴に首を横に振る気力はなく。

　結局、四し季き鏡かがみの退場からあまり経たたずに、見合い練習は終了となった。
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「──つーことがあったんだよ。おかげで、今日はえらい疲れた」

「……そうか。それは、何というか…………ご苦労だったな」

　どう返せばいいか少し困った感はあったものの、沈ちん黙もくの後で労をねぎらうようにルームメイトの大だい地ち薫かおるがそう言ってくれたので、秋晴はちょっとだけ報われた気がした。

　夕食も風ふ呂ろも済んで、今日の授業の復習も無事に終わり、『それじゃあ寝る前に一服するか』と大地と二人でいつものように茶を飲みつつ話をしていたところ、やはりというか朋美の相談から始まった放課後の件に触ふれることになった。

　とはいえ、秋晴としても自分が青くなったり赤くなったりする羽は目めになった出来事は隠かくしておきたいので、当然のように四季鏡に抱だき付かれたことや朋美にキスしそうになったことはぼかした結果、なんだか要領を得ない話になってしまったかもしれなかった。

　それでも聞いていた大地には何か思うところがあったらしく、ベッドに腰こし掛かけたまま座り直して、

「……しかし、やはり日ひ野のは彩さい京きように信頼されているんだな」

「ん？　なんでそんな結論に……？」

　どう考えても、いいように使われた挙げ句に弄いじられた──って受け取られそうなのに、意外なことを言われた。

　秋あき晴はるが首を傾かしげていると、大だい地ちは何な故ぜかちょっと伏し目気味になり、

「たぶん、僕や三さん家け、ましてや轟とどろきにはそんな頼み事などしないと思う。日野の人が好いいというのも原因かもしれないが……それでもやはり、親しい間あいだ柄がらで無いと、見合いに一緒について行って欲しいだなんて言えないはずだ」

「……まあ、そうなのかもな」

「そうだ。……正直、少し羨うらやましい」

「へ？　お前、実は朋とも美みのことが好きだったりしたのか？」

「…………………………違う、そういうことではなくて……」

　これは意外な告白が聞けるのかと期待する秋晴の前で、大地は焦あせったように両手をバタつかせ──ため息と共に、脱力したように手を下ろした。

「……いやいい、何でもない。今のは失言だ、全すべて忘れろ」

　苦い顔になった大地が一ひと睨にらみしてからぷいっと向こうに体を向けてしまったので、秋晴はそれ以上の追及はせず、疲れた体を埋うずめるようにベッドへと倒れ込んだ。

　何が羨ましいのかは分からないけど、あんまり楽しいことではないはず。少なくとも自分は楽しくなかったし、あんな精神的拷ごう問もんをハッピーに受け入れられるってそれどんなマゾですかって訊ききたくなる。

　……まあ、でも、別れ際に朋美から『明日あしたはよろしくね』と言われた時。

　殆ほとんどノータイムで『分かった、昼前集合な』と返してしまった自分は、他ほかの人から見たら楽しくてやってるように見えてしまうのかも知れなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──深夜の、一時二十八分。

　三つある目覚まし時計の内、ベッドのすぐ近くに置いてある一つが指し示している時刻を見て、彩京朋美はため息を漏もらした。

　もうこんな時間になっているのに……眠ねむれない。

　いつもならとっくに寝入っている時刻だし、体はそれなりに疲れている。なのに胸の奥深くが高揚していて、ちっとも眠れそうになかった。
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　原因は分かっている。

　明日あしたは見合いがあるから──ではなくて。

　夕方の会議室で、あんなことをしてしまったからだ。

　見合いの件は本当に困っている……とはいえ、試練だろうと困難だろうと迎え撃うつ以上は楽しむというのが朋とも美みのスタンスなので、そこに気になる異性を巻き込むのは当然の行為だった。それにプラスして、ドジだけど優しい、頼りにはならないけど親しみ易やすい四し季き鏡かがみ早苗さなえを加えてのシミュレーションは、まあ成功だったと思う。

　……ただ一つ、自分があんな真ま似ねをしてしまったこと以外は。

　秋あき晴はると早苗が密着しているのを見て、何だかもやっとして、同時にムカッともきて……だからって、キスをするだなんて言い出した自分は、間違いなくどうかしている。

　遊びや練習で口づけ出来るような、そんな軽い女じゃ無いつもりだけど……負けず嫌ぎらいで調子に乗りやすい自分の性格が、ああいう時は本当に厄やつ介かいだ。

　言い出した時も、内心では凄すごく焦あせって、すぐにも発言を取り消したかったのに、実際の行動は目を瞑つむるという逆のもの。心臓が胸から飛び出すんじゃないかと思うくらい激しく高鳴って、すぐ近くにいる秋晴の息遣づかいや一いつ挙きよ手しゆ一投足にビクビクして……肩かたを掴つかむ手に力が入っていよいよ来るって思ったらもう我が慢まん出来なくなって、ストップをかけたけど……あそこで止めてしまうのもちょっと情けなかった。ああもふしだらな真ま似ねをして、しかも思い切ることも出来ないだなんて、自分の駄だ目めさにガッカリする。

　ご飯を食べても、ゆっくりお風ふ呂ろに浸つかっても、朋とも美みの頭からはあの時のことがベッタリとついて離れず……挙げ句、こうして眠ねむれなくなってしまった。

　明日あした──もう今日になってしまったけれど、大事な用があるのに。

　いやそもそも、そんな用があるから、こんなことになってしまったのだ。もう災さい厄やくとしか思えない。

「……全くもう…………お母かあさんってば、覚えてなさいよぉ……」

　こんな事態を引き起こした母親に呪のろいの言葉を吐はいて、それから枕に顔を押しつけて。

　ふとした瞬しゆん間かんに蘇よみがえってしまう恥ずかしい自分の行動に、朋美は眠れない夜を過ごした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「さ、行くわよ。覚かく悟ごはいい？」

「いいけど……お前、本当に大丈夫か？　なんかフラついてるぞ？」

　見合いの行われるレストランに入る直前になって改めて訊たずねてきた朋美に、秋あき晴はるは逆に訊きき返してしまった。

　だって明らかに不調そうで、まだ優等生モードに入っていないせいもあるんだろうけど、時々目つきが険しくなる。ここに来る途と中ちゆうの車の中で何かを堪こらえるように唇くちびるを噛かみ締める姿すがたも見たし、どう見ても様子がおかしい。

　昼前に待ち合わせ場所だった正門で会った時からずっとそんな調子だ。ここまでは朋美の醸かもし出すピリピリした負のオーラに押されて訊けなかったけど、気になって仕方ない。

　秋晴がまじまじと顔をのぞき見ると、朋美は眉まゆ尻じりにそっと手を当ててため息を吐ついた。

「……ちょっと寝不足なの。大丈夫、肝かん心じんな時にミスはしないから」

「それならいいが……寝不足、か」

「何よ、悪いっ？」

「いや悪くないって、いくらお前でも人生が掛かったことなら緊張もするだろうし」

　そんなことよりキレ気味なのはどうしてなのかと追加で訊きたいところだけど、朋美が不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨ふくらませるのが見えたので、秋晴は余計な発言は止やめることにした。やっぱり人生は安あん穏のん無事が大切ですよ。

「ふんだ。無む駄だ口ぐち叩たたいてないで、行くわよ」

「お、おう」

　むくれたままの朋美が無言でレストランのドアを開けて中へと入って行くので、秋晴もすぐその後に続く。

　見合い現場になるレストランは格式とかに詳くわしくない自分でも分かるくらい立派な造りをしていたので、まず学生が入るような所じゃない。とはいえ、こういう所のウエイターは流石さすがにちゃんと教育が行き届いているようで、めかし込んだ朋とも美みの着ている服が高級ブランドの物だと分かったのか、畏かしこまった様子で丁てい寧ねいに頭を下げてきた。

　こーいうのを見ると、やっぱプロは凄すごいなぁと思わざるを得ない。自分の顔を見た時に『え、なんでこんなチンピラが一緒にいんの!?』って感じに目を見開いたように見えたのは、たぶん、きっと、こっちの思い過ごしのはず。

　秋あき晴はるが複雑な心境に陥おちいっている間にも状況は進んでいて、澄すました様子の朋美が「高たか杉すぎさんと約束をしている、彩さい京きようです」と伝えると、壮そう年ねんのウエイターさんは「承うけたまわっております」ともう一度頭を下げ、店の奥の方へと先導してくれた。秋晴の記き憶おくが確かなら、見合い相手の高杉はここのオーナーの息子むすこってことなので、きっと一番良い席に通されるに違いない。

　……やばい、ちょっと緊張してきた。アウェーだから間ま男おとこみたいに思われるかもしれないし、そもそもこんな高そうな店に入ったことないし。調度品だけ見れば白はく麗れい陵りようの勝ちだけど、昼のレストランで優ゆう雅がに食事を楽しんでいる人達がちらちらとこっちを見ているのが分かって、物凄すごく場違いな気分になるのが大きな要因っぽい。

　駄だ目めだ、落ち着け。大変な役目とはいえ、殆ほとんど朋美が頑がん張ばってやってくれるはず。自分はなるべく堂々としていればいいんだから、そわそわしないでどっしりと構えないと。

　そんな風に秋晴が自分に言い聞かせている内に、どうやら目的の場所についたようで、ウエイターさんが個室のドアをノックした。そしてすぐにドアを開けて、秋晴達を中へと促うながすように脇わきへと控える。

　そしてまず朋美が「失礼します」と前置いてから、個室へ入り──

「…………え？」

　お嬢じよう様さまらしく振る舞っている時はまず出るはずのない、間抜けな声が聞こえてきた。

　その原因を確かめようとする前に、続こうとしていた秋晴は中にいた人物を見て、硬直してしまう。

「あっ、お待ちしていました、ともみさん！」

　ハキハキとした元気のいい、それでいて甲かん高だかい声で歓迎の言葉を放ったのは──

「え、あの…………お、お見合いの相手の、高たか杉すぎさん……？」

「ハイッ！　高杉優ゆう作さくです！　先日、十歳さいになりましたっ」

　──どこからどう見ても、小学生の男の子だった。

　興奮気味なのか、えらく声を張っていて聞こえやすい。おかげで人違いじゃないってことも明白になった。

　しかしこれはどうしたことかと秋晴が腕うで組ぐみをすると、前にいた朋美がくるりと振り向いて、まるで助けを求めるようにこちらの袖そでを引いてきて、

「……ど、どうしよう……てっきり長男の方だと思っていたら、次男だなんて…………あ、でも、だからお義と父うさんも許可したのね……！」

「原因解明おめでとう。ついでに、子供に好かれたことも褒ほめ称たたえようか？」

「ちょっと秋あき晴はるっ、しっかりしてよっ。混乱するのはわたしだけで十分なんだから！」

　いやそれはかなり間違っているけど、混乱しているのも事実なので、返す言葉に困るなぁ。

　ただし、混乱しているのは自分達だけじゃないらしかった。

　どうやら高たか杉すぎさんちの次じ男なん坊ぼうも、今更のように秋晴の存在に気が付いたようで、みるみるうちに不安げな表情になり、

「あ、あの……ともみさん、そっちの人は……？」

「ぅ…………彼は、あれです。付き添いの、同級生です」

「付き添い……？」

　不思議そうに小首を傾かしげる優ゆう作さく少年だけど、秋晴も同じ仕種しぐさをしたい心境だった。

　秋晴はそっと朋とも美みにだけ聞こえるくらいの小声で、

「……おい、作戦変更か？」

「……仕方ないでしょっ。だってこんな小さな子を相手に、恋人がいるから諦あきらめろって……どう組み立てて話せばいいのか分からないんだから……」

　おお、朋美にしては珍しく弱気な顔が。本気で困ってるのか、こいつ。確かに子供との相性はかなり悪そうだから仕方ないけども。

　やれやれだとこっそり息を吐はいた秋晴は、

「とりあえず、席に着いていいか？　飛び入りの人間が言うことじゃないんだが」

「あっ、ハイ。涌わく井い、付き添いの人の分も用意してあげて」

　ウエイターに命じる優作少年の言葉で、淀よどみかけていた場の空気がようやくで流れだした。




　秋晴の分も席と料理が用意されて、誰一人として予想の出来ない展開の見合いが開始──したものの、かなりぎこちないことになっていた。

　朋美はどうにか微笑ほほえみを絶やさない風にしていたけど、ちらちらとこちらに視線を送ってくる辺り、普段通りになったとは言い難い様子。

　優作少年も、自分が希望した会食が実現して舞い上がっている様子で、喋しやべっている内容が上う手まくまとまらなくなって、しかもそれに本人も気付いているらしく段々と言葉少なくなってしまうし。

　そして秋晴は、どうしていいのか分からないので、とりあえずランチを楽しんでいた。流石さすがは高級レストラン、白はく麗れい陵りようで出る料理に負けてない。メニューが子供好みのエビフライとかロールキャベツとかのシンプル仕様なだけに素材の味がよく分かるし、これは大したものだと思う。そこまで舌したが肥えてない自分にはそれくらいしか分からないけど、セルニアや鳳フオウ辺りを連れてきても悪くない評価が得られそうだ。

　……と、そんな蚊か帳やの外にいたものの。

　デザートが運ばれて来る段になっても雰ふん囲い気きがおかしなままで、朋とも美みからヘルプの目線が来る回数が増え、優ゆう作さく少年の方もちょっと泣きそうになっていた。

　この状況を放っておくのは……やっぱり、後味が悪い。何もしなくても見合いは失敗になりそうだから、その意味ではちゃんと目的を果たしたことにはなるけど、飛び入りで美お味いしい料理を食わせて貰もらった以上は上う手まい具合にハッピーエンドにしてやりたいところだ。

　だから秋あき晴はるは頃合いを見計らって、

「なぁ、優作君とやら」

「は、ハイッ!?　なん、何ですか……？」

　暗い様子で葡ぶ萄どうのシャーベットを食べていた優作少年はあからさまにビビって、怯おびえたような視線をくれる。……助け船を出そうとしているのにこの仕打ちは、果たしてどうなんだろうなぁ。原因が自分の見てくれにある以上、怒るよりは泣きたくなるよ。

　それでも秋晴はめげずに、なるべくフレンドリーに見えるように軽く笑みをみせた。これでも子供には好かれる方なので、どうすればいいか多少は心得ている。

「どっかで朋美のことを見て、気に入ったからこの席を設けたんだろ？　実際にこうして見合いをしてみて、どう思ったよ？」

「ぇ、ええと……やっぱりともみさんはキレイで、素す敵てきだと……」

「んじゃ、結婚したいか？」

「ちょっと、秋晴くんっ……」

　直球な単語をこちらから出したせいか、慌あわてたような咎とがめるような朋美の声が刺ささる。でもさくっと無視。ここは任せてもらう。

　秋晴が注目している中、戸と惑まどうように視線を彷徨さまよわせた優作少年は、頬ほおを僅わずかに紅潮させて頷うなずいた。

「ハイ、是ぜ非ひとも結婚して幸せな家庭を築きたいと。一応学校では優秀な成績を残していて、父の仕事も今から少しずつ勉強していますし、将来的には代だい官かん山やま辺りに一戸建てを建てて、そこに朋美さんと、あと子供が二人……じゃなくて、三人が良いかな……それに犬も、ラブラドールを飼かって──」

「楽しそうなところ悪いが、落ち着け。そうはいってもだな、結婚は大変だぞ？　例えば……お前、嫌きらいな食べ物はあるか？」

「…………キクラゲが、ちょっと……」

　何な故ぜあんな、味に特徴のない海洋類っぽいキノコが。ハイだったテンションが一気に落ち込むまで嫌いになるような破壊力は無いと思えるのに。

　凄すごく気になるけど全く肝心じゃないので、秋晴は訊ききたい気持ちをぐっと堪こらえて、

「じゃ、朋美がキクラゲが大好きで、毎日食卓がキクラゲ尽くしだったらどうするよ？　それは嫌いやだろ？　死ぬまでキクラゲに囲まれた日々だぞ？」

「うっ………………それは……嫌いやです」

「だろ？　だからあれだ、結婚する相手のことは色々と知ってないとまずいんだよ。いきなり結婚ってのは、やっぱ性急すぎだ」

　まー、そもそも十歳さいじゃすぐに結婚は無理だけど。八年は待たないといけないから、そっち方面から攻せめるのも手だが……子供の純粋さを舐なめると怖いからなぁ。ムキになって『僕の愛は永遠に変わりません！』とか言われたら説得が大変だし。

　だから想像しやすい面から突いてみたけど、どうやら効果は抜群のようだった。優ゆう作さく少年の顔色を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　あとは仕上げをするだけと、秋あき晴はるは軽く喉のどを鳴らして二人の注意を惹ひき付けてから、駄だ目め押おしの言葉を言う。

「つーことで、とりあえずもっと相手のことを知るところから始めてみろよ。親おや御ごさんもそう言ってなかったか？」

「……ハイ。確かに言われました」

「なら、まずは友達になってみな」

　頼れる兄貴みたいなイメージを心掛けた秋晴の言葉に、優作少年は神しん妙みように頷うなずき。

　視界の端はしでは、朋とも美みが安あん堵どしたような笑顔になっていた。




「──お疲れ様。おかげで、かなり助かったわ」

「ああ。思っていたより大分楽な状況だったから、こっちとしても気負わずに済んだ」

　全く見合いらしくない見合いが終わった後、秋晴は朋美と共に白はく麗れい陵りようへと戻ってきた。

　優作少年とは電話番号とメールアドレスを交換することになったので、朋美の当初の予定だった『一回で終わらせる』っていうのは叶かなわなかったけど……まあそれは仕方がない。純粋な少年が相手だったんだから、これは譲歩するべき結果のはず。

「……にしても、秋晴は随分と懐なつかれたみたいね？」

「それは、まあ……俺おれもアドレス交換することになったし」

「子供に好かれるのはいいことよ。今日は特にそう思うなぁ」

　肩かたの荷が下りたのか朋美はぐっと伸びをして、晴れやかな笑顔を向けてくる。

「うん、秋晴に頼んで良かった。本当にありがとう」

「……珍めずらしいな、お前がそんな素直に礼を言うなんて」

「ええ、今はそういう気分なの──言葉だけじゃ伝わりきらないかもしれないから、行動で示すことにするわね」

「はぃ？　どういう、」

『どういうことだよ？』、という言葉を、秋晴が言い切る前に。

　軽い動作で身を寄せてきたかと思うと、こちらの肩を掴つかんだ朋美はそのまますっと顔を近付けてきて──




　自分の頬ほおに溶けそうなくらい柔やわらかな唇くちびるが触ふれる感かん触しよくに、秋あき晴はるは完全に硬直した。
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「──よっし、リベンジ完了。頑がん張ばったわね、わたし」

　呆ぼう然ぜんとしている自分の前で、朋とも美みが何やら嬉うれしそうに意味不明なことを言っている。でもそんなことより、今起こった事態の方が大問題で、秋晴は声にならない声をあげて口をパクパクと動かすことしか出来なかった。

　──今のは、アレだよな？　例の……礼で？　いや頬に、だから、厳密に言えばアレではないのか？　……というか、間違いなく……

「ど、どうっ……意味、…………!?」

　混乱の余り頭も舌したも回らない秋晴に対し、朋美はほんのりと顔を赤くして微笑ほほえんで、

「言ったでしょ？　感謝の気持ちよ」

「だ、だからってだな……！」

「あら、セルニアさんからも貰もらったでしょ？」

「っっっ──!?」

　思いも寄らないことを言われ、今度こそ秋晴の思考回路はフリーズしてしまった。

　確かに夏に、海で溺おぼれたセルニアを助けた礼で頬ほおにキスされたことはあるけど……なんでそれ、こいつが知っているんだ……?!　あの時、誰もいなかったはずなのに……!?

　ぐわんぐわんと脳が揺れるくらいの衝しよう撃げきを受けて、秋あき晴はるは膝ひざから崩くずれ落ちそうになってしまう。

　その様子が面白いのか、朋とも美みは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ……そしてそのまま、くるりとこちらに背を向けた。

「それじゃ、お疲れ様でした。また明日あした、教室で会いましょう？」

「ぇ……ちょっ、おいっ?!」

「ではでは、さようなら〜」

「いやさようならじゃねぇっ!?　待っ、戻れ！　説明しろ、色々と話していけよおいっ?!」

　スキップでも始めそうなくらい軽い足取りで遠ざかっていく朋美の背に叫ぶけど、当然のように止まってはくれず。

　追いかけようにも足に力が入らない秋晴は、サヨナラホームランを打たれたピッチャーのように崩れ落ちてしまう。

　そしてそのまま、朋美の姿すがたは完全に見えなくなり──

　いくつもの謎なぞと一緒に、秋晴は見事に置き去りにされてしまった。







あとがき




　どうも、今日も絶好調で低気圧にやられている上こう月づきです！

　雨が降ると重力が倍加してるんじゃないかってくらい体が重い……純粋に体重が増えている疑惑には目を背けることにしています。そんなの、認めていいものではありません。




　そんなどうでもいい話はさておき、『れでぃ×ばと！』ももう七巻。早いものです。このままだとあっという間に十巻とかになりそうですが、それまでに僕は何回倒れることになるんだろーか……

　虚弱な部分はもう少し改善していかないとまずい、と今更ながらに思い、先日ジムに入会しました。筋トレではなくバイクとランニングをメインにして体力をつけるつもりで入ったのですが、修しゆ羅ら場ばっていたのでまだ一回しか行けてません。果たしてこの本が出るまでに何回行っているのか。少なくとも二ふた桁けた回数は利用しておかないと、そろそろ人としてまずい気がする。




　他ほかに近況といえば……そう、ラジオ出演がありました。

　不ふ肖しようの身ではありますが、ｗｅｂラジオに出てしまいました！

『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』のラジオに！　担たん当とうさんに嵌はめられて！

　電話出演というかなり妙みような形で出た上、たぶんこの本が出ている頃にはバックナンバーも消えてしまっているはずですが……何で僕は、他人様のラジオに出てるんでしょーか……

　おかしい。こんなはずじゃ。小説家って、もっとインドアライフを満まん喫きつして、孤高な感じで著者近影もシルエットなイメージだったのに……！

　これは担当の川かわ本もとさんがラジオに出る度に「聞きましたよ！（にやにや）」とやっていたのがいけなかったのかなー……つまりこれは仕返し。血で血を洗う抗争の始まりなのかもしれません。もしくは二人して嵌められている可能性も。電撃文庫編集部は恐ろしいところです。




　さて、気を取り直して、七巻の内容にもちょいと触ふれてみようと思います。未読の方はネタバレ注意。

　十六話はピナが野望に向けて始動する話です。同時に、みみなにとってもちょっとした転機になる話。

　白はく麗れい陵りようが誇るロリっ子コンビが活かつ躍やくですが、二人の年ねん齢れい差が実は四歳さいというのが恐ろしい……ピナはもう少し大人おとなっぽく成長する可能性が残されていますが、既すでにピークを終えたみみなは殆ほとんどあのままです。これからも小学生と間違えられる日々が続きます。

　そして十七話の方は、アイシェ＆ヘディエが何やら企たくらんじゃう話。アーフラム教コンビは色々と制限が多いので他ほかのキャラと絡からませ難にくいのですが、今回はやや変則的な形でセルニアと絡めてみました。

　……しかしアイシェは、普段あんな格好をしているのに……出て来る時はどうして肌はだの露出が、あんなにも。不思議な話です。

　ラストの十八話は、朋とも美みが見合いをすることになっちゃう話。冒頭で朋美の唯一頭の上がらない相手である母親も電話登場しています。

　朋美は計算高い癖くせに我がが強くて意地っ張りなので、自分で罠わなを仕掛けておきながら直前で『フェアじゃないかも』と迷ってしまうタイプだったりして、しかも最後には弱気な自分に腹を立てて行動に移すという……厄やつ介かいな性格ですね。それが今後どう影響していくのやら。




　次の巻では文化祭っぽいことをやったりする予定なので、お楽しみにー。

　そして電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥの方でやっているイラストストーリー、今後やる予定の短編等にも目を通して貰もらえれば幸いです。

　ではでは、また次の巻で〜。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの板橋区民。これを撮ったのは江ノ島の近く。小さくて見づらいですが、鳶です。この後、「勝手に撮ってんじゃねぇよ！」と鳶に襲われて羽でぶっ叩かれました。意外に硬かったなー……
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むにゅう

フリーになって約一年。それまで毎日３時間付き合っていた通勤電車とも、今は打ち合わせの時くらいにしか出会わなくなりました。電車での時間はなくなったけど、代わりにのんびりとした時間が出来ました。










れでぃ×ばと！⑦








上月こうづき 司つかさ
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